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〈ことのは〉に〈たましい〉が宿るように、〈たましい〉もまた〈ことのは〉を紡ぐ。
　それらは、彼にして此。魂にして魄。
　そうして、偶然は必然を呼び覚ますのだ。
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第一章　　雀の眼




　
「お願いします！」
　安酒場の喧騒に負けじと、ウネンは腹の底から声を張り出した。
　その視線の先、カウンター脇のテーブルで独り酒を嗜たしなんでいた壮年の男が、かったるそうな表情でウネンを見上げる。
「けどよォ、チビちゃん。そんなの、別に俺に頼まなくたっていいんじゃねえのか？」
　チビちゃん、という呼びかけに、ウネンは思わず奥歯を噛み締めた。ぼくの名前は「チビ」じゃない、と反論しかけて、すんでのところで言葉を呑み込む。三年前からまったく変わらぬ身長に、木の枝のように細い手足。愛想のかけらも無いざんばらな短髪も相まって、ウネンは確かに十五歳とは思えない見目をしていたからだ。
「頼む必要があるから、頼んでいるんじゃない」
　ウネンの隣に立つ二歳年上の友人イレナが、口をへの字に曲げて両手を腰にあてた。艶つややかな深茶の髪が、彼女の心情を表すかのように苛立たしげに揺れる。
　ここは、イェゼロの町を入ってすぐにある、町で一番大きな酒場「案山子の鼻」亭だ。夕刻を迎え、一日の畑仕事を終えた人々が、ひととき羽を伸ばそうと次から次へと押しかけている。まだ六月も上旬だというのに、混み合った店内は人いきれで真夏の屋根裏のようだ。
「って、言われてもなァ……。そうだ、いっそ、団長に頼めば……」
「父に頼め、って？　それ本気で言ってるの？」
　怒気もあらわに眉を吊り上げるイレナに対して、男は「冗談だよ」と豪快に笑った。
「おやっさん、お嬢が自警団に入るのも、大反対しているもんなあ」
「だから、こうやっておじさんに頼んでいるんじゃない。領主様の土地を測量するって、すっごく重要な仕事でしょ。その護衛なんて、イェゼロ一番の剣の腕前を持つおじさんにしか頼めないもの」
　先週、イェゼロの町が属するバボラーク領の領主から、町長まちおさ宛に一通の書状が届けられた。曰く、そちらの町には優秀な地図屋がいるそうだが、ついては我が領地の地図を作ってはもらえないだろうか、と。
　地図屋、という屋号には尋ね当たらないが、依頼を受けて町や畑の地図を作る筆写師見習いなら存在する。かくして、領主の書状は町長まちおさからウネンに手渡され、今こうやって頼もしい友人の協力を得て、実地測量行における護衛を探しているところなのだった。
「西の原っぱの寸法を測りに行くだけだろ？　護衛なんてお嬢一人で充分だろ」
「何を甘っちょろいこと言ってるの。昔っから、バボラークと隣のチェルヴェニーって、あんまり仲が良くないじゃない。しかも、今回測りに行くのって、そのチェルヴェニーとの境界なのよ。何か災厄に見舞われた時、私一人じゃウネンを守りきれないわ」
「けどよォ、三日間、だっけ？　さっきも言ったが、それでこの金額は、ちぃと安過ぎるんじゃないかい？」
　あらためて厳しい現実を鼻先に突き付けられ、ウネンは知らず唇を噛んだ。
　前金として用意された金額は非常に慎ましく、本来ならば護衛を二人も雇う余裕などない。先ずはこれで領地の西端にある牧草地の地図を作ってみてくれ、その先のことはそのあとで決めよう、というのが、バボラーク領主の言い分だったのだ。
　気を抜くと俯いてしまいそうになるおのれを必死で奮い立たせると、ウネンは男に語りかけた。
「今回の仕事は『お試し』らしいんだ。これが上手くいったら、今度は荘全体の地図を頼む、ってことだから、そうしたら、もっとお礼ができると思うんだけど……」
「あ、いや、別に、チビちゃんに文句を言いたいわけじゃねぇんだ」
　男は途端にきまり悪そうな表情になって、頭を掻いた。
「いやさ、先月から、二つ隣の町に〈双頭のグリフォン〉って凄腕の二人組が逗留しているらしくってな。そいつらが、この辺りの野獣退治や護衛の仕事を片っ端からかっさらっていくもんだからよ、このところすっかり懐具合が寂しくなってしまってな……」
「双頭の……グリフォン？」
　ウネンとイレナの声が、きれいに重なった。
「噂じゃ、一人は雲衝つくような大男で、剣の一振りでヒグマの首をいともたやすく斬り落としたらしい。もう一人は闇から生まれし魔術師とやらで、荷馬車を襲った夜盗どもを、一瞬にしてこの世から消し去ったというぜ」
「流石は、伝説の怪物だ」
　思わず鼻で嗤わらいそうになったのをなんとかこらえて、ウネンは当たり障りのない相槌を打った。こんな眉唾ものの話でも、もしかしたらこの人は本気で信じているのかもしれないな、と考えて。
　ウネン同様、イレナもこの噂を胡散臭く思ったに違いない。悪戯っぽい笑みを浮かべたのち、すまし顔で嘯うそぶく。
「じゃあ、その凄腕のグリフォンとやらに頼もうかなー」
「はした金では引き受けないらしいがな」
　軽く肩をすくめてから、男は麦芽酒のカップを口に運んだ。さっさと話を打ち切ってしまいたいのだろう、さりげなく視線をウネン達から外す。
　それでもまだ希望を捨てきれない様子で、イレナがもう一度、男の顔を覗き込んだ。
「でも、仕事が無くて困っているのなら、こっちの依頼を引き受けてくれてもいいんじゃない？」
「しけた仕事にかまけてて、いい仕事をフイにしちまったらどうするんだ」
　どうやらこの人を護衛に雇うのは、諦めたほうが良さそうだ。溜め息とともにウネンが足元に視線を落とした、その時。辺りに漂う肉料理と酒の匂いが、一瞬にしてかき消えた。
　むせかえりそうなほどに濃密な森の香りが、怒濤のごとくウネンの身体にぶつかってくる。
　ウネンは、驚いて顔を上げた――上げようとした。顔を上げかけて、何か声が聞こえたような気がして、ウネンは咄嗟に耳元に意識を集めた。
　――を……もの……我ら……の……
　声はやがて風となって、あっという間に森の気配を吹きさらってゆく。
　ウネンが我に返った時には、そこは寸刻前と何ら変わらぬ酒場の喧騒の中だった。
「まさか……、ヘレーさんが……？」
　ウネンは慌てて周囲を見回した。
　三年前まで、ウネンは時々他人には聞こえない声を聞くことがあった。声の主の年齢も性別も、その内容までもが不明な謎の声。いや、実際に音をなしているのかすら疑わしい、声なき〈囁ささやき〉。今しがたウネンの耳をくすぐった謎の声も、そういった以前のものと同じ気配がした。ただ、声と同時にウネンを包み込んだ濃厚な木々の香りだけは、初めて体験するものであったけれども。
　だが、「〈囁き〉が聞こえた」などというウネンの戯言ざれごとに真剣に耳を傾け、にっこり笑って頭を撫でてくれたあの温かい手の感触は、今やすっかりおぼろげになってしまっている。
「どうしたの、ウネン。今何か言った？」
「ううん。なんでもない」
　イレナに笑いかけてから、ウネンはゆっくりと深呼吸をした。そうだ、あの人がこんなところにいるはずがない。小さく頭を振って懐かしい記憶を頭の片隅に追いやると、意識を目の前の風景に戻す。
　と、酒場の入り口のほうで、いつになく不自然なざわめきが湧き起こった。
　さざめく声は、水面を伝わる波紋のように部屋の隅々にまで到達し、ほどなく沈黙へと姿を変える。
　西日に染まる戸口には、背の高い青年が一人、逆光を背負って立っていた。見覚えのない、姿形。腰に帯びる、一振りの長剣。
　静まり返った店内を、青年は真っ直ぐカウンターへ向かっていった。自身に注がれる沢山の視線に、僅かとも動じたふうもなく。
　年の頃、二十代前半といったところだろうか。おおらかに鋏を入れられた灰色の髪が、日に焼けた額で揺れている。眼窩に光る碧眼は、猛禽類を思わせるほどに鋭い。強く引き結ばれた唇もまた、精悍な顔つきを更に勇ましく見せている。
　一切の無言を引き連れて、青年はカウンター前に立った。
「い、いらっしゃい。何にしますかね」
　酒場の親父が、やや緊張した面持ちで見知らぬ客に声をかける。
　青年は、硬い表情を緩めようともせず、ただ一言、「『雀の眼』を探している」と言った。
　青年の口からその二つ名が飛び出した瞬間、ウネンは、首筋を冷たい手で撫でられたような気がした。
　先刻から護衛の依頼を断り続けていた男が、ウネン達を仰ぎ、口元に手を添えてひそひそと話しかけてくる。
「おうおう、『雀の眼』も随分有名になったもんだな。お客さんじゃないのか？」
　小さな声にもかかわらず、その声は、静かな店内においてやけにくっきりと浮き上がって聞こえた。
　案の定、件くだんの青年がウネン達のほうに顔を向ける。
　その刹那、ウネンの耳が再び幽かすかな声を捉えた。先刻よりも、ほんの少しだけ明瞭に。
　――……を守りしもの……我ら……もの……
　同時にウネンの胸を響かせる、微かな〈囁き〉、声なき声。間髪を入れず、空を埋め尽くさんばかりに生い茂る木々が、ウネンの脳裏に押し寄せてきた。常盤の葉陰にちらりと見える……あれは一体……？
『ウネン、エンデ、バイナ――』
　誰のものか分からぬ、密やかな、だが力の籠もった声が顔面にぶつかってくるとともに、ウネンのもとに現実が戻ってきた。
　目の前にそびえる、がっしりとした体躯を辿って顔を見上げれば、猛禽のごとき眼差しがウネンを射抜く。
　ウネンは、じっと青年を見つめ返した。突然の〈囁き〉とこの青年とは、何か関係があるのだろうか、と。そもそも、この〈囁き〉は一体何なのか。三年前に、あの温かな手とともに失われ、以来一度として感じたことがなかった、声なき、声……。
「『雀の眼』というのはあんたか？」
　ウネンとイレナを見比べたのち、青年はイレナに問いかけた。
「私じゃないわよ」
　イレナが、不機嫌さを隠そうともせずに顎を上げた。その前のテーブルでは、火付け役となった男が小刻みに肩を震わせている。
「違ぇよ、兄ちゃん。『雀の眼』ってのは、お嬢じゃなくてチビちゃんだ。ほら、雀みたいな色の髪だろ」
　まだ子供じゃないか、と言わんばかりに青年が目を見開く。
　ウネンにとって、この青年が見せた反応は決して珍しいものではない。とはいえ、それで不愉快さが薄まるはずもなく、ウネンはこれ見よがしに鼻を鳴らしてみせる。
「ぼくのことを『雀の眼』って呼ぶ人がいるのは、知っている。でも、あなたが言う『雀の眼』がぼくのことかどうかは、ぼくには分からない」
　青年は無言でウネンを見つめていたが、やがて、ぼそりと低い声を漏らした。
「……まさか、子供がいたから、なのか？」
　何のことかさっぱり理解できず、ウネンは二度三度とまばたきをした。だが、ウネンが言葉の意味を問い質す前に、青年が懐からひと巻きの羊皮紙を取り出した。
「この地図を作ったのは、お前か」
　それは、この春にウネンが隣町の長に頼まれて作った、隣町の地図だった。
「そうだけど」
「測量技術を誰から教わった？」
　青年の視線が、あからさまに剣呑さを増す。
　その刹那、ウネンは青年の目的を悟った。
　三年前、最後に〈囁き〉を感じた時も、ウネン達の前には町の外からやってきた人間が立っていた。険しい声で一方的に詰問し、最後には捨て台詞を残して去っていった、いけ好かない異郷の二人組。目の前のこの青年も、三年前の彼らと同じく、あの人を――ヘレーさんを――探しているに違いない。
　ウネンは口の中に溢れてきた唾をそっと呑み込んだ。何を伏せて、どこまで話すべきか、頭の中で慎重に仕分けながら。
　と、イレナが、青年とウネンの間に割って入ってきた。
「ちょっと、あんた。『雀の眼』に仕事を頼みに来た、ってわけじゃないのね？」
「ああ」
「じゃあ、別に真面目に相手しなくてもいいんじゃない、ウネン。もう日も暮れるし、さっさと帰ろ」
　そう言うなり、イレナがウネンの手を掴んだ。予想外の行動に反応の遅れたウネンを問答無用で引っ張って、青年の横をすり抜ける。
「あ、おい、待て、まだ話は終わ……」
　青年が、イレナに引かれるウネンの腕を掴んだ。
　ただでさえ不安定な体勢に、更に横から余計な力が加わり、ウネンの身体が大きくかしぐ。
　間髪を入れず、先をゆくイレナが振り返った。青年がウネンの腕を鷲掴みにしていると見るや、彼女は、流れるような動きで左足を床に滑らせる。
　周囲の酔客が椅子を抱えて避難するのと、イレナの足払いが青年に決まるのとが、ほぼ同時だった。
「行くよ！　ウネン！」
　床に倒れ込んだ青年を一瞥もせず、イレナがウネンの手を引っ張る。
　引っ張られるがままのウネンの進行方向で、青年が身を起こした。
「あっ、ちょっ、イレナっ、待っ」
　このままだと、青年の顔面に蹴りを喰らわすことになる。ウネンは全身全霊の力を込めて、その足を引こうとした。
　同時に、我が身に迫る危険に気がついた青年が、見事な反射で身を伏せる。
　靴越しにウネンの足の裏に伝わってくる、木の床とは異なる何とも言えない感触。
「イレナ！　待って！　踏んだ！　さっきの人踏んだ！」
　周囲はもう大騒ぎだった。酔いも手伝ってか皆が大喜びで囃したてる中、数人の理性ある客が、「大丈夫かい兄ちゃん」と青年に声をかけている。
　青年を踏みつけた足には可能な限り体重をかけないようにしたつもりだったが、それでも痛みが皆無というわけにはいかないだろう。戻って謝らねば、と焦るウネンを、しかしイレナは容赦なく引っ張っていく。こうなっては、小柄なウネンに勝ち目はない。
「ええと、その、ごめんなさいっ！」
　辛うじての一言を残して、ウネンは「案山子の鼻」亭をあとにした。



　
　
　体力自慢なだけあって、イレナの疾走は勢いを失うことなく、ウネンは行程の半分以上を彼女に引きずられたまま町の中心にある広場へと辿り着いた。
　息も絶え絶えに地面にへたり込むウネンに、イレナが苦笑を投げかける。
「ウネンは、もうちょっと身体を鍛えたほうがいいと思うのよ」
「イレナは、自分が、標準から、逸脱、している、ことを、もう少し、自覚、したほうが、いいと、思う……」
　イレナが、さも心外そうに頬を膨らませる。
　イレナの父親は、かつてはバボラーク領主の城で衛兵を務めていたほどの、腕の良い剣士だった。二十年前のチェルヴェニーとの小競り合いで膝に矢を受け、今はイェゼロの町で領主から下された農地を耕して暮らしている。引退したとはいえ、まだまだ剣の腕前はそこらの市井の人々にはひけをとらず、自ら町の自警団を組織し、その長を務めるほどの猛者だ。
　そしてイレナは、幼い頃から父親直々の手ほどきを受けたおかげで、今では町で一、二を争う剣の使い手となっていた。ウネンより三十センチ以上も背が高いといった身体的優位を差し引いたとしても、ウネンに勝ち目がないことは明らかだ。
「でも、将来、世界を回って地図を作りたいのなら、もう少し腕っぷしを強くしておかないと、すぐに野獣や盗賊の餌になってしまうわよ」
「その時は、腕っぷしの強い護衛を雇うからいいよ」
「……その件で今、とっても苦労してるんじゃない……」
　イレナの溜め息に返す言葉を見つけられず、ウネンは、「苦労をかけます」と素直に頭を下げた。
　
　広場の東、ケヌ川にかかる橋を渡った先にある赤い瓦の二階建てが、ウネンの住む家だ。一階の軒先を飾る「診療所」と書かれた看板の前には、もう日暮れを迎えたというのに、まだ何人もの診察を待つ人が列を成している。
　手に包帯を巻いた人が中から出てきて、「ありがとうございました」と礼を言って去っていった。次いで、エプロンをつけた金髪の青年が、扉の陰から「次の人、どうぞ」と顔を出す。
　青年は、ウネン達に気づくや、次の患者と入れ替わるようにして往来へと出てきた。杖を片手に、ぎくしゃくと右足を引きずりながら、ウネン達のほうへやってくる。
「いつもすまないな、イレナ。俺がこんな状態でなければ、君の手を煩わせることもないんだろうに」
「何を水臭いこと言ってるのよ、シモン。私は、ウネンやシモンと同じように、自分にできることをしているだけよ。ていうか、こんな状態とか言わないでよ、殴るわよ」
「ここで『ありがとう』と言うと、なんだか『殴ってくれ』って言っているみたいだな」
　シモンと呼ばれた青年は、左のこぶしを口元にあてて小さく笑った。その、日に焼けていない頬が、残照を映して赤く染まっている。
「ところで、護衛は見つかったのか？」
　ウネンとイレナが互いに顔を見合わせるのを見て、シモンの眉がそっと曇った。
「何があった？」
　と、その時、診療所の中からシモンの名を呼ぶ野太い声が響いてきた。彼の父親で、この診療所の主あるじである、医者のミロシュだ。
「何を遊んどるんだ！　さっさと戻ってこんか！　手伝え！」
「ちょっと厠へ行ってきます」
　涼しい顔で戸口に向かって声を投げてから、シモンは家の裏手へとウネン達を誘いざなった。
　納屋の陰に落ち着いたところで、イレナがいつになく険しい表情で口を開く。
「胡散臭い男が、『雀の眼』を探していたのよ」
「仕事を依頼しようとしてではなく？」
　シモンの問いに、ウネンも大きく頷いた。
「うん。イレナに訊かれて、仕事を頼むつもりではない、って、はっきり言ってた」
　そうして二人は、交代々々で酒場での出来事を逐一シモンに報告した。
「とにかくね、訊きたいことがあるのなら、まず自分から名乗れってのよ。仕舞いには、ウネンの腕を！　こうやってがしっと掴んで！　ぐいって引っ張って！　倒そうとするとか！」
　ひとしきり吠えて溜飲が下がったのだろう、イレナの表情はいつの間にか随分晴れやかになっていた。代わりにその隣では、イレナの怒りを転嫁されてしまったシモンが、「乱暴な奴だけしからん」と、顔も知らない無礼者に対して悪態をついている。
「あまりの失礼さについつい足払いかけてしまったけど、まさかウネンがとどめを刺すとはねー」
「刺してないよ！」
「踏んだ、って言ってなかったっけ？」
「……ハイ」
　足の裏に感じた、柔らかいとも硬いともつかない微妙な感触を思い出し、ウネンは神妙な顔で頭こうべを垂れた。怖くて目を閉じてしまったため、おのれが一体どこを踏みつけたのかはっきりとは分からないが、あまり痛い思いをさせていないことを祈るばかりだ。
「大丈夫だって！　あの人、かなり頑丈そうだったもん、ウネンの体重ぐらいじゃびくともしないわよ！」
　そう言ってひとしきり笑ったのち、イレナはふと眉をひそめた。
「それにしても、測量技術がどうとか言ってたけど、あの人、地図の作り方なんか訊いて、どうするつもりだったのかしら」
　首をかしげるイレナを、ウネンはじっと見つめた。無言のままに。
　それからウネンは、シモンの様子をそっと窺った。
　シモンもまた真剣な眼差しをウネンに投げる。
「そりゃあ、ウネンの地図は凄いと思うけど、実際に生活していて、あんなに精密な地図って特に必要ないじゃない。自分の土地、それも結構まとまった広さの土地を持っておれば、話は別かもしれないけど、そういう家ってそうそう無いでしょ。手間がかかる上に仕事が少ないだなんて……」
「自分の土地があるから地図を作る、という者ばかりではない」
　滔々と自論を展開するイレナの声を、聞き覚えのある男の声が遮った。
「自分の土地にするために、地図を作ることもある」
　納屋の陰から姿を現したのは、誰あろう、先刻、酒場でウネンに踏みつけにされた、あの青年だった。
　予想もしていなかった事態に、イレナが目と口を真ん丸に見開いて硬直する。
　ウネンも、どう対応すれば良いのか分からず、茫然とその場に突っ立つことしかできない。
　そんな二人を守るようにして、シモンが青年の前へと一歩を踏み出した。
「自分の土地にするために、だと？　戦争でも起こす気か」
「一般的な話をしただけだ」
　刺々しい視線をするりと躱したのち、青年は、ウネンとイレナを順番にねめつけると……意外にも詫びの言葉を口にした。
「さっきは、突然失礼した。俺の名は、オーリ。地図のことを訊いたのは、人を探しているからだ」
「人を探している？　『雀の眼』とは別に、ということか？」
　青年――オーリは、シモンのほうに向き直ると、「そうだ」と頷いた。
「今は何と名乗っているかは知らないが、俺が依頼人から聞いた名は、『ヘレー』といった」
　ウネンの手のひらに、一気に汗が吹きだしてきた。ああ、やはり、そうだったんだ、と。
　オーリは、淡々と尋ね人の詳細を語り続ける。
「年齢は四十、瞳は碧、頭髪の色は枯れ草色、身長は……あんたと同じぐらいだな」
　シモンと背比べをするように、オーリが空中に手刀を滑らせる。シモンは決して背が低いわけではなかったが、オーリは彼よりもさらに十センチは余分に上背があった。
　ムッとした顔を隠そうともせずに、シモンが口を開く。
「何故、その人を追っている？」
「盗っ人だ」
　三年前には明かされなかった理由が、今、初めてオーリによって語られた。
　どうせまたはぐらかされるんだろう、と考えていたウネンは、想像もしていなかった言に思いっきり息を呑んだ。シモンも同様に驚いたのだろう、「まさか」との呟きが、ウネンの傍らから聞こえてくる。
　だが、と、ウネンは奥歯を強く噛み締めた。一方の意見だけを鵜呑みにして物事を判断するのは、愚か者のやることだ。ウネンは、真実を見極めんとばかりに、全身全霊の力を目に込めてオーリを見る。
　ウネンの視線に気づいたか、オーリが、シモンからウネンへと顔の向きを変えた。
「今から十五年前、とある高位の魔術師の書斎から、なにやら小難しい秘伝の書を盗み出した、と聞いている。我々の知らない秘術が記された、門外不出の書だということだ」
　淡々と語りながら、オーリは懐から再びウネンの地図を取り出した。
「お前が作ったというこの地図は、信じられないほど正確に地形を写しとっている。まるで鳥の眼を借りたかのように。そして、三年前にヘレーがこの町に居たのは確かだ、と依頼人は言っていた。もしかしてお前は、ヘレーから測量を教わったんじゃないのか？」
　酒場でオーリから「測量技術」という単語を聞かされて以来、危惧していた質問が、とうとう正面からウネンにのしかかってきた。ウネンは唇をきつく引き結び、下腹に気合いを込める。
　だが、ウネンが口を開くよりも早く、シモンがオーリの前に出た。
「『ヘレー』という人物は、確かにいっときここにいた」
「いっとき？　今はいないのか」
「三年前から行方不明だ」
　そう言ってシモンは、既に宵闇に沈みつつある東の方角を指さした。
「あの人は、十年近く前に東の森の奥に移り住んできた。我々の知らない薬を、医者である俺の親父に売りに来る以外は、町の人間とは一切交流せず、親子二人きりでひっそりと暮らしていた。三年前の大地震で子供を亡くして、町に出てくるまでは」
「やはり、子供がいたのか……」
　溜め息とともに、酷く掠れた声がオーリの口から吐き出される。彼は、寸刻、視線を伏せたのち、再びシモンを正面から見据えた。
「子供の歳は？　子供の母親は？　奴は結婚していたのか？」
「詳しい歳は分からないが、亡くなった時は十歳ぐらいだったんじゃないかな。母親がいなかった理由は勿論、そもそも彼が結婚していたかどうかも知らない。あの人が町にやってくる時は大抵一人っきりだったし、用事を終えたらすぐに森へ帰っていってしまってたからな」
「そうか」
　肩を落とすオーリに向かって、シモンは静かに語り続ける。
「地震のあとの大混乱の中、あの人は、ここで親父の手伝いをしてくれていた。けれど、そのうち主客が逆転した。我々は随分あの人に助けられたよ。見たこともなかった薬や治療法は、その『秘伝の書』のおかげというわけだったんだな」
「その知識は、本来彼が持つべきものではない、ということだ」
　オーリが冷ややかに言い放つ。
　途端に、シモンの眼差しが凄みを増した。
「俺も、そして彼女も、あの人のおかげで、生きながらえた者の一人なんだがな」
　絞り出すように発せられる、低い声。シモンが杖で軽く右の足を叩けば、木で木を打ち鳴らす硬い音が鳴る。
「あの人にその知識とやらが無かったなら、俺達は、今、生きてここにはいない」
　ウネンは、シモンの言葉に胸の内で頷いていた。閉塞した薄暗い世界で緩やかに死に向かっていたウネンを、あの人が救い出してくれたのだ。今こうやって、ウネンが温かい人々に囲まれて暮らしていられるのも、筆写師という仕事ができるのも、全て、ヘレーのお陰なのだ。
　オーリが、心持ち居心地が悪そうに身じろぎをした。表情こそ変わりはないが、ついと視線をシモンから逸らせ、地図を持っていない右手で困ったように頭を掻く。
　と、何かに思い当たった様子で、オーリは再びシモンに向き直った。
「かのじょ……？」
「ああ。彼女」
　シモンは、今度は視線だけでなく、手で、ウネンを指し示した。
　オーリが、目をしばたたかせた。
「女……の子？」
　ウネンがこれ見よがしに深い溜め息を吐き出すに至って、オーリの顔面から血の気が引いた。彼は、しばし呆然とその場に突っ立っていたが、我に返るや直立不動の姿勢をとり、正面からウネンと視線を合わせてくる。
「すまなかった」
　苦渋の声で謝罪の言葉を述べている割に、オーリの表情には先刻からと大して変化は見られない。なぜそこまでして無表情を努めるのか。少し不思議に思いながらも、ウネンはオーリの詫びを受け入れる。
「いいよ、別に。慣れてるし」
　慣れている、という単語に、またもオーリが「すまん」と反応した。
「だから、いいって」
「すま……、あ、ああ、すまん。あっ、いや、ええと……」
　冷静さを装おうというのなら、表情もだが、仕草や声の調子にも気を使うべきだろう。おたおたと動かされる両手や急いた声が、全てを台無しにしてしまっている。
　まてよ、とウネンは考え直した。もしかしたらこの男は、表情を取り繕っているわけではないのではないか、と。思いを顔に表すのが不得意な人間は、イェゼロの町にも何人かいる。オーリもそういった者の一人で、この不機嫌そうなかんばせは彼の地顔なのかもしれない、と。
　ウネンがつらつらとどうでもいいことに思いを巡らせている間に、ようやくオーリも落ち着きを取り戻したようだった。大きく息を吸って、吐いて、咳払い一つ。そうしてオーリは、最初に戻って同じ質問をウネンに投げた。
「ということは、ヘレーがこの診療所に逗留している時に、あんたは彼から測量方法を教わったということか」
　ウネンは慎重に頷いた。
「間接的には、そういうことになる、と思う」
「間接的？」
　分からない奴だな、と、シモンが横から口を挟んできた。
「大震災の直後だぞ。地図の作り方を教えるだの教わるだの、そんな暇なんてあるわけないだろう。何しろ、日毎に増える怪我人の山に、みんな総出で働きづめだったんだからな」
　そこまで語って、シモンはこぶしを握り締めた。「その間、俺はずっと寝ていただけだったがな」と唇を噛む。
　すかさずイレナが、シモンの後頭部を平手でペシッとはたいた。
　シモンはイレナに苦笑を返してから、再びオーリのほうを向く。
「大地震から三箇月が経った頃、あの人は、誰にも何も言わずに忽然と姿を消した。それから今まで、あの人の姿を見た者はいない。少なくとも、ここイェゼロの町では」
「ならば、この地図は……？　間接的、とさっき言ったのは何なんだ？」
　矢継ぎ早に質問を繰り出すオーリに向かって、シモンが嘆息した。
「ウネンの父親とうちの親父とは古い友人でな。そのよしみで、両親を地震で亡くしたウネンを、うちで引き取ったんだ」



　シモンはそこで言葉を切ると、ウネンを見た。
　ウネンはシモンに小さく頷いてみせると、ぴん、と背筋せすじを伸ばしてオーリを正面から見上げた。
「ヘレーさんがいなくなって、空いた部屋をぼくが使わせてもらうことになって、それで、しばらくして、寝台と壁の隙間に落ちている折本を見つけたんだ」
　その瞬間、オーリの瞳に火が入った。「もしや、その折本に」と、勢い込んで身を乗り出してくる。
　ウネンは、ゆっくりと頷いた。
「うん。そこに、測量の方法が書いてあった」
「その折本は、今、どこにある？」
「面倒事になる前に、って、ミロシュさんが燃やしちゃった」
　探し物かもしれない物を燃やされたと知ったオーリが、一体どういう反応を見せるのか。内心びくびくしながら答えたウネンだったが、当のオーリは、意外にも「そうか」と呟いただけだった。
「あの人がいなくなってすぐ、胡散臭い二人組がうちに押しかけてきたんだよ。『ヘレーはどこだ、隠すとためにならないぞ』だってさ。もしかしたら君の同業者かな？　そんなことがあったもんだから、親父が、これ以上余計なことに巻き込まれないように、と、さっさと処分してしまったんだ」
　そこでシモンは一旦息を継いだ。そうして、一言一言、言い含めるように、オーリに語りかける。
「そんなわけで、ここに『ヘレー』なる人物はもういないし、彼に関わる物も何もない」
　この話はもう終わりだ、と言わんばかりの眼差しを、油断のない目が受け止めた。二人は、しばし微動だにせず、無言で互いを見つめ続ける。
　先に視線を逸らせたのは、オーリだった。彼は、何事も無かったかのようにウネンに顔を向け、更なる問いを発した。
「その折本には、他に何が書いてあった？」
「地図のこと以外は、何も」
「それを読んだのは、あんただけなのか？」
　そうだよ、というウネンの返答にかぶせて、シモンが苛々とした様子で口を挟む。
「もういいだろう？　ヘレーさんはいなくなってしまったんだから。それともなんだ、まさか、ウネンにまで、『その知識は、本来お前が持つべきものではない』なんて言うんじゃないだろうな」
　オーリは、何も言わなかった。ただ黙って、ウネンを見つめていた。
「一体お前は何様のつもりだ」
　シモンが、憎々しげに言い放つ。
　オーリの口から、深い溜め息が漏れた。
「知識は、ちからだ。そして、不必要に大きなちからは、それだけで災厄を引き寄せる。それに……」
「アッそうだ、いいこと思いついた！」
　これまでずっと黙って聞き役に徹していたイレナが、突然オーリの語りを遮って、朗らかに両手を打った。
　唐突過ぎる発言に、話の腰を折られたオーリはもとより、ウネンやシモンも目を剥いてイレナのほうを向く。
　三人の視線を一身に集めたイレナは、少しはにかみながら、「あのさ」とオーリに向かって話しかけた。
「あんた、私と一緒にウネンの護衛しない？　三日間だけでいいから」
「どうして今、そういう話になるんだ！」
　当事者であるオーリよりも先に、シモンが苛烈に反応した。
「いや、だって、今、彼が『災厄』とか言うから……。ほら、護衛を探そう、ってことになった時、万が一の災厄に備えて、って、シモンも言ってたじゃない」
「連想遊びをしている場合じゃないんだぞ」
「遊んでなんかいないわよ。それよりも、オーリ、っていったっけ。その腰の剣、飾りじゃないんでしょ？　さっき現れた時、完全に気配を殺してたもんね。この私が接近に気がつかないとか、あんた絶対にタダ者じゃないわ」
　イレナの怒濤の勢いに、オーリはひたすら面食らったさまで絶句している。驚いた顔はできるんだ、と、ウネンは胸の内で独りごちた。
　折りよく、診療所のほうから、「いつまでサボってる気だ、シモン！」とミロシュの怒鳴り声が聞こえてきた。
「ほら、シモンの貴重な時間をこんなに使わせて、このままタダで帰れると思ってんの？　だいたい、彼らの協力がなかったら、あんた、何日もお尋ね者について町中聞き込まなければならなかったところなのよ。それが短時間で済んだんだから、お礼をしてもいいんじゃない？」
「待て。こんな胡散臭い奴に命を預けるのか？　俺は反対だ」
「あら、きちんと『ごめんなさい』が言えるんだから、上出来でしょ。仕事熱心なのも見てのとおりだし」
　驚きの表情から、あきれ顔を通り過ぎ、やがてオーリの眉間に皺が寄る。本人を目の前にしての、この勝手な言いざまだ。無理もない。
「それに、三日間だけだし」
「三日間も、だ！　三日間も、君はこんな男と一緒に……」
　話の方向性が変わってきたのを察知して、ウネンは密かに溜め息をついた。胸一杯に息を吸い込むと、痴話喧嘩の様相を呈し始めた二人を尻目に、オーリの前に立つ。
「もしも手が空いているのなら、お願いしてもいいかな。あまり多くは払えないけれど、ぼくはこのとおりチビで非力だし、イレナ一人に負担を背負わせるわけにはいかないから」
　それに、オーリといれば、また〈囁き〉が聞こえるかもしれない。
　初めてウネンが〈囁き〉を感じたのは、ヘレーと出会った時のことだった。以来、ヘレーとともにいる時に限って、その〈囁き〉はウネンの耳元をくすぐった。ヘレーがいなくなって、ヘレーを探しているという二人組が診療所の戸口に立った時も、微かな〈囁き〉が感じられた。
　そして、今、それから一度も耳にすることのなかった声ならぬ声が、三年の月日を経て、オーリの出現とともに甦ったのだ。
　ウネンは、祈るような心地でオーリを見つめた。現状において、彼は、ヘレーに通じる唯一の手掛かりだ。この〈囁き〉の謎が解けたら、もしかしたらヘレーの行方も分かるかもしれない、と。
　ウネンの命を助けてくれた、温かい手。隙を見つけては勉強を教えてくれた、優しい声。あんなに沢山のものを与えてもらったのに、ウネンは、彼にお礼の一つも満足に言えなかったのだ……。
「……わかった。三日間だな。護衛を引き受けよう」
　もはやじゃれ合っているようにしか見えないイレナとシモンに、冷ややかな視線を投げかけてから、オーリはウネンに向かって力強く頷いた。
「ヘレーのことで色々手間をとらせた代わりに、報酬は食費を含む必要経費だけでいい」
「ありがとう！」
　ウネンは、心からの感謝を述べた。
　ほんの少しだけ、オーリの口元が緩んだように見えた。
　
　実地測量に出発するのは明後日の早朝と決まった。それまでにめいめいで三日分の遠出の用意を済ませ、診療所に集合。そこであらためてそれぞれの荷物の量を調整することになった。
　柄からが小さい上に測量道具を携行せねばならないウネンは、残る二人に自分の荷物を分担してもらう必要がある。イレナはもとよりオーリも特に嫌な顔をせず、ウネンの頼みを引き受けてくれた。尤もっとも、彼の場合は単に表情に出ていないだけかもしれないが、ウネンはこの際、細かいことはあまり気にしないことにした。
　オーリは、酒場の近くに宿をとっているとのことだった。まさか二日も経たずに宿を引き払うことになるとは思わなかったな、との呟きを聞いて、ウネンは、イレナの「聞き込みが短時間で済んだお礼」という主張が、あながち間違っていなかったことを知った。
「ああそうだ、一つだけいいか」
　宿に帰ろうと踵きびすを返したオーリを、シモンが呼び止めた。
「お前にヘレーさんを探せと依頼したのは、『ノーツオルス』か？」
　それは、色んな地方の言い伝えに、しばしば登場する魔術師の名前だった。寒さに震える人々に炎を分け与えたり、大きな山を崩して深い谷を埋めたり、盗賊の町に神の雷を落としたり、嵐の到来を予言したり。可愛らしいものだと、迷子を探し出したとか、牛の出産を手伝ったなどという逸話まである、普遍的な、昔語りの要となる人物だ。
　だが――いや、やはり、と言うべきか――、その名を聞いた瞬間、オーリが目を見開いた。愕然とした表情で、身動き一つせずにシモンを見つめ返す。
「……ヘレーが、そう言っていたのか？」
「いいや」
　シモンはそこで一旦言葉を切り、それから挑戦的な眼差しをオーリに突き刺した。
「三年前に来た二人組が言っていたんだ。『もしもヘレーが戻ってきたら、伝えておけ、ノーツオルスはお前を決して許さない、と』ってね」
　オーリの表情が、険しさを増す。
　シモンの眉が、つうとひそめられた。
「ノーツオルス。九十九の姿かたちを持ち、何百年と生きる、伝説の魔術師。お伽噺の登場人物だとばかり思っていたが、お前は彼に本当に会ったというのか？」
　たっぷり一呼吸の間ののち、オーリは静かに背を向けた。
「依頼人のことを他人に明かさぬ、というのも、依頼のうちなんでな」
　オーリの広い背中が夜の闇に溶けていくのを、ウネン達は黙って見送った。
　
　
　
「はい、これ、さっき焼き上がったのよ。夕食にでも皆で食べてちょうだい」
　清々しい空気に満ちる、早朝の診療所前。出立の用意を終えたウネン達に、満面の笑みとともにパンの入った麻袋が手渡された。
「母さん、ウネン達は遊びに行くんじゃないんだから」
「だからこそ、よ。これ食べて、しっかりお仕事頑張ってきてね」
　息子とそっくりな金の髪を揺らして、ゾラがウネンを抱きしめた。次いで、イレナとも「気をつけてね」と抱擁を交わす。最後に彼女はオーリの前に来ると、じっとその碧い瞳を見つめた。
　しばしのち、ゾラは目元を緩ませると、にっこりと微笑んだ。
「よろしく頼みましたよ」
「はい」
　オーリが静かに頷いた時、診療所の扉が開ひらいて、大欠伸とともに壮年の男が表に出てきた。茶の髪はぼさぼさ、顎には無精髭、急いで着込んできたのか、ズボンの後ろ側にはシャツの裾がはみ出している。
「おじさん！　まだ寝ててくれていいのに！」
　ミロシュが昨夜も遅くまで急患の対応に追われていたことを知っていたため、ウネンはゾラ達に彼を起こさないよう頼んでいたのだ。
「『行ってらっしゃい』ぐらい言わせてくれよ」
　連発する欠伸に涙目になりながら、ミロシュはウネンの正面に立った。
「……気をつけて、行ってこい」
「行ってきます」
　それは、またここに帰ってくるための、約束の言葉。
　光り輝く朝日の中へと、ウネン達は踏み出した。
　
　
「西からってことは、チェルヴェニー領を通って来たんだよね。じゃあ、説明するまでもないことかもしれないけど、イェゼロの隣の隣の町から先がチェルヴェニーの領地で、ここバボラーク領とは昔から領主同士が仲が悪くてね、二十年前には水源の取り合いでちょっとした戦いくさもあったのよ」
　照りつける陽光をものともせず、草の生い茂る中を溌剌と歩きながら、イレナがオーリにこの辺りの情勢を大まかに説明する。
　西へ向かう街道を真っ直ぐ進んできた一行は、チェルヴェニーとの境が近づいてきたところで、街道の北に広がる領主の牧草地へと歩みを進めていた。
　整備された道とは違い各段に歩きづらい足元が、ウネンの体力を容赦なく奪い取ってゆく。頭を、頬を、首筋を、滝のような汗がつたい落ち、背負い袋と背中の間では既に服が水音を立てんばかりだ。日よけに頭にかぶった手巾の下で荒い息を繰り返しながら、ウネンは黙々と足を動かし続けた。
「幸い、双方に死人は出なかったから、それからは、まあ、なんとか表向き平和にやってるんだけど、この春に、またちょっとしたいざこざが持ちあがってね。チェルヴェニーとの境界の北の端っこに、あっちは牧草地でこっちは森、ってなってる場所があったんだけど、こっちの領主様が牧草地を広げようと森を拓いたら、向こうが、『勝手に境界を動かしただろう』って文句を言ってきたのよ」
　オーリの控えめな相槌にも慣れてきたのだろう、イレナは屈託ない様子で滔々と語り続ける。
　イレナにせよ、オーリにせよ、ウネンの倍もの荷物を背負っているにもかかわらず、まるで手ぶらで町なかを歩いているかのように、その足運びは軽い。何を食べたらこういうふうになれるんだろう、と、ウネンは羨望の眼差しを二人に向けた。
「『森と牧草地の境目が領地の境界だったはずだ、チェルヴェニー側に柵を動かしただろう』ってね。でも、幸い、柵の一部に、地面に埋まってる大きな平たい岩に穴をあけて柵を立てている場所があって、流石にこれは動かしようがないだろう、ってことで、この件はチェルヴェニーの勘違いだった、ってことになったんだけど、これを機に一度きっちりとした地図を作っておいたほうがいいんじゃないか、って、ウネンのところに依頼が来たんだよね」
　ね？　とイレナが話を振ってくるに及んで、ウネンは堪らず足を止めた。腰に下げた水袋で喉を潤し、一息つく。
「……先代が作った地図は、地図というよりも風景画に近くて、正確な土地の形が分からないらしい。ただ、どこに何があるか、どういう地形になっているか、ということは、絵だけでなく文章でも書き記されているから、正確な地図を作れば、過去の記録と照らし合わせることができる、とのことなんだ」
「照らし合わせる？」
　二歩ほど先のところに立ち止まって、同様に水袋を傾けていたオーリが、怪訝そうにウネンを見た。その、的確に要点を突いた問いを聞き、ウネンは少しだけ楽しくなる。
「うん。たぶん領主様は、チェルヴェニーが勝手に境界線を変えてるんじゃないか、と疑っているんだと思う」
　人は、往々にしておのれの基準で他人を計ってしまうもの。木々の伐採で地形が変わるや否や、チェルヴェニーが精査もせずに「柵を移動させたのでは」と文句をつけてきたのは、とりもなおさず、彼に柵を移動させた経験があるからではないだろうか。バボラークはそう考えたようだ。
「ただ、二十年前の争いで、双方ともに国王にこっぴどく叱られたらしくって、あまり大っぴらに測量をして、チェルヴェニー側を刺激したくないんだってさ。だからバボラークから護衛は出せない。でも、西の境界に何らかの決着が着いたら、そのあとは、城の人間を存分に使ってもいいから、領地全体の地図を作ってくれ、とまあ、そんなわけなんだ」
「随分身勝手な話だな」



「まったくだよ」
　目的地までの水の配分を思案しつつ、ウネンは水袋に栓をした。
「どうして、こんな依頼を受けたんだ」
「実績が欲しいんだ」
　草を揺らした一陣の風が、身体に籠もった熱をほんの僅かだが吹き払ってくれる。
　額の汗を手の甲で拭い、肩に食い込む背負い袋の位置を、よいしょ、と直してから、ウネンは再び歩き始めた。
「今までは、地図を作るっていっても、町長まちおさや近隣の大地主といった人々にしか需要がなかった。でも、今回の仕事で、その範囲はぐんと広がるはずだ。境界の不正があるにせよ無いにせよ、たぶん、そんなに間を置かずに、チェルヴェニーも自分の土地の地図を欲しがるだろう。そうやって少しずつ範囲を広げていけば、そのうちに国王陛下の耳にも届くかもしれない」
「ウネンは、世界地図を作るのが夢なんだよね」
　イレナがウネンに笑いかけてくる。
「うん。世界を回って、全てを紙の上に写しとってみたいんだ」
　ウネンの脳裏に、恩人の懐かしい顔が浮かび上がってきた。
「もし、本当に、ぼくの前に世界が開かれているのなら、それに飛び込んでいかない手はない。色んなものを見て、色んなことを知って、そうすれば――」
　そうすれば、もしかしたら、再び――
「また、ヘレーに会えるかもしれない」
　心の中をオーリに言い当てられて、ウネンは驚愕の表情で彼を見た。
「あんた達にとって、ヘレーは本当に大切な人間だったんだな」
「当ったり前じゃない！　ヘレーさんって、本っ当に凄い人だったんだから！」
　即座にイレナがオーリに噛みついた。
「隣町やそれこそチェルヴェニーからも、怪我や病気を治してもらいに沢山の人がやってきたのよ。ヨキのおばあなんて、『ヘレーさんが部屋に入ってきただけで、痛みが消え失せたわ』なんて言って、神様扱いしてたぐらいだもの。まあ、それはちょっと大袈裟かなと私も思うけど。でも、ヘレーさんに感謝している人は沢山いるわ。また町に戻ってきてくれないかな、って声も未だに聞くもの」
　イレナの話が終わっても、オーリは相槌一つ打たなかった。進行方向をじっと見つめ、黙って足を動かし続けている。請け負った仕事だから仕方がないとはいえ、これだけ人々に慕われている人間を咎人呼ばわりしなければならないというのは、あまり気が進むものではないに違いない。
　しばしの間、草をかき分ける音だけを道連れに、三人は進む。
「お礼をね、言えてないんだ」
　気がつけば、ウネンはそんなことを呟いていた。
「命を助けられた、と聞いたが」
　オーリが、静かな声で問いかけてきた。
　ウネンは、あらためて気を引き締めると、深く息を吸った。
「ぼくの家族は行商をしてて、地震が起こった日にたまたまイェゼロの町に来てたんだ。父も母も、崩れた建物の下敷きになって、ぼくだけが助かった」
　オーリが足を止めたのが分かり、ウネンもまた歩みを止めた。次いで、すぐ後ろにイレナの立ち止まる気配。
　オーリが真正面からウネンと視線を合わせてきた。すっかり見慣れた仏頂面が、ほんの微か、申し訳なさそうに歪む。
「……つらいことを聞いてしまってすまなかった」
　ちくり、とウネンの胸が痛んだ。その痛みが、ウネンの口を滑らせる。
「別に構わないよ。彼らは、ぼくにとっては、あまり良い親ではなかったから」
　オーリばかりか、イレナまでが、驚きの表情を浮かべてウネンを見た。
　ウネンはすぐに後悔した。何故、こんなことをわざわざ口にのぼしてしまったのか、おのれの迂闊さに唇を噛む。
　足元に絡みつく重い空気を、草と一緒に引きちぎって、ウネンは再び歩き始めた。
　少し遅れて、二人の足音が追いついてくる。
　照りつける日差しの中を、三人は無言で歩き続けた。
　
　
　延々と伸びる木柵が、陽炎にゆだる野原をあちらとこちらに切り分けている。
　午後になって、ウネン達一行はようやくバボラークとチェルヴェニーの境界に到達した。
　手ごろな岩陰に野営地を定めるなり、ウネンはまず測量道具を点検し始めた。背負い袋から長々と突き出ていた杖を引き抜き、その先に、方位磁針のついたこぶし大の方位盤を取りつける。この方位盤は、二つの回転軸と重おもりによって、盤面が常に水平に保たれるようになっていた。金物屋に頼んで分けてもらった真鍮の板金の切れ端を使って、ウネンが作ったものだ。
　次いで背負い袋から取り出したのは、縄の束だった。全長二十メートルの縄には、鎖をばらした鉄の輪を五十センチごとに一つずつ、ずれないようにしっかりと、かしめてある。これもウネンのお手製で、これで二地点間の距離を測るのだ。
　袋の中には、他にも、地面の勾配を測るための扇形をした錘重付きの分度器や、より正確な方位角を調べるための半円形の方位盤も入っていた。ウネンはこれらの道具が壊れていないか確認したのち、記録用の帳面と一緒に、持参した肩掛け鞄に移し替えた。
　小川に水を汲みに行っていたオーリが戻ってくる頃には、イレナの作ったかまどに火が入り、一行は湯を沸かして一息ついた。ゾラに貰ったパンを軽く火で炙り、少し遅い昼ご飯とする。ウネンの両親についての発言以来、めっきり口数が減ってしまっていた三人だったが、パンの焼ける香ばしい匂いとともに、少しずつ場の空気も元の和やかさを取り戻していった。
　夕食は残りのパンに干し肉を挟んで済ますことにして、日が沈むまでの時間は測量にあてることにした。さっさと作業を終えるに越したことはない、ということで、皆の意見が一致したのだ。
　大きな荷物は野営地に残し、ウネンは測量道具を入れた肩掛け鞄と方位盤の杖を、イレナとオーリはそれぞれの長剣を携え、境界へと向かう。
　小川の北岸を起点とし、縄の端を持ったイレナが柵に沿って北へと進んでいった。柵が曲がっている地点で足を止め、ウネンが縄をピンと張って、イレナまでの距離を測る。
　それからウネンは一旦縄から手を放し、今度は杖を地面に突き立てた。方位盤の縁ふちにつけたＶ字型の切り込みでイレナを狙い、彼女の立つ方向が、北の方角に対してどちらに何度ずれているかを計測する。
　こうやって、曲がり角に来るたびに、進んでいった距離とその方位角を逐一測定し、あとでその数値を元に地図を制作するのだ。勿論この方法では、進む距離が増えるにつれどうしても誤差が生じてくるため、要所要所で補正を行う必要がある。ウネンが基準と決めているのは、東の遠くにそびえるビエラ山だ。各地点から山頂までの方位角を調べておいて、その地点と山頂を結んだ線が、地図上で一点に重なるように調整すれば、地図の精度は格段に上がることになるだろう。
　早速測定値を記録しようと、ウネンは杖を地面に置いた。鞄から帳面を取り出したところで、オーリが事も無げに口を開く。
「記録すべきことを言ってもらえれば、俺が代わりに書きつけるが」
「字がかけるの？」
「ああ」
　ウネンは、帳面と、携帯用のインク壺とペンとをオーリに手渡した。
「えっと、じゃあ、『起点、ワク川』行を変えて『西十七、十八・三』」
　獣皮紙と違い、木を原料とした砕木紙は表面が粗く、破れ易い上にインクがよく滲む。だが、オーリは一度も紙にペン先を引っかけることもなく、流れるような筆致で紙の上にペンを滑らせた。
「こんな感じか」
「あ、うん。申し分ないです」
　イェゼロの町近辺で、用心棒や野獣退治を生業としている剣士は数人いるが、読み書きできない者が殆ほとんどだ。文字が書ける、と威張っている者でも、ここまで紙の扱いに手慣れていることはない。
「作業を分担したほうが、効率がいいだろう」
「そうだね」
　一体オーリは何者なのだろうか。心の中で首をかしげながら、ウネンは「ありがとう」と頷いた。
　
　
　日が暮れて、三人は再び野営地に戻ってきた。
　日中に遠くのほうで蠢いていた牛達の姿も消え、見渡す限り辺りに人間の気配は一切感じられない。昼間とは打って変わって心地よい風が、物寂しい音をたてて、草原の上を吹き渡っていく。
　干し肉を挟んだパンを頬張り、豆の茶で一日の疲れを呑みくだす。明日は、朝から一日、炎天下の野原を測量行だ。体力を温存するためにも、早々に就寝することにする。
　東の空に輝く赤星が、天の三分の一を進むまで、イレナが寝ずの番をすることになった。中天を超えて次の三分の一がオーリで、そこから夜明けまでがウネンの当番である。
　イレナに「おやすみ」と挨拶をして、ウネンとオーリは、毛布を友に思い思いの場所に横になった。
　
　
「……。…………、…………」
　漆黒の闇の中、誰かが何かを呟いている。
　鼓膜を微かに震わせる、低い、男の声。
　それとは別に、もう一人。いや、もう一つ？　耳の奥を通り過ぎ、脳髄を経て、胸の奥を響かせる、声なき声――〈囁き〉。
　ウネンは、石のように重い手足を必死で動かした。息苦しいほどに密度の濃い暗闇が、ウネンの周囲でのたりと波打つ。もどかしさに身悶えしながらも、泥水を掻くようにして、〈囁き〉のほうへとじりじりと進みゆく。
　と、ウネンのもとへ、頭上から幽かすかな光が差し込んできた。
　それに誘いざなわれるようにして、ウネンの意識が急浮上した。
　
　瞼をあけると、半月が視界に飛び込んできた。地平線のすこし上、椀を少し右に傾けたような片割月……、下弦の月だ。
　ウネンは、一瞬、自分がどこにいるのか解らなかった。頬を撫でるぬるい風と、鼻腔をくすぐる草の香かが、夜陰に溶けだしてしまった記憶を少しずつ寄せ集めてきてくれる。
　靄のかかる頭を振りながら、ウネンはもそりと身を起こした。
　東の空にのぼったばかりの月明かりに、草原がぼんやりと照らされている。首を巡らせば、すぐ傍らに寝息を立てるイレナが見えた。少し離れて、石積みの竈の中で揺らめく炎と、番をするオーリの背中。
　夢の続きか、低い声が微かに聞こえてきた。
　内容までは聞き取れないが、ぽつりぽつりと吐き出されるのは、間違いなくオーリの声だった。眠気を紛らわせるために、独り言でも喋っているのだろうか。ウネンがぼんやりとそんなことを考えた時、ほんの刹那、〈囁き〉が、ウネンの心の臓と共鳴した。
　間を置かずして、聞こえるか聞こえないくらいの声が、風に乗って耳元を通り過ぎた。オーリとは別な、聞いたことのない、杳々ようようたる男の声が。
「目が覚めたのか」
　オーリが、ウネンを振り返った。
　ウネンは、思わず目をしばたたかせた。
「……今、誰かと喋ってなかった？」
　おずおずと問いかけたウネンに向かって、オーリは「いいや」と首を横に振った。
　木切れが燃え崩れる音とともに、炎が揺らめく。
「夢でも見てたんじゃないのか」
　そうかもしれない、と、ウネンは思った。それどころか、もしかしたら今もまだ夢の中にいるのかもしれない、という考えすら頭をよぎる。煌々と降り注ぐ月影のせいか、目の前の情景が、酷く現実味の薄いもののように見えたからだ。
「交代の時間になったら起こしてやるから、ゆっくり休め」
　わかった、と、ウネンは素直に横になった。途端に、粘り気のある眠気が那辺から押し寄せてくる。
　目を閉じる直前、オーリの碧色の瞳が、月明かりを映して銀色に輝いたような気がした。
　
　
「東に四度、距離十メートル」
　ウネンが読み上げた数値を、オーリが淡々と帳面に記していく。杖とペンを一々持ち替えずに済む分、作業効率は当初の予定と比べて驚くほど良くなっていた。この調子だと、真っ暗になる前に、必要な範囲の測定を終えて野営地まで戻ることができそうだ。
　昼前から西風が断続的に吹き始め、いつしか空には雲がひしめき合っていた。天気の行方が少し心配ではあるが、日が翳ったお陰で気温はぐんと過ごしやすい。このままの勢いでさっさと作業を終えてしまおうと、昼ご飯に堅焼きパンをかじった以外は、三人は休憩を取らずにひたすら領地の境界を辿り続けていた。
「東に四・五度、距離二十メートル」
　イレナが、また次の地点まで、縄の端を持って軽やかに走ってゆく。水袋ばかりか長剣という重量物を腰に下げているにもかかわらず、驚きの身の軽さだ。
　ウネンは、イレナが毎日自己鍛錬を欠かさないことを知っている。今朝も、彼女は日が昇りだすよりも早く起き出してきて、剣の素振りを行っていた。そういった日々の努力の積み重ねが、あの類稀なる身体能力に繋がっているに違いない。
　そんな得難い能力の持ち主が、こうやって惜しみなく力を貸してくれているということに、ウネンは何度礼を言えばよいのか分からないほどだった。自分は、イレナをはじめとする身近な人々に、いつの日か恩を返すことができるのだろうか。ウネンは唇を噛み締めた。そもそも、誰よりも先に礼をするべきだった人物にさえ何も言えなかったこの自分に、一体何ができるのだろうか、と。
「引き続き東に四・五度、距離十八メートル」
　ウネンは、すらすらとペンを帳面に走らせるオーリを見つめた。
　まだ剣を振るったところを目にしてはいないが、その身のこなしから、彼が並々ならぬ実力の持ち主であろうことは想像に難くない。しかも彼は、読み書きができるばかりか、今回測量の記録をつけるにあたって、どうやらウネンの行っている作業の意味も理解しているようなのだ。
「東、五度。距離十メートル」
　オーリは、一体何者なのだろうか。この遠出の間に幾度となく浮かんだ疑問を、今ひとたびウネンは考えた。
〈囁き〉と呼応するようにしてウネンの目の前に現れた、ヘレーの追っ手。昨夜の出来事が夢でなければ、あの時彼は再び〈囁き〉とともにあったのだ。
　まるで誰かと話しているかのようなオーリの独り言に、風と吹き渡る見知らぬ男の声。他にも解らないことは沢山ある。だいたい、彼が探しているというヘレーに関しても、知らないことだらけなのだから。ヘレーは本当に秘伝の書とやらを盗んだのか、どこから来て、どこへ行ってしまったのか。



　そして、伝説の魔術師、ノーツオルス。三年前の追っ手がその名を言い放った時、ウネンは、一体なんの寓話かと思ったものだった。まさか、本当に「ノーツオルス」なる人物がこの世に存在するというのだろうか……。
「東二度、距離十七・五」
　イレナの立つ位置からほんの二メートルほど先に、テーブルのような平たい岩が見えた。これが、先だってチェルヴェニーに境界の不正を疑われた際に、バボラーク側の潔白を証明してくれた岩である。イレナが立っている地点で、その岩までの角度と距離を計測すれば、今回の任務は完了だ。
　ウネンが縄を手繰りながら草地を進んでいると、オーリの舌打ちが聞こえてきた。何事かと振り返れば、険しい眼差しが、柵の向こう、西の方角をじっと見据えている。
　ウネンが振り返ったことに気づいたオーリが、ぼそりと言葉を漏らした。
「面倒なことになりそうだ」
「何が？」
「まずは彼女と合流しよう」
　そう言うなり、オーリはウネンに帳面とペンを渡し、代わりに縄を手にした。手際よく縄を束ねつつ、大股でイレナのほうへと歩いてゆく。
　ウネンは慌てて小走りでオーリを追いかけた。
　イレナに近づくにつれ、彼女もまた難しい表情で西を見つめていることが分かった。オーリをひと目見るや、柵の向こうに顎をしゃくってみせる。
「四人はいるわね」
　オーリが、静かに頷いた。
「そこの丘を、こそこそと回り込んできたみたいよ。気に喰わないわ」
　イレナが注視している辺りへとウネンも目を凝らしてみるが、草の葉が風に揺れるばかりで、何の異常も見つけられない。
　と、三人が睨みつけている先、草陰から人が次々と立ち上がった。
　一人、二人、全部で四人。見たところ二十代後半から三十代といった年嵩の男達が、剣や鉈を片手にゆっくりとこちらへ近づいてくる。
「なんだよ、小娘二人って聞いていたのに、一人しかいねえし」
「ガキはともかく、野郎のほうは面倒だな」
「ま、全員片付けちまえばいい、ってことっしょ」
「分かってるな、女はすぐには殺すなよ」
　下卑た笑いを口元に貼りつけながら、男達は好き勝手に喋り続けている。
「あんた達、何者？　ていうか、何の用？」
　イレナが、声を張り上げて誰何すいかした。だが彼らはそれに答えようとはせず、逆にウネン達に問いかけてくる。
「お前ら、イェゼロの地図屋だな？」
「だったら、何だっていうのよ」
　男達は、にやにやと笑ったまま、なおも歩を進めてきた。柵の前でようやく足を止め、舐めるようにウネン達を――主にイレナを――ねめつける。
「チェルヴェニーの手の者か。ハローの町で見たな」
　オーリが淡々と口を開いた。ハローの町とは、イェゼロの隣の隣、チェルヴェニー領に入ってすぐの町のことだ。
「それ本当？」
「人の顔を覚えるのは、不得手ではない」
　イレナの問いに事も無げに答えてから、オーリは男達を順に見回した。
「バボラークに地図を作られると困る人間が、チェルヴェニーにいる、ということだな」
「ご名答！」
　濁声とともに、鉈が木柵を粉砕する。
　間髪を入れず、オーリがウネンの手を引いた。柵から十メートルほど下がったところに見える、幌馬車ほどの大きさの岩のもとへと、草を蹴散らしながら走る。
「岩に背をつけて、じっとしていろ」
　勢いをつけてウネンを岩のほうへ押し出し、オーリ自身は大岩の少し手前で柵を振り返った。少し遅れて、イレナもその左横に立つ。
　柵を破った男達が、ゆっくりとバボラーク領へと侵入してきた。
　イレナとオーリが、同時に剣を抜く。
　三人がオーリの前に、残る一人がイレナの前に陣取った。
「剣なんか構えて、勇ましいねえ、お姉ちゃん」
　どうやったらこんなに下品な声が出せるのか。あまりの気持ち悪さに、ウネンはうなじの毛が逆立つ思いだった。イレナの健闘を全力で祈りつつ、ウネンも、方位盤を外した杖を身体の前に構える。非力で貧弱な自分ではあるが、ただ何もせずに俎板の上に横たわるのは性に合わない。
「おやおや、お姉ちゃんってば、手が震えてるんじゃないかい？　怖いんなら無理すんなよ。俺が悪いようにはしてやらないからさ」
　舌なめずりが聞こえてきそうな声音に、他の男達のせせら笑いが加わる。人数の有利に酔っているのだろう、身体をゆすりながら、手に持った得物をこれ見よがしに見せびらかす。
　対して、オーリの背中も、イレナの背中も、僅かたりとも揺るがない。
「そうね、怖いわ」
　自信に満ち溢れた声が、イレナから発せられた。「これで、初めて人を殺すことになるのかもしれない、と思うと、ね」
「なんだって？」
　素っ頓狂な男の声を吹き飛ばす気迫で、イレナが高らかに名乗りを上げた。
「私は、イェゼロ自警団の団長ヴォイチェフが長子、イレナ！　命が惜しくなければ、かかってきなさい！」
「て、てめえ……！」
　イレナと対峙していた男が、顔を真っ赤にして吠えた。剣を顔の高さに構え、切っ先を真っ直ぐイレナに向け、雄牛のごとくイレナに真っ直ぐ突っ込んでくる。
　イレナは即座に右足を前に踏み出した。迫りくる突きを突きでいなすや、剣をひねり、刃やいばで相手の刃やいばを巻くようにして抑え込む。
　男の表情が変わった。血の気の引いた顔で、力任せに刀身を跳ね上げて、イレナの刃やいばを振り払う。
　男が再度突きを繰り出すと同時に、イレナの剣が男の刃やいばを潜り抜けた。鍔に近い部分で男の攻撃を防御し、その勢いのまま切っ先を閃かす。
　男が、悲鳴を上げて剣を取り落とした。押さえた右肩から、見る見る鮮血が滲み出してくる。
　オーリの前にいた三人のうち、一番イレナに近い男が、怒りに顔を歪ませて叫んだ。
「貴様ぁ！」
「次は誰！」
　男達の注意がイレナに向いた隙を逃さず、オーリが動いた。目の前、真ん中に位置する男に向かって間合いを詰め、剣を上段から振り下ろす。
　だが、敵もさるもの、すんでのところでオーリの刃やいばを剣身で受け止め、膠着状態へと持ち込んだ、と、思うまもなく、息もつかせぬ動きでオーリが剣をひねり、横ざまから刃やいばをかぶせるようにして、男の剣をかわす。
　銀色の一閃が、男の手首を切り裂いた。痛みに呻く男を捨て置き、今度は向かって右隣の男に、返す刀で切りかかる。
　男がオーリの剣を左体側たいそくへ受け流した。しかし、オーリはそこから手首を返して刃やいばを巻き、逆に男の剣を下方へと滑り落とす。流れるような動きで相手の懐に踏み込み、剣の柄つか頭で男の顔面を強く打つ。
　豚の鳴き声にそっくりな悲鳴を上げ、男がよろめいた。オーリはすかさずその背後にまわり込むと、剣を男の首にかけた。
　オーリが仕掛けてからここまで、僅か十秒。
　イレナが目を丸くして口笛を吹いた。
「この件から手を引け。ならば、命までは取らない」
　刃やいばを首に押しつけられた男が、鼻血にまみれた唇を震わせながら、残る一人に懇願する。
「なあ……諦めて帰ろうぜ……こいつら強ぇよ、かないっこない……」
「馬鹿野郎、手ぶらで帰ったら、お館様に何を言われるか」
　死にたくねえよぉと叫ぶ鼻血男を無視して、最後の一人が懐から呼子を取り出した。大きく息を吸って、高らかに笛を鳴らす。
　柵の向こう、丘の陰から、更なる人影が姿を現した。全部で七人。
　イレナとオーリが緊張するのが、ウネンにも分かった。
「どうやらオレ達の出番らしいな」
　一番先頭を歩いていた大男が、実に楽しげに目を細める。
「ボク達〈双頭のグリフォン〉にかかれば、こんな奴ら、瞬殺さ」
　その隣で、外套のフードを目深にかぶった男が、得意げに喉の奥で笑った。
　緊迫した状況にもかかわらず、ウネンはつい心の中で溜め息をついていた。〈双頭のグリフォン〉という二人組について、大仰な二つ名をつけられてしまってさぞや困惑していることだろう、と同情していたのだが、まさか彼らが自ら進んでそう名乗りあげているとは思ってもみなかった、と。
　剣士のほうのグリフォンが、オーリの前へと進み来る。オーリは、鼻血男の手から剣をもぎ取るとウネンのほうへ放り投げ、それから男を解放してやった。
　腰が抜けてしまっているのだろう、四つん這いで仲間のところへ戻ろうとする鼻血男を、剣士グリフォンがすれ違いざまに蹴りあげた。うめき声を上げ、腹を抱えてうずくまる男に、「足を引っ張んじゃねえよ」と唾を吐き捨てる。
「……仲間じゃないのか」
　オーリの気配が、凄まじいまでに殺気立った。
「オレは雇われているだけだからな」
　さて、殺やろうか。剣士グリフォンは、そう言って右の口の端はを吊り上げた。切っ先を真上に、顔の横に剣を構える。
　オーリも同じ構えをとった。
　両者は、しばし微動だにせず、互いの隙を窺うようにして対峙した。
　風が、草の海を一斉に波打たせる。
　次の瞬間、二人が同時に剣を打ち込んだ。金属同士がぶつかる甲高い音とともに、二人の剣が膠着する。互いに互いの刃を牽制し合いつつ、引いては押し、押しては引いて、突破口を探り合う。
　先手を取ったのは、グリフォンのほうだった。力任せにオーリの剣を地面ぎりぎりのところまで押し下げてから、いち早くオーリの喉元に突きをくらわそうとする。
　即座にオーリの剣が、グリフォンのそれに追いすがった。そのままの勢いで剣を巻き上げ、グリフォンの攻撃を押さえ込む。刃やいば同士が強く擦れる音が響き渡り、オーリの剣先がグリフォンの胸を突き通す――。
　だが、それよりも一瞬早く、上背のあるグリフォンが更に上方へと剣をひねった。攻撃を避けるべくオーリが咄嗟に左方へ剣を押し込もうとするが、僅差でグリフォンの刃やいばがオーリの剣を押し戻す。
　突きに転じたオーリの剣を、グリフォンの剣が巻き越えた。同時に大きく一歩を踏み出しながら、オーリの攻撃を左体側たいそくへと流す。そうしてグリフォンは、左手を剣から離すや、オーリの剣はおろか、柄を握るオーリの手をも左腋に抱え込んだ。
　オーリは、咄嗟に左手を振り開いた。だが、体勢を立て直すには至らず、右手を剣とともにグリフォンにがっちりと固められてしまう。
　絶体絶命のオーリに向かって、グリフォンが、歓喜の笑みを浮かべて剣を振りあげた！
　オーリは顔色一つ変えず、右腕を引き抜こうともせず、むしろグリフォンへと更に身を寄せた。右腕をより深く相手腋へ押し込み、手首を背中側へと抜けさせる。
　慌ててグリフォンが、腋に力を込めた。オーリの手首をひねるようにして、力の限り締めあげ、剣を取り落とさせようとする。
　オーリの眉間に深い皺が寄った。痛みをこらえるように歯を食いしばり、切っ先を上に、剣を起こす。その刃やいばを、オーリは、グリフォンの肩越しに左手でむんずと掴まえた。右足を軸に転身し、胸元に迫るグリフォンの切っ先を紙一重でかわすと同時に、剣身を握った左手で、グリフォンの肩を思いっきり下方へ押さえつける。
　オーリが、グリフォンの肘ごと、抱え込まれた右手を背中側に引き抜いた。
　グリフォンの肩口から、何か固いものが砕ける嫌な音が響く。
「ぐあぁぁぁぁ！　肩が！　肩があぁぁ！」
　薄ら笑いを浮かべて戦いを見つめていた、魔術師のほうのグリフォンの顔から笑みが消えた。激しく狼狽しながら、一歩後ずさる。
「先生、魔術でやってしまってください！」
　無頼漢の求めに、魔術師グリフォンは首を小刻みに横に振った。
「あいつが術の巻き添えになってしまう」
「そんなぁ！」
「考えてもみろ、あっちは二人、こっちは七人だ。どんな手練れだろうと、一気に全員でかかれば負けるはずがない。皆で嬲り殺しにしてやろう！　血は血で贖あがなうのだ！」
　グリフォンが背後に居並ぶ無頼漢を振り返り、焚きつける。その拍子に彼のフードが脱げ、艶つややかな黒髪が現れた。
　あれ？　と、ウネンは首をかしげた。魔術師というものを噂でしか知らないウネンだったが、このグリフォンの外見は、噂に聞くものとは違っているように思えたからだ。
　困惑するウネンをよそに、剣を握った男達が三人ずつに分かれてオーリとイレナに突進してきた。
　さしもの二人も、同時に三人を相手にするのは無謀というものだ。少しでも死角を減らすべく、どちらからともなく背中合わせの体勢をとる。
　膠着状態に陥った六人と二人を尻目に、魔術師グリフォンが短剣を抜いてウネンに近寄ってきた。
　ウネン、逃げて！　と、イレナが悲痛な声で叫ぶ。
　オーリが舌打ちをした、まさにその時、突然巻き起こった一陣の風が、物凄い勢いで二人の周囲に渦を作った。取り囲んでいた六人が、口々に悲鳴を上げて剣を取り落とす。全員の手の甲には、まるで刃物で切られたかのような傷がぱっくりと口をあけ、そこから鮮血が滴り落ちていた。
　その刹那、ウネンは、また濃密な木々の香りを周囲に感じていた。耳を澄ますまでもなく、微かな声が鼓膜を震わせる。
　――……を守りしもの……、……を滅ぼさんもの……
　息苦しさを感じ、ウネンは思わず身体を折り曲げた。どこからともなく怒濤のように押し寄せてくるのは、途方も無く深い後悔と、これで良かったのだという満足感。二つの相反する感情に、四肢が引きちぎられそうになる。
「遅いぞ」
　どこか楽しげなオーリの声を聞き、ウネンは顔を上げた。森の気配はいつの間にか消え、身体を苛さいなむ苦しみもすっかり引いてしまっている。今のは一体何だったのか、ウネンが思い悩む間もなく、今まで誰もいなかったはずの方向から、やけに得意げな声が聞こえてきた。
「主役は遅れて登場するものだと決まってるでしょ」
　ああこれは、昨夜聞いた、風の声。
　声のしたほうを振り向けば、草原の中に一人の青年が佇んでいた。高くも低くもない背の丈に、男性にしては少し華奢な体格をしたその人物は、まったき黒髪をしていた。俗に「魔術師の黒」と謂われる、一切の光を映さない漆黒の髪を。
　青年は、光沢のない影のような髪を風に巻き上げながら、手に持った木札を身体の前に突き出した。



　途端に火焔が渦を巻いて、グリフォンの片割れに襲いかかる。
　同時に、ウネンの耳の奥でまた〈囁き〉が乱舞した。声の主の性別も、年嵩も、本当に声なのかすら分からない〈囁き〉が。ただ、なにものかの存在だけを感じさせる、〈波動〉が。
「ま、まさか、お前達が、本物の〈双頭のグリフォン〉なのか！」
　偽魔術師が、身体についた炎を消そうと地面を転がって絶叫する。
「その小っ恥ずかしい二つ名、やめてもらっていいですか」
　本物の魔術師が、大きな溜め息とともに肩を落とした。
　
　
　
「僕の名は、モウル。連れのオーリがお世話になってます」
　総勢十一名の暴漢達を皆で残らず縄で縛りあげてから、魔術師があらためて名を名乗った。朗らかに笑って、ウネンやイレナと握手を交わす。
「連れと言うのなら、もっと早くやってこい」
　不機嫌さを隠そうともしないオーリに、モウルはひらひらと右手を振った。
「いいじゃん、間に合ったんだから。それよか……ああ、来た来た、そろそろだと思ってたんだ」
　右手で目陰まかげを作って、モウルが東を望む。
　つられてウネン達もそちらを向けば、遠くから数頭の馬がやってくるのが見えた。
「なんだか大変そうなことになってるのが見えたから、城のほうへ風で声を送っておいたんだよ。波風を立たせたくないって言っても、流石にこれだけの狼藉は放っておけないでしょ」
　果たして、モウルの言ったとおり、やってきたのは城仕えの者達だった。ここまでの大ごととは思っていなかったのだろう、暴漢達を乗せる馬車を呼びに、一人が慌てて城へと取って返す。
　ウネン達も、詳しい話をするために、彼らとともに領主の城へと向かうことになった。野営地に置いてきた荷物は、オーリが馬を借りて拾いに行ってくれるという。そのことを城の人間から聞いたウネンは、オーリに礼を言おうと、馬達が繋がれている大岩へと向かった。
　大岩の手前で、ふとウネンは足を止めた。初めてオーリと会った時の、あの厳しい声が聞こえてきたからだ。
「子供が一人いたらしい。震災で亡くなったそうだが」
　ヘレーさんのことだ、と、ウネンは息を呑んだ。
「奴が住んでいたという小屋の裏に、小さな墓を確認した」
「なるほど、それで、尻尾を出す羽目になったってわけね」
　モウルの声も、相変わらず飄々としているが、時折ぞっとするほど冷たい風が底のほうから染み出してくるようだ。
「ひとところで怪しげな技をふりまけば、追っ手の耳に入らないわけはない。なのに彼はギリギリまでここに留とどまり続けた。彼を引き止めた何かがイェゼロの町にあったのではないか、という、君の想像は当たっていたってわけだ」
　お見事、とふざけてみせる声音を、オーリの刃物のような声が受け止める。
「最終的に、また全てを捨てて逃げてしまったわけだがな」
　一呼吸の間ののち、モウルが静かに答えた。
「でも、僕は、そうは思わないな」
　夏だと言うのに、足元から冷気が這いあがってくるような気がして、ウネンはその場に立ち尽くしたまま、ぞくりと背筋せすじを震わせた。
　
　
　






第二章　　王都へ




　
「ありがとうございました」
　羊皮紙の束の入った大きな鞄を手に、ウネンは礼を言って工房を出た。
「いやいや、こちらこそこれからもよろしく頼むよ。カォメニの紙のお陰で、先行きが不安でね。あんたンとこがこうやってウチを使ってくれるお陰で、なんとか生きながらえてるって感じでね」
　戸口まで見送りに出てくれた羊皮紙職人のセナが、大きな溜め息を吐き出す。ウネンは、勤め先の写本工房の使いで、注文した羊皮紙を受け取りに来ていたのだ。
「耐久性や見栄えを考えたら、羊皮紙しかないだろう、って親方が言ってました」
「ま、そこらの砕木紙と比べたらそうだろうけどさ。でも、カォメニは国全体で紙の製造に力を注いでいるっていうじゃないか。質もそこまで悪くないし、これで値段が安くなったら、俺達は店を畳むしかねえわ」
　イェゼロが属するチェルナ王国の、東南にあるカォメニ王国は、製紙業が盛んな国だ。この地方に自生する幾つかの種類の木がどうやら紙の原料に非常に適しているらしく、カォメニ紙の登場は「上質な獣皮紙、粗悪な草木紙」というそれまでの印象を一新するものであった。チェルナはカォメニ紙を輸入に頼っているが、もしもこの紙と同等のものを国内で生産できるようになれば、セナの言うとおり羊皮紙職人の多くが苦境に立たされることになるだろう。尤もっとも、紙の原料についての詳細ならびにその持ち出しは、国家機密としてカォメニ王国によって厳重に管理されており、そう簡単に他国に真似できるものではなかったのだが。
　セナのぼやき声に見送られながら、ウネンは帰途についた。町の目抜き通りを、大きな鞄の底を地面で擦らないよう、えっちらおっちら慎重に進んでいく。
「お持ちしましょう、お嬢さん」
　馬鹿丁寧な言葉とともに、ウネンの手から、ひょい、と鞄が取り上げられた。驚いて振り返れば、人懐っこい碧眼と漆黒の髪が出迎える。先週の測量行にて、七人もの暴漢を一人で行動不能にさせた、魔術師のモウルだ。
「鞄が歩いてるみたいで、見ていられなくってさ。これ、仕事場まで運べばいいの？」
　鞄が歩いている、との一言に、申し訳ないという気持ちを吹き飛ばされ、ウネンは遠慮なく「ありがとう」と鞄をモウルに任せることにした。
「どういたしまして。それよりも、何か僕にもできる仕事ってないかな？　何しろ、尋ね人の手掛かりが途切れちゃったから、しばらくどこへも動けなくてね。でも、じっとしてるにも宿代はかかるし、そもそも暇で死にそうだし、困ってるんだよ」
　あまり困ってなさそうな口調で、モウルが滔々と語る。必要なことしか喋らなかったオーリとは大違いだ。
「仕事、沢山あるんじゃないの？　〈双頭のグリフォン〉に仕事を取られたって、ぼやいている人がいたよ」
「その二つ名はヤメテ」
　誰だよこんな恥ずかしい綽名つけたのは、と、モウルが盛大な溜め息をつく。
「荷馬車を襲った夜盗を一瞬にしてこの世から消し去ったって聞いたけど」
「へー、そりゃー凄いなあ。どんな神に仕えたらそんなわざが使えるようになるのか、僕のほうこそ教えてほしいよ」
　実際の出来事がどのようなもので、どういうふうに尾ひれがつけばこんな噂になるのか訊いてみたい気もしたが、先ずはそれよりも気になった言葉について、ウネンは質問することにした。
「神様によって、わざが決まる？」
「そうさ。神様にも得意不得意があるからね。我が神が司るのは、風」
　そう言ってモウルが人差し指を軽く振った。その動きに誘いざなわれるようにして、そよ風がウネンの髪を揺らす。
　同時にウネンの中で微かに響く、あの、声ともつかない、〈囁き〉。
「火焔を放てたのは、炎の呪符を使っていたからなんだ。余所の神様のお力をちょっと拝借していた、ってわけ」
　この〈囁き〉は、魔術に関係があるのだろうか。しかし、三年前までは、〈囁き〉を感じた時に誰かが魔術を使っていたようなことは一度としてなかったはずだ。ウネンは黙ってモウルのあとを歩きながら、過去の記憶を索あなぐり続ける。
「そういえば」と、屈託のない声がウネンの物思いを容赦なく突き破った。
「例の地図って、もう出来上がったの？」
　例の、というのは、測量中にチェルヴェニー側に襲撃された、あの西の境界線の地図のことに違いない。ウネンは「あともう少し」と言葉を返した。
　先週の襲撃のあと、ウネン達は暴漢達とは別の馬車でバボラークの城に連れていかれ、領主に直接、事の顛末を報告させられた。全員の発言は書記によって事細かに記録され、チェルヴェニーとの話し合いに使用されるとのことだった。状況によっては解決を王の裁きにゆだねることになるかもしれず、その際はウネン達も王都で直接証言することになるらしい。チェルヴェニーがごねた場合に備えて、境界の地図はしっかりと完成させてくれ、と、ウネンはあらためて領主に依頼されたのだった。
　後ろ盾も何も無い十五の小娘が、領主に直に頼まれ事をされるなど、普通ではあり得ないことだろう。その時のことを思い出すたびにウネンは高揚した。そして、自分に機会を与えてくれた全てのものに感謝した。
「それにしても、どうして君は地図を作るようになったんだい？」
　今まさに思いを巡らせていたことを問われて、ウネンは至極自然に口を開いた。
「一年前に、ミロシュさんが、兄弟喧嘩の仲裁を頼まれたことがあったんだ。なんでも、お父さんが亡くなられて、兄弟で土地を分けることにしたんだけど、農地の広さの認識が兄弟間で全然違ってしまってるらしくってね。話し合いすらできない、ってミロシュさんが困ってたから、先ずは正確な地図を作ってみたらどうか、って、ぼくが提案したんだ」
　手詰まりだったミロシュは、すぐにウネンに地図を作ってみるよう言い、ウネンはなんとか在り合わせの道具を使って、兄弟の家の土地の測量を行った。
　出来上がった地図は、最初は懐疑的な眼差しに迎えられた。だが、「信用できない」と言って兄のほうが精霊使いを引っ張ってきたことによって、地図の評価は百八十度ひっくり返ることになる。
　イェゼロの町に住む、ただ一人の精霊使いは、鳥を使役することができた。「鷹の眼」で空から兄弟の土地を「視た」精霊使いは、感嘆の叫びとともに、ウネンの作った地図が「そのまんま」だと高らかに言った。「わしのは『鷹の眼』だが、チビちゃんのは定めし『雀の眼』だな」とも。
　それでもまだ納得のできない兄が、土地を端から端までくまなく歩測したことによって、ウネンの地図の評判は確かなものとなった。そして、それ以来ウネンの元には、地図制作の依頼が時々舞い込むようになったのだ。
「それにしてもさ、測量の方法が帳面に書いてあったとして、独学でそれを自分のものにできたっていうのが、凄いよね」
　ウネンの話を聞き終えるなり、モウルがウネンに笑いかけてきた。
「読み書きだけでなく算術もできるんだね。本当に君って凄いな」
　モウルの目が、すうっと細められる。
　ウネンの心臓が跳ね上がった。落ち着け、落ち着け、と、心の中で繰り返し、ウネンはゆっくりと息を吸う。
「大きくなったらしっかり稼げ、って、父が取引相手から貰った本をくれたから、それで勉強した」
「行商をしていたという親父さんが？」
「うん」
　なるほどね、と、一応は納得した様子でモウルが頷く。しかし。
「ミロシュさんも、凄いなあ」
　モウルは、またも空々しい笑顔を浮かべた。
「だってさ、正確な地図を作るなんて難しい仕事を、君みたいな子供に頼んじゃうんだもんね。なかなかできることじゃないよ。人を見る確かな目があってこそだよね」
　ここでようやくウネンは気がついた。先刻からのとりとめもないモウルとの会話は全て、モウルによって「語らされていた」のだということに。
　ウネンの背中を、一筋の汗がつたい落ちる。
「子供じゃないよ。もう十五だ」
「一年前なら、十四でしょ」
「大して変わらない」
「そうかなあ。僕が十四の時って、笑っちゃうぐらいコドモだったけど」
　モウルは、続けて「今、僕は二十三で、オーリは二十二ね」と、訊かれてもいない自己紹介を付け加える。
　ウネンは、これ見よがしに溜め息をついてみせた。
「測量方法が書いてあった折本が、ヘレーさんのものじゃなければ、ミロシュさんも地図を作るなんて考えもしなかったと思う。そして、それを読んだことがあったのが、たまたまぼくしかいなかった、というだけのことだ」
「へえ。随分と信頼されていたんだねえ、ヘレーって人は。っと、あそこだよね、目的地」
　椅子に座って本を読む黒づくめの女性の看板を、モウルが指し示した。プラジャン写本工房、ウネンの勤め先だ。
「やっぱり『書庫の魔女』の看板なんだね」
「書物の守り神だからね」
　風や水、炎に土、大きな森から一本の草まで、この世には八百万やおよろずの神が存在すると謂われている。書物の神もそのうちの一柱で、昔語りなどでは、黒衣黒髪の女性として描えがかれてきた。『書の神』ではなく『書庫の魔女』と称されるのは、そういった昔話の影響であろう。この看板を見るたびに、ウネンは自分が女に生まれたことを、ほんの少しだけ誇らしく思えるのだった。
「鞄、持ってくれてありがとう」
　礼を言って、ウネンは羊皮紙の入った大鞄を受け取った。
　またね、と手を振って踵きびすを返したモウルが、しかしまたすぐにウネンを振り返る。
「ああ、そうそう、君の腕前を見込んで、僕も地図制作を依頼したいんだけど、いいかな？」
　地図作りの実績が欲しいウネンにとって、これは本来ならば、一も二もなく飛びつきたい話のはずだった。だが、モウルの、一見爽やかな笑顔の奥を見通すことができずに、ウネンは返事を躊躇する。
「ここからちょっと距離があるんだけど……。でも、世界地図を作る手始めに、どう？」
　そんなウネンの様子を一向に気にしたふうもなく、モウルは話し続けた。
「ロゲン、っていう荘園なんだけど。ここから北西の方角にある。大山脈の麓、大樹海の近くの」
　ロゲン。
　ウネンはその町を知っている。
　口の中に溢れてきた唾をモウルに悟られぬように呑みくだし、ウネンは静かに口を開いた。
「無理だよ。そんな遠くには行けない」
「おや、随分と諦めが早い。世界地図作りたいんでしょ？」
　この男は、一体何をどこまで知っているのか。鞄の持ち手が、ウネンの手汗で湿っていくのが分かる。
「謝礼、弾むよー。僕らが護衛すれば、人件費も要らないしー」
「親方が待ってるから、もう行かないと」
　無理矢理会話を打ち切って、ウネンは工房の扉をくぐった。
　背後を振り返る勇気など、どこにもなかった。
　
　　　　*　*　*
　
「お前なんて、産まなきゃよかった」
　溜め息とともに繰り言が吐き出される。
「男の子ならね、まだ、甲斐はあったってものだったのに」
　呪いの言葉のように、毎日、毎日。昨日も、今日も。たぶん明日も。
　でもこれは、雨が降るのと同じようなこと。風が吹くのと同じようなこと。また温かい日が差す時を待つまでのこと。
　ああ、おなかすいたなあ。ぼくはすきっ腹を抱えて路傍にうずくまる。
「まったく、あんたの母ちゃんはどうしようもないね」
　畑向こうのおばさんが、肩をいからせて、怖い目を小屋のほうに向けた。
　そんなことないよ。母さんは優しいよ。ただ、ぼくがどんくさくて何もできないから、怒るだけなんだ。
「父ちゃんもだよ。行商人だって？　ずーっと家族放ったらかして、何やってんだろうね。ほら、これお食べ。このまんまじゃあんた、死んじまうよ」
　おばさんに小さな干し芋を手渡された時、辺りに金切声が響き渡った。
「ちょっと！　うちの子に何を余計なことしてるのよ！」
「余計なこと？　あんたがこの子を放ったらかしにしてるのが悪いんだろ！　見てごらんよ、もうすぐ五つだってのに、可哀そうに、こんなに小さくて！　手足なんてまるで棒っきれじゃないか！」
「そんなこと言って、わたしから可愛いこの子を取り上げようと考えてるんでしょう！」
　その瞬間、ぼくの胸はお日さまのように温かくなった。ほら、母さんは、本当はぼくのことが好きなんだよ。
　母さんは、おばさんを追い返して、ぼくを小屋のほうへ引っ張っていく。
「まったく、油断も隙もないわね。そんな干し芋なんて捨てておしまいなさい」
　ぼくの喉がごくりと鳴るのを聞いて、母さんが目を剥いた。
「なによ、母さんよりも、余所のおばさんのほうがいいっていうの？」
　慌てて干し芋を放り投げたぼくに、母さんが優しく笑いかけてくれた。
「そうそう。そんなゴミみたいな芋じゃなくて、そのうちにすごいご馳走を、お腹いっぱい食べさせてあげるからね」
　ああ、おなかすいたなあ……。
　
　　　　*　*　*
　
　肉の焼けるいい匂いで、ウネンは勢いよく目を覚ました。一斉に合唱を始める腹の虫と、何よりも「寝過ごした」という焦りとが、一気に目を覚まさせてくれる。
　身支度も早々に、ウネンは階段を駆けおり台所に飛び込んだ。竈の前に立つ背中に、「ごめんなさい！」と頭を下げる。
「いいの、いいの。この間の地図、仕上げてしまうって言ってたもんね。晩遅くまでお疲れさん」
　ゾラがにっこりと振り返った。その手元では、薄切り肉が人参とともに炒められている。傍らには、スープの入った大鍋に、焼き上がったパンの籠。どうやらウネンが手伝う余地は無くなってしまったようだ。
「水汲みは……終わってるよね。そうだ、馬の飼いつけ（餌やり）を」
「それも大丈夫よー」
　歌うような節回しで、ゾラが答える。普段も朗らかな「診療所のお母さん」だが、今朝は特に機嫌が良いようだ。
「それよりも、ねえ、見て、ウネン。立派な鹿肉でしょ？　美味しそうでしょ？」
「あ、うん」



　それよりも、と言われても、そう簡単に自分の失態を割り切ることはできない。ミロシュの家に引き取られてから三年、ウネンは、片足を失ったシモンの代わりにゾラの手伝いをすることが、自分の使命だと思っている。外に働きに出るようになったところで、筆写師見・習・い・の賃金など、まさに雀の涙だ。ウネンは、ミロシュ達の負担にだけはなりたくなかったのだ。
　ウネンは唇を噛んだ。今までも夜更かしをしたことは何度もあったが、こんなふうに翌朝に障ることなんて一度としてなかったのに、と。
　原因は、分かっている。全てはあの忌々しい悪夢のせい。そして――
「あの胡散臭い魔術師のせいだ」
「それって僕のこと？」
　食卓のほうから、まさかの元凶の声が飛んできて、ウネンは弾かれたように背後を振り返った。驚きのあまり言うべきことが見つからず、あくあくと口を動かして、食卓の長椅子に座るモウルを指差す。
　折しも勝手口の扉が開ひらき、オーリが中へ入ってきた。「飼いつけ、終わりました」と短くゾラに報告する。
「朝早くに、鹿を一頭差し入れしてくださってね。ご近所さんにもお分けしたのよ。せっかくだから一緒に朝ご飯食べよう、って言ったら、色々と手伝ってくださって」
　楽させてもらっちゃったわー、と、はなうた混じりでゾラがフライパンを竈の天板から上げた。
　ウネンは、オーリの前にいくと、正面から彼を見上げた。
「ありがとうございます」
「いえいえ、どういたしまして」
　オーリが口を開くよりも早く、モウルのほうから返答があった。
「そちらさんは、何も仕事をしてないように見えるんだけど」
　自分のことは棚に上げることにして、ウネンはモウルに冷ややかな目を向けた。
　オーリも、むっとした表情もあらわに、横目でモウルをねめつける。
「そもそも、鹿を仕留めたのも解体したのも俺だしな」
「運ぶの手伝ったでしょ」
「それだけだな」
　それだけで、涼しげな顔をして食卓でふんぞり返っているのか。そうウネンが眉を上げる横で、ゾラが食器棚から皿を出し始めた。
　慌ててウネンも、配膳を手伝うべく台所へ向かう。
「モウルさんには、食事の準備中、面白い話を沢山聞かせてもらっちゃったから、それでいいのよ。いっぱいお喋りできて、楽しかったわー」
「こちらこそ、楽しいひとときをありがとうございました」
　どこからどう見ても礼儀正しい好青年、といった風情で、モウルがゾラと言葉を交わしている。
　そう言えば、昨日お使いから帰った時も、モウルが鞄を運んでくれたことを見ていた親方が、彼のことを「親切ないい若者だな」などと評していた。ウネンは心の中で、騙されてるよ親方、と叫んだものだったが、今もまた、ゾラに対して同じことを言いたくてたまらなくなった。単なる悪口と受け取られてしまったら困るから、実際に口にはしないけれども。
　ウネンは、自制心を総動員させながら、スープの鍋を食卓に置いた。食器棚から人数分のボウルを出してきて、スープをよそう。
「先日は、こいつのせいで迷惑をかけた」
　オーリが、少し申し訳なさそうにウネンに話しかけてきた。
「こいつが遅れてこなければ、依頼人のあんたを危険な目に遭わせるようなことはなかった」
「ハローの町で君が余計な仕事を引き受けたのが悪いんでしょ」
　即座にモウルが異議を申し立てる。
「あれぐらいでぶっ倒れるお前が悪い」
「魔術って、凄ーく消耗するんだよ。ていうか、僕が遅れたんじゃなくて、君が勝手に先に行ったんじゃないか。寝込む相棒を放ったらかしとか、酷いんじゃない？」
　放ったらかし、という単語に、ウネンの背筋せすじが反射的に震える。今朝がた見た悪夢が脳裏に浮かび上がってきて、ウネンは思わず頭を振った。
　その間もオーリの追及は続いている。モウルに対して余程鬱憤が溜まっていたのか、彼にしては珍しい饒舌ぶりだ。
「寝込む？　随分楽しそうだったがな」
「だって、あの……ええと、宿屋の娘さんが……」
「エマ」
「そう、エマさんが看病させてくれって言うから」
　名前ぐらい覚えてあげなよ、と、ウネンは内心で溜め息をつく。
「語らいを邪魔するな、と言ったのは誰だ」
「だからって、置いて行くことないじゃないか」
「あらあら、モウルさんはモテるのねえ」
　ころころと楽しそうにゾラが笑った、その時。家の表、診療所のほうから、扉を叩く音が聞こえてきた。
　
　
「朝早くからすみません。私はスィセル、こちらがトゥレク。ともに、チェルナ国王クリーナク様に仕えている者です。このたびは、我が主あるじより、ウネン様への書状を預かってまいりました」
　診察室の椅子に座るのは、二人の青年。褐色の髪の、やや線の細いほうが王の近侍スィセルで、いかつい体躯の四角い顔が、近衛兵のトゥレクとのことだった。
　二人の向かいの長椅子には、まだ若干髪に寝癖が残っているミロシュと、ウネンが座っていた。その後ろにシモンとゾラが立ち、一番奥の壁際には、何故かオーリとモウルの姿まである。
「なんて書いてあるんだ、ウネン」
　そわそわと問いかけるシモンの声を受けて、ウネンは国王の手紙から顔を上げた。
「ざっくり言うと、城に来てくれ、って」
「ざっくりし過ぎだろう、もう少し詳しく頼む。いや、私にも読ませてくれ」
　息子同様、落ち着かない様子で、ミロシュがウネンから羊皮紙を受け取った。ふむふむ、そうか、と頷いてから、後ろに立つ皆に聞かせるべく身体をひねる。
「先日のチェルヴェニーとのいざこざの話ではなく、地図の話を聞きたいんだそうだ」
　バボラークとチェルヴェニーの境界争いについては、どうやら当事者同士で一応の決着をつけることができたようだが、一連の出来事は、しっかりクリーナク王の知るところとなった。そして王は、たいして珍しくもない二封臣間の諍いそのものよりも、発端となった「鳥の眼を持つ者が作った地図」に、いたく興味を抱いだいたのだという。
「是非とも城へおいでくださり、お話を聞かせてほしい、と託ことづかっております。差し支えなければ我々とともに王都へ来ていただけませんか」
　ウネンは、そっとミロシュを見上げた。
　ミロシュが、力強く頷いてみせる。
　王の使者に向き直ると、ウネンは胸一杯に息を吸い込んだ。
　
　
「なんで、あんた達も一緒に行くわけ？」
　ウネンが王都へ行くという話を聞きつけてやってきたイレナが、開口一番、不服そうな声を上げた。
　ミロシュの家の居間には、出立の準備を終えたウネンと、同様に旅の出で立ちで身を固めたオーリとモウルの姿があった。
「護衛だ」
「護衛？　王様の使いの人がいるんでしょ？」
　オーリの返答に、イレナは眉間に皺を寄せて、表通りのほうを指差した。「立派な馬を連れた、小奇麗な服の、ひょろっとした人とがっしりした人。診療所の前に人垣ができてたわよ」
「帰り道も送ってくれる保証はないし、そもそも、彼らにまたイェゼロまで往復させるのは効率が悪いでしょ」
　とモウルがにっこりと笑って、「それに」と言葉を継ぐ。
「実は、僕、彼女に地図の仕事を頼むつもりなんだ。その前に彼女の身に何かあったら困るからね。そんなわけで、護衛をするのはあくまでも僕らの都合だから、報酬は無くていいよ、お得だよ」
「じゃあ、私も行く」
　きっぱり言い切ったイレナに、ウネンは咄嗟に「大丈夫だよ」と両手を振った。が、
「その理屈なら、この二人だって、きちんとイェゼロまで戻ってくる保証はどこにもないじゃない。イェゼロの人間が護衛するのが安心よ」
　言われてみればそうかもしれない、と、ウネンは素直に頷いた。
　オーリが口元に微かに苦笑を刻むのを見て、イレナがきまりの悪そうな表情を浮かべる。
「あんたが信用できない、って言うつもりはないんだけど……、でも……」
　ごにょごにょと語尾を濁らせながら、イレナはモウルを横目で見やった。
　モウルが、にこやかに自分で自分を指差してみせる。
「自分で言うのもなんだけど、僕はとっても役に立つと思うよー」
「そりゃ、まあ、〈双頭のグリフォン〉なんて呼ばれちゃうわけだから、腕前はいいんだろうけど……」
「いや、だから、その二つ名ヤメテ」
「なんっか、胡散臭いのよねえ。特にその笑顔。目が笑ってないもの」
　困ったな、とばかりに芝居がかった調子で肩をすくめるモウルだが、確かにその目は先刻からと同じ、鋭い光を宿したままだ。
「とにかく、私もウネンと一緒に行くから！　すぐに用意してくるから待ってて！」
　言うが早いか、イレナは来た時と同じように、物凄い勢いで部屋を飛び出していった。
　
　
　
　イェゼロから王都クージェまでは、徒歩で五日の道のりとのことだった。
　スィセル達が乗ってきた二頭の馬に荷物を積んで、総勢六名で街道を歩く、歩く。当初、オーリ達は馬を借りることも考えたようだったが、肝心のウネンが馬に乗れないことから、王都まで皆で歩くことにしたのだ。
　収穫を目前に控えた麦畑が、陽光を受けて金色こんじきに輝いて見える。眩い夏の日差しあってこその豊かな実りだと思えば、この暑さも我慢ができるというものだ。並木の陰に助けられながら、一行は、その日の昼過ぎには隣領チェルヴェニーに足を踏み入れた。
　境界を越えてすぐの、オーリ達が一箇月ほど逗留したというハローの町は、投宿するにはまだ日が高すぎるということで素通りすることになった。モウルが置いてきぼりになったという宿はどこなんだろう、と、ウネンが道すがらきょろきょろと辺りを見まわしていると、イレナがにやにやと笑いかけてきた。
「やっと、いつもの調子が出てきたみたいね」
「え？」
「だって、家を出る時から、もうずっと、ウネンってば心ここにあらずって感じで、ぽやーんとしてたじゃない」
　多少自覚はあったが、外から見ても分かるほどだったのだろうか。ウネンはちょっぴり恥ずかしくなって、少し声を落とした。
「そんなに、変だったかな」
「変、ってことはないわよ。だって、王様からお呼びがかかるなんて、そうそうあることじゃあないもの。誰だってうっとりして当然じゃない」
　診療所にて、スィセル達に向かって「伺わせていただきます」と胸張って答えてからしばらく、ウネンはまるで雲の上を歩いているかのような心地だった。先日の測量行の時と同じように荷物をまとめ、ミロシュ達に「行ってきます」と挨拶をし、町を出て、炎天下の街道を歩いていても、ウネンは自分が王都へ向かっているということが、どこか夢の中の出来事のような気がしてならなかった。
　こつこつと地図を作り続けていれば、いつか評判が王様の耳に入るかもしれない。もしかしたら興味を持ってもらえるかもしれない。そうしたら、それを足がかりに、更に広い世界へと踏み出していくことができる。「もしも」に「もしも」を重ねた、甚だ心許ない夢が、いきなり自分の手の中に落っこちてきたのだ。冷静にあれ、というほうが無理というものだろう。
　ウネンはゆっくりと深呼吸をした。何はともあれ、今は、自分ができることを精一杯やるしかない。
　こぶしを握り締め、頑張るぞ、と心の中で宣言するウネンの頭を、イレナが荒っぽい手つきでがしがしと撫でた。
　
　
　次の町に至るまでに日が暮れてしまったため、一行は街道脇で野宿をすることにした。折も折、月齢は新月。この暗闇では、路面の窪みも落ちている石も、道が崩れているところすら分からないからだ。
　こういう時のために用意しておいた干し肉や乾パンで腹ごしらえをし、毛布にくるまって横になる。スィセルとトゥレクの主張により、ウネンとイレナは寝ずの輪番から外されることになった。特別扱いは要らない、と言い張るイレナも、騎士の矜持を引き合いに出されると、照れくさい表情で黙るしかなかったのだ。
「うっかり居眠りしてしまっても大丈夫なように、周囲に『仕掛け』を施しておくから、皆さんも気をつけてください。勝手に出歩かないように」
　モウルがそう言って、何やらごそごそと野営地を取り囲むように動きまわっていたが、ほどなく辺りは静寂に包まれた。
　
　騒ぎが持ち上がったのは、夜半過ぎのことだった。
「なんだ」「くそっ」「どうなってんだ」「このやろう」と、複数の人間が口汚く罵る声に、ウネン達は目を覚ました。
〈囁き〉がウネンの耳元を撫でたかと思えば、柔らかい光がモウルの手元に灯る。持っている木札が、おそらく呪符に違いない。
　やはりこの〈囁き〉は、魔術と関わりがあるのだろうか。ウネンがそんなことを考えている間も、「くそったれ」「ふざけんな」「死ねや」と、罵声がどんどん激しさを増していく。
「いやー、ここまで見事に引っかかってもらえると、魔術師冥利に尽きるなあ」
　心の底から楽しそうに笑って、モウルが呪符を高々と掲げた。魔術の明かりが辺りの闇をはらい、三メートルほど向こうで地面に足を取られてもがいている男達の姿があらわになった。
「……寝てたのか？」
　眉間に皺を寄せて、オーリが低い声で問いかける。当番だったモウルは、即座に「まさか」と首を横に振った。
「飛び道具は持ってなさそうだったし、慌てて皆を起こさなくてもいいかなって思ってね。やー、面白いぐらいに次々と嵌まってくれたよ！」
「くそっ、お前ら、卑怯だぞ！　さっさとこの足をなんとかしやがれ、ぶっ殺すぞ！」
　一番柄からの大きな男が、得物を振り回しながら怒号を上げた。
　夜陰に乗じて旅人を襲うのは、卑怯ではないと言うのだろうか。そう考えたのはウネンだけではなかったようだ。「追い剥ぎ風情が何を言う」と、トゥレクがいかつい肩をいからせて、荷物から縄を取り出した。灯り担当のモウルを除く男三人で手分けして、襲撃者を縛り上げていく。
　モウルが張った罠は、地面を一旦泥沼化して獲物を捕らえたのちに元の固い土に戻す術、とのことだった。総勢八名の賊が、脛までぎっちりと地面に埋まった状態のまま、両手を拘束されていく。



　賊の所持品は、それはもう物騒なものばかりだった。長剣に短剣、鉈もあれば星球つきの棍棒モーニングスターまで、今すぐ武器屋が開けそうな品々に、一同あきれかえって溜め息をつく。
「いやはや、用意周到、ですね」
　一箇所に集められた賊の持ち物を眺めながら、スィセルがしみじみと零した。「武器以外に大したものを持っていないということは、この近郊の者でしょうか」
「たぶんね」
　おざなりに相槌を打ってから、モウルが、オーリを振り返った。
「こいつらに見覚え、ある？」
「いいや」
　微塵の躊躇いも見せずに、オーリが即答する。彼自身がいつぞや言っていたとおり、オーリは人の顔を覚えるのが不得手ではない――いや、むしろ得意なのだろう。
「スィセル様、こやつらをどういたしましょうか」
「こんなにも大勢だと、連行のしようがないですね……」
　トゥレクに問われたスィセルが、腕組みをしてしばし考え込む。
「王都ならともかく、他家の領地で我々にできることはあまりありませんしね。彼らはこのままここに放っておいて、次の町の町長まちおさなり自警団なりに任せることにしましょうか」
　スィセルの言葉が聞こえたか、賊達の罵声が激しさを増した。
　両手を後ろ手に縛られたまま、しかも脛まで土の中に埋められた状態で真夏の戸外に放置されるなど、考えただけでもぞっとする。ウネンは、ほんの少しだけ彼らのことを気の毒に思った。が、足元に山と積まれた武器をあらためて見つめてから、「まあ、自業自得というやつか」と胸の内で呟いた。
　
　
　東の空が白み始め、一行は野営を畳んだ。罵倒から懇願に曲調を変えた追い剥ぎ達の合唱をあとに、王都目指して出発する。
　栗毛の手綱を引くスィセルが、改まった口調で「モウル様」と呼びかけた。
「昨晩は、本当にありがとうございました。あなたが、ともに来てくださらなかったらば、あの大人数の前に、我々は賊の餌食となっていたことでしょう」
　モウルはいつもの調子で「いやいやそれほどでも」と右手を振った。
「それに、昨夜のあれは、正確には僕のわざじゃなくって、呪符のものだしね」
「呪符、ですか？」
　スィセルが面食らった表情になる。
　少し後ろを歩いていたウネンは、機会を逃さず二人の会話に割り込んだ。
「呪符って、一昨日に言ってた、他の神様のちからを借りるってやつだよね？」
　昨夜はウネンは熟睡していたため、追い剥ぎが罠にかかった時のことは分からないが、それを除けば、モウルが魔術なり呪符なりを使用した際は、今のところ必ずあの〈囁き〉が聞こえている。
〈囁き〉とは一体何なのか、当のモウルには〈囁き〉は聞こえていないのか。知りたいことは山ほどあった。ウネンは目元に力を込めてモウルの返答を待つ。
　モウルは、得意げに微笑むと、実に楽しそうに語り始めた。
「呪符ってのは、呪まじない師が作った、魔術の『写し』だよ」
「呪まじない師？　祈祷師みたいなもの？」
　イレナが、ウネンの横から疑問を投げかける。途端にモウルが、そんなことも知らないのか、と言わんばかりの顔で口の端はを上げた。
　イレナの頬が、見る見る羞恥に染まる。
「物知らずで悪かったわね！　だって、うちの町には、精霊使いが一人いるっきりで、魔術師も呪まじない師とやらもいないんだもの！」
　このモウルの表情には、流石にウネンもカチンときた。何かひとこと言わずにはおれず、反射的に皮肉を口にする。
「気にすることないよ、イレナ。まさか天下の魔術師様ともあろう方が、知識を求める人を鼻で嗤うなんてことがあるはずないから、さっきのはきっと、くしゃみを我慢していただけだよ」
「……君も言うねえ」
　モウルが薄く笑ってウネンを見やる。
　オーリが、静かな声で一言、「モウル」と、たしなめるように呼びかけた。
「分かってるよ。いくら胡散臭い呼ばわりされたにしても、子供相手に、ちょっと大人げなかったかな。ごめんごめん」
「子供ですって？」
　イレナが眉をひそめるのを見て、今度こそモウルが屈託のない笑みを浮かべる。
　ウネンは、思わず溜め息をついた。まさかモウルが、出発前にイレナに言われたあの一言を、ここまで根に持っていたなんて、と。ちょっとどころか、大人げないにもほどがある。
　モウルは、すっかり晴れやかな表情を浮かべ、何事も無かったかのように話題を戻した。
「呪まじない師はね、魔術を写しとるんだ。魔術師が施術する場に立ち会って、魔術の……なんて言ったらいいかな……、波動……みたいなものを胸の奥で受け止め、それをそのまま木簡などに書き記す。仕上げに、その魔術師の血を一滴。そうやって出来上がったのが、呪符、ってわけ」
　そう言ってモウルは、懐から薄べったい一枚の木札を取り出した。
「胸の奥の琴線が波打つままに、そのさまをそのままこうやって記すんだ。呪まじない師によっては、ミミズがのたくった跡のようなものだったり、でたらめな単語の羅列だったり、色々あって面白いよー」
　なるほど、モウルが差し出した木札には、小さな子供が描かいた絵のようなものが、たどたどしい筆致で描えがかれていた。この線の一本一本に、不思議なちからが込められているのか、と、ウネンは真剣な表情でモウルの手元を食い入るように見つめる。
「では、その呪符さえあれば、私にも魔術が使えるのですか？」
　スィセルが、物凄い勢いでモウルのほうへと身を乗り出してきた。その拍子に、うっかり引き手（引き綱）を余計に引っ張ってしまい、馬がぶひんと鼻を鳴らす。
「それは、試してみないと判んないけど……。何らかの魔術の素養が無いと、ちょっと厳しいんじゃないかなあ」
　スィセルはもとより、先刻からモウルのほうをそわそわと振り返っていたトゥレクまでもが、残念そうに肩を落とした。
「ていうか、王様のところなら、一人ぐらいは魔術師がいるんじゃないの？　こういう話とか、聞かない？」
「あ、はあ、まあ、そのう、そのようなお話をあまりしたことがありませんので……」
　微妙に歯切れの悪いスィセルに対して、モウルは怪訝そうに眉をひそめたものの、再び話を続ける。
「呪符一つ作るのに結構手間暇かかるし、そうやって作っても、一回使えばおしまいだし、そもそも腕の良い呪まじない師は数が少ないし。ねえ、オーリ、覚えてる？　去年に買った灯りの呪符のこと」
「蛍一匹よりも暗かったあれか」
「そう。ぼったくりもいいところだったよなあ、あれ」
　モウルの苦笑が、まばたきの間に嘲笑に切り替わった。そうして、一段低い声で毒を吐く。
「神の〈かたえ〉になれなかった魔術師崩れが、なんとかして自分にも術が使えないか、と悪あがきの末に創り出した技術だからね。期待し過ぎると馬鹿をみる羽目になる」
　モウルの声音からは、彼の額を飾る髪の色と同じ、底のない暗闇が染み出してくるようだった。
　ウネンは一瞬だけ怯んだものの、下腹に力を込めてモウルを見た。今はとにかく、情報が欲しい、と。
「〈かたえ〉って？」
　先ずは、聞いたことのない単語の意味を。
「魔術師の古い呼び名だよ。神と契約を結び、その傍かたえにいるから、〈かたえ〉」
「契約って？」
　目の端でイレナがあきれ顔をしたのが分かったが、ウネンは構わずに問いを重ねた。
　モウルが、楽しげに目を細める。
「神と真名まなを交わすのさ」
「真名まなって？」
「真名まなとは存在の根幹を成すもの。それを知られるということは、相手に生殺与奪の権利を明け渡すということになるんだ」
　ウネンは、魔術に関する新たな知識を、次々と頭の中の帳面にまとめていった。先週の測量行での出来事から、一昨日に工房への道すがらモウルから聞いた話、昨晩の襲撃、そして今聞いたばかりの内容。それぞれの情報を整理し、並べ替え、互いに紐づけ、そして――
「交わす、ってことは、モウルも神様の真名まなを知ってるってこと？」
　生じた違和感を胸に、ウネンは静かにモウルに問いかけた。
　至極当然といった表情で、モウルが片眉を上げる。
「そうさ。そうじゃなきゃ、神のちからは使えない」
　ウネンは、モウルから視線を外すと、進行方向をじっと見据えた。
「でも、世の中にはモウルの他にも風の魔術師っているんだよね？」
「そうだね。僕が今までに会っただけでも、三人はいたなあ」
「ということは、風の神様は、少なくとも四人の魔術師に真名まなを、弱みを握られているってことになるよね。それって不公平じゃない？」
　モウルが息を呑む気配がした。
　話の中心にいたモウルが黙り込んだために、場は一気に静まりかえってしまった。
　しばしの間、六人と二頭がざくざくと土を踏む音だけが、陽炎と混ざって辺りの空気を揺らす。
　やがて、モウルが静かに口を開いた。
「ヒトと神とを、全くの同列に語るわけにはいかないでしょ。僕達ヒトにとっては、真名まなはいのちにも等しいものだけど、神にとっては、そうではないのかもしれない」
　珍しくも躊躇いがちに訥々と語るさまは、モウルがおのれの言葉に確信を持てていないことの証左だろう。
「そういうことを神様は教えてくれないんだ？」
「『考えるな、感じろ』って世界だからね」
　そう言ってモウルは、小さく肩をすくめてみせた。
　
　講義が一段落ついたところで、オーリが歩調を緩めてモウルの横に並んだ。彼は、前方を向いたまま、声だけでモウルに問いかける。
「昨夜の術は、前に猩々退治に使った時のと同じやつか」
「そうだけど」
　モウルの返答を聞くなり、オーリの眉が僅かに寄せられた。それから彼は、独白のように一言を呟いた。
「二十センチ」
　モウルが怪訝そうに眉をひそめた。
「土中に沈んだのは、二十センチだけだった。一応報告しておく」
　オーリが再びモウルの前に出る。
「何か問題が？」
　スィセルの問いに、モウルは「いいや、別に」と首を横に振った。
「問題というほどのことではないんだけど。ただ、まあ、以前に同じ術を使った時は、もう少し沢山沈んだよな、って……」
　しばらくの間、モウルの眉間に刻まれた皺が消えることはなかった。
　
　
　
　なだらかな丘を越えた一行を、滔々と流れる大きな川が出迎えた。
　国名の由来でもある悠久なるチェルナ川の対岸には、びっしりとほったて小屋が立ち並び、それら粗末な屋根々々の向こうには、石積みの城壁が雄姿を見せつけるようにしてそびえている。
　五メートルを超える高さの城壁と、チェルナ川から引き込んで作られた堀とで守られた、城郭都市。イェゼロを発ってから五日、ウネン達一行はようやく王都クージェに到達した。
　川に架かる橋を渡るなり、天秤棒をかついだ甜瓜売りが道を塞いだ。「旦那、喉が渇いていないかい」と、にこやかな笑みで鮮やかな黄色の実を差し出してくる。
「急いでいるんだ、道をあけてくれ」
　スィセルが左手を振って甜瓜売りを退けると同時に、トゥレクがやや強引に歩みを進めた。鹿毛の馬が引き手の動きに応じて首を振り、待ち構えている物売り達を牽制する。
　トゥレクとオーリという強面こわもてを露払いに、一行は無事クージェの門へと辿り着いた。門番が、スィセルの顔を見るなり、駆け寄って出迎えてくれる。
「あらためて、ようこそ、王都クージェへ！」
　城壁の内部へ入ったところで、スィセルが得意げにウネン達を振り返った。引き手を持っていないほうの手を振り広げ、雄大なる街並みを全身で誇る。
「うわー、すごい！」
　イレナが、目を輝かせて感嘆の声を上げた。
　右も左も正面も、見渡す限りに、三階建ての建物が立ち並んでいた。街の中心へ伸びる通りの両側には、靴や金槌、豚に花、多種多様な絵の描えがかれた看板が軒先を飾っている。行き交う人の数は、祭りの日もかくや。路面は石で敷き固められており、雨が降ろうと、馬車がぬかるみに車輪を取られることもないだろう。
　そして、ひしめき合う家々の向こう、全てを凌駕する、石造りの尖塔、櫓やぐら塔。国の主あるじの居城に相応しい、堂々たる威容に、ウネンも思わず溜め息を漏らした。
　だがその一方で、ウネンの脳裏には先刻城壁の外で見た風景がこびりついてしまっていた。板葺きの、吹けば飛ぶような小屋が、幾重にも軒を連ねているあの風景が。
「あの……」
　ウネンは、躊躇いつつも思い切ってスィセルに声をかけた。
「さっきの、門の外の家々は……」
「ああ、あれは、この数年に余所から王都へ流れてきた人々です。城壁内に住む場所を見つけられなかった者達が、陛下のご温情で、ああやって壁の外に小屋を建てて暮らしているのです」
　今は夏だからまだ良いが、冬になると、板切れでできた隙間だらけの小屋は、戸外と大して変わらない過酷な寒さに晒されることとなる。嵐でも来れば、建材とともに住人の命など簡単に吹き飛ばされてしまうだろう。
「どうしたの、ウネン」
「……なんでもない」
　イレナを安心させるべく笑顔で応えてから、ウネンはそっと目を閉じた。深呼吸をして、気持ちを切り替える。いよいよこの国の王と、あいまみえることになるのだ。余計なことに頭を使っている場合ではない。
「では、城へ参りましょうか」
　スィセルの呼びかけに、ウネンは静かに瞼を開いた。
　
　
　商店が軒を並べる緩やかな上り坂を進んでゆけば、やがて目の前に切り立った岩肌が現れた。岩盤を削って作られた坂道が、法面のりめんにへばりつくようにして、左方から右方へと崖をのぼってゆく。周囲の家々の屋根よりも高い岩の壁の上には、それよりも更に丈たけのある石積みの壁が、青空を背景に無言でそびえ立っていた。
　ウネン達が立つ街路から見上げても、崖の勾配が急なため、城壁と、城壁に連なる塔以外の建造物は見えない。これが城――城塞――というものか、と、ウネンは大きく息を吐いた。このクージェの城と比べれば、バボラークのお城なんて、「水路と塀で囲まれた大きなお屋敷」程度のものだ。



　城への坂道をのぼるにつれ、街はどんどん低くなり、ウネンはまるで自分が本当に鳥の眼を持ったかのような感覚に陥った。見上げるばかりだった家々が、自分の足よりも下方にあるというのは、にわかには信じがたい状況だった。この分では、あの塔の上にのぼれば、上空高く舞う鳥にも手が届くのではないだろうか。
　ひたすら景色にみとれながら惰性で足を動かしていると、左肩が何かに突き当たった。よろけて手すりに取りすがったウネンに、派手な罵声がぶつけられる。
「気をつけろ！」
　慌てて声のしたほうへ顔を向ければ、大きな荷物を背負った男が、ウネンを下目に睨みつけていた。
「すみません」
「ガキが、のこのこ、こんなところに来るんじゃ……」
　肩をいからせて凄みをきかせようとした男が、突然語尾を濁した。「あー」だの「うー」だの漏らしたのち、さっきに比べて心持ち声量を押さえた声で、「よそ見しながら歩いてんじゃねーよ」とだけ吐き捨てて坂をおりてゆく。
　もしや、と思ってウネンが振り返ると、果たしてそこには、オーリが腕組みをして仁王立ちになっていた。
「何よ、今の人、わざわざウネンに自分からぶつかってきてたじゃない！　こんなに道が広いんだから、あっちの端っこ歩いてりゃいいのに！」
　憤慨するイレナに、オーリが「うむ」と同意する。ウネンは、苦笑とも自嘲ともつかない笑みとともに、二人を順に見やった。
「二人ともありがとう。でも、よそ見してたのは事実だし」
　イレナの言うとおり、坂道は、馬車がゆうに二台並んで通れるほどの幅があったが、だからと言って、ふらふらよそ見をしながら歩いても構わないというものではない。現に今も、何人もの人々が坂を下りてきているし、ウネン達を追い越しても行く混み合いぶりだ。
「どうされましたか？」
　前のほうを歩いていたスィセルが、大慌てでウネン達に駆け寄ってくる。申し訳なさにいたたまれなくなって、ウネンは、これからはしっかり前だけを見て歩こう、と肝に銘じた。たぶん、すぐにこの決意は揺らぐんだろうな、とも思いながら。
　
　
　スィセルの先導で、門番の兵士達に足止めされることもなく、ウネン達は城門塔をくぐり抜けた。人が大勢行き来する中庭を通り越し、第二城壁の門をも通り抜ける。
　幾つもの塔に見おろされながら、ウネン達は城の中枢である主館へと案内された。
　薄暗い館内に足を踏み入れた途端、ひんやりとした空気が一行を包み込んだ。あっという間に汗が引いていくのを感じ、皆が口々に溜め息をつく。建物に入ってすぐの小部屋に荷物を預け、再び廊下に戻って更に奥へ。スィセルが重厚な樫の両開きの扉を押し開いて、皆を中へと誘いざなった。しんがりを務めるトゥレクが、うやうやしく扉を閉めてから、直立不動の体勢で扉の脇に立つ。
　そこは、小さな家ならすっぽりと収まってしまいそうな、広々とした部屋だった。左手の壁には、人の背丈よりも高い位置に、八つの窓が等間隔に切られている。左奥の角には、大きな暖炉。正面の壁の中央にはチェルナの国旗がかけられており、その前、向かってやや右手に、一際立派な布張りの椅子が一脚、こちらを向いて置かれていた。
「おお、おいでになられたか」
　右手の壁にかけられた絵を眺めていた四十代ぐらいの男が、にっこりと微笑んでウネン達に向き直る。艶つややかな赤銅色の髪と抜けるような碧の瞳が印象的な、優男だ。
「ヴルバ様、こちらにおいででしたか」
「興味深いお客様がいらっしゃると聞いたのでね。陛下に頼んで私も同席させていただくことにしたよ」
　スィセルがウネン達を振り返って、「こちらは、東の国境沿いにある、スハーホラの領主、ヴルバ様です」と優男を紹介してくれる。
「陛下とは狩り友達でね、こちらへは十日ほど前から遊びに寄せてもらっているんだよ」
「遊びに、などと、わざわざ軽佻浮薄を気取らなくてもいいだろう？」
　ヴルバの言葉が終わりきらないうちに右手奥の扉が開ひらき、別な男の声が部屋中に朗々と響き渡った。
「陛下！」とスィセルが、姿勢を正して右手を胸に当てる。
「ああ、別に他人の目があるでなし、形式ばらなくていいさ、スィセル」
　金の髪を揺らして、チェルナ国王クリーナクが広間に入ってきた。人のよさそうな眼差しに、朗らかな笑み。口元や目尻などを見る限り、年齢はヴルバとあまり変わらないようだったが、全体的な印象は、彼よりも幾分若く見える。
「陛下。お言葉ですが、他人の目云々うんぬんと仰るならば、お客様の目も気にすべきではないでしょうか」
　クリーナクの後ろに付き従っていた、栗色の白髪交じりの髪をした年配の男が、しかつめらしい顔で苦言を口にした。
「固いことを言うなよ、ハラバル。我らが客人は、私が多少ざっくばらんにふるまったところで、物事の本質を見失ってしまうような人間ではあるまいよ」
　そうだろう？　とクリーナクに問われて、スィセルが「はい」と力一杯首肯する。
「まずは、遠路はるばるご苦労だった。あらためて、私がチェルナの当主、クリーナクだ。この、難しい顔をしているのが、我が優秀なる補佐官にして、数学者、兼、天文学者、兼、我が姫の家庭教師であるハラバル」
　ハラバルと呼ばれた男は、悪戯っぽい表情でずらずらと肩書きを並べ立てるクリーナクをちらりと横目で見たのち、ウネン達に目礼をした。
「ヴルバについては、既にスィセルが紹介してくれていたようだが……、親愛なる我が居候の……」
「おいおい、ひどいな、クリーナク」
　苦笑を浮かべて、ヴルバが口を挟む。
　クリーナクが涼しげな顔で嘯うそぶいた。
「君の軽佻浮薄に付き合ってやろうと思ったんだが」
「あれは、自分で言うからいいんだよ。それで、あとで実は真面目な人間だということがばれて、大いに見直されるまでが一続きなんだから」
　これ見よがしに肩をすくめてから、クリーナクはぐるりと一同を見渡した。
「この面倒臭いやつが、親愛なる我が友、ヴルバ。東の要かなめであるスハーホラを治めてくれている。私と一緒に、君達の話が聞きたいんだそうだ」
　ひととおり紹介を終えたところで、クリーナクがスィセルに頷いてみせる。いよいよスィセルがウネン達を紹介する番だ。
「こちらが、バボラーク領イェゼロの町の地図職人、『雀の眼』ことウネン様です」
　王達三人の視線が、一斉にウネンに注がれた。ウネンの容姿に驚いた様子がないのは、彼らが既に「雀の眼」についてある程度の情報を持っているということなのだろう。
　ウネンはごくりと唾を呑み込むと、事前にスィセルに教わったとおり、軽く膝を折って挨拶をした。
「そしてこちらが、ウネン様のご友人のイレナ様。自警団団長のご長女で、ウネン様の護衛を買って出てくださいました」
　イレナも、すまし顔でウネンに続く。
「お隣が剣士のオーリ様で、そのお隣が魔術師のモウル様。道中、八名もの追い剥ぎの襲撃を受けましたが、モウル様のおかげで無事ことなきを得ました」
「ほう、魔術師、か」
　クリーナクが興味深そうに目を輝かせた、その時、ウネン達が入ってきた扉が大音響とともに開かれた。
「魔術師がいるな！」
　しわがれた声が、石の床や壁に反響する。
　扉のところには、齢八十はくだらぬであろう小柄で皺くちゃな老人が、杖を振り回しながら立っていた。その髪は、量こそ減じてはいるものの、見事な漆黒、魔術師だ。
「さては、タジ国の差し金だな！　我が炎で消し炭にしてくれるわ！」
「タジの魔術師など、どこにもおりませんよ」
　穏やかな声で諭すように、クリーナクが老人に話しかける。
「そんなはずはなかろう！　風が儂に囁いておるのだ！　ここに確かに〈かたえ〉が居る、と！」
　ウネンは老人の顔を注視した。風が囁くとは、まさか、この人にもあの〈囁き〉が聞こえているというのか、と。
「儂には確かに……、何だって？　古い、古い、友人だと？　ああそうか、あの時の！　盾となりし、古い、古い……」
「トゥレク」
　クリーナクの呼びかけに応えて、トゥレクが老人の前に立った。いたわるような手つきでその肩を支えながら、ゆっくりと戸口へ連れていく。
「おお、トゥレク、もう夕飯の準備か？　今日は何を手伝えばいい？」
　扉が閉まり、老人の声が聞こえなくなるのを待って、クリーナクが大きく肩を落とした。
「申し訳ない。彼は、先々代の王の時分から我が城に仕えてくれている魔術師なのだ。『紅蓮のジェンガ』という名を聞いたこともあるのではないだろうか、七十年前の、東のタジ王国との戦では、チェルナ軍の救世主とまで呼ばれた男なのだが、いかんせん、百歳を過ぎてからは、少し話が合わぬことが増えてしまってな……」
　百歳、という信じられない数字に、ウネン達の間にざわめきが走る。
「術が暴走するようなことはないのですか？」
　モウルが微塵も躊躇わず、直接王に向かって問いかけた。ウネン以下オーリまでもが、ぎょっとした顔でモウルを見たが、当のクリーナクはなんら頓着した様子もなく、「その点は大丈夫だと思う」と首を縦に振る。
「幸いにも翁は、厨房の竈や灯明などに火を入れる術以外は、忘れてしまっているようなのだ。今のように、相手が魔術師と見るや大騒ぎはするが、実際に術をかけることができた試しがない」
　ジェンガ翁が去った扉を見つめ、クリーナクは静かに続けた。
「翁は、我が国の危機を救ってくれた大恩人だ。礼をもって見送ろうと思っている……、が、翁のお陰で新しい魔術師が居つかなくてな……。まあ、今は周辺国も落ち着いているから、構わないと言えば構わないのだが」
「この国が、特に陛下の御おん身の回りが、平和で住みよいからこそ、なのでしょうね」
　モウルの言葉に対し、クリーナクが問いかけるように眉を上げた。
「僕達魔術師は、神の恩恵を賜っているせいか、肉体的には結構丈夫なんですよ。少なくとも、魔術師になる以前よりは。なのに、世間にはあまり高齢の魔術師はいない。それは、このちからのせいで、面倒事に巻き込まれることが多いからなんだと思います。翁が長生きなさっているのは、陛下の人徳のなせるわざでしょう」
「それが本当なら、嬉しい限りだ」
　クリーナクの藍の瞳が、ほんのりと緩んだ。
　と、その傍らで、補佐官ハラバルが少し躊躇いがちに咳払いをする。
「陛下、そろそろ本題に入りませぬか」
「そうだな。長旅の疲れもあるだろう、さっさと話を済ませてしまうとするか」
　クリーナクはそう言うと、半歩下がってハラバルに場を譲った。
「では、わたくしも陛下に倣って『ざっくばらん』と参りましょう」
　クリーナクから話を引き継いだハラバルは、小脇に抱えていた書類入れを手に持った。
「ウネン殿、これは、あなたが制作したものですか」
　そう言ってハラバルが取り出したのは、一枚の荘園の地図だった。半年前、冬のさなかに寒い思いをして測量をした記憶が、ウネンの中に甦る。
　ウネンが肯定の返事をするより早く、右方からモウルが口を挟んだ。
「その前に、どうして陛下がこんなにも早く彼女を王都へ呼びつけることができたのか、教えていただけませんか」
　モウルの言葉を聞き、ウネンはハッと彼を振り返った。
　チェルヴェニーとの諍いが起こったのが十一日前。ウネン達が王都まで来るのに五日。スィセル達がイェゼロまで馬を飛ばしてきたのだとしても、二、三日はかかるだろう。となると、残った僅か四日に満たない間に、王は今回の二封臣のいざこざのことを知り、ウネンを王都まで呼び出すことを決めたということになる。
　クリーナクは、すうっと目を細めると、「いい質問だ」と笑みを浮かべた。
「一度、父――先王の時代に、チェルヴェニーとバボラークが派手にやらかしたことがあってな。相当きつく先王に叱られたのだろう、今回の騒ぎが持ち上がるなり、チェルヴェニーが翌日には早馬を寄越してくれたのだ。
　曰く、私は国内の平和を乱すつもりは毛頭ない、今回のことは家人けにんが先走って勝手にやった、でも、誰だってこんな鳥の眼で自分の庭先を勝手に覗き見されそうになったら穏やかでいられるはずがない、だからバボラーク側にも原因がある、とまあ、言い訳の羅列にこの地図を添えて、な」
　ハラバルの手から地図を取ったクリーナクは、ためつすがめつ隅々までをねめまわした。
「なるほど、実に繊細かつ緻密だ。だが、我々には、これが単なる絵画であるか、真に地図であるのかが判らない。それゆえ、制作者をお呼びして詳しい話を聞こう、というわけなのだ」
　クリーナクの、鋭い視線が真っ向からウネンを射抜く。
　地図を手にした王達が、間を置かずウネンを呼び出したということの意味を、ウネンは明確に理解した。そう、オーリも初めて会った時に言っていたではないか。「自分の土地にするために、地図を作ることもある」と。詳しい地勢、地相、どうやって守るか、どこから攻めるか、相手国の正確な地図があれば、そういった情報を国に居ながらにして把握することができる。今は周辺国は落ち着いている、とのことだが、それでも王は地図の重要性を充分に認識しているのだろう。
『知識は、ちからだ。そして、不必要に大きなちからは、それだけで災厄を引き寄せる――』
　ウネンの耳元に、いつぞやのオーリの言葉がこだまする。
　具眼卓識の君子が、静かな声でウネンに問うた。
「この地図を作ったのは、君か」
「はい」
　一音一音を噛み締めるようにして、ウネンは返答した。
「では、その方法を教えてくださいませぬか」
　と、ハラバルが真剣な表情で身を乗り出してくる。
　ウネンは腹の底に力を込めた。
「商売上の秘密です」
　ウネンの声が、静かな室内に響き渡った。
「こいつはいい！」
　クリーナクが、眉を跳ね上げ、両手を打つ。「確かに、不用意に製法を漏らして商売敵を作るような真似は、したくなかろうな！」
「陛下、笑いごとではございませぬぞ。それでは、この地図の、いいえ、この者の腕前の真贋が判らないままではありませぬか」



　あてつけめいたハラバルの言葉に、ウネンは思わず眉を寄せた。
　彼の思惑に乗りたくはないが、地図の価値を疑われるのは困る。ウネンは、「では、ざっくりと説明します」と宣言してから、少し早口で問いに答えた。
「地点ごとに距離と方位角を測定しました」
　この言い方で意図が解るというのなら、ウネンが口をつぐむ意味は最初から無かったというものだ。解らないならば……、秘密は保たれる。
　ハラバルの目が、燃えるように熱を帯びるのがわかった。
「それでは、土地の起伏は記せまい」
「水平角を測って辺の比で求めます」
　二人は、しばし互いに挑戦的な眼差しを交わし合った。
「ええと、ちょっといいかな」
　ずっと黙ってやり取りを聞いていた、優男の封臣ヴルバが、小さく右手を上げて発言を求めた。
「これ以上話が長くなるようだったら、続きは明日にして、今日のところはゆっくりしてもらったほうがいいと思うんだけどね。遠いところをわざわざ呼びつけた上に、休む間もなく尋問するというのは、どうかと思うんだ」
　水を差されて露骨に鼻白むハラバルに、クリーナクが苦笑を向ける。
「ああ言われてしまうと、なんだか我々が悪人になったみたいだなあ」
　ハラバルが、これ見よがしに大きな溜め息をついた。
「……そうですな。ウネン殿、申し訳ありませぬが、また明日もよろしくお付き合い願います」
「あ、はい」
　ひとまずウネンは心の中で胸を撫で下ろした。次いで、礼を言うべきか悩みつつヴルバを見た。
　良かったね、と言わんばかりの表情で、ヴルバが微笑む。その、柔らかい碧の眼が、記憶の中のあの瞳に重なって、ウネンは懐かしさに思わず息を詰まらせた。
　
　　　　*　*　*
　
　枯れ草色の髪が、汗でべったりと額にへばりついている。眉間の皺はもうずっととれることはなく、その目元には疲労が隈となって染みついてしまっていた。だが、暗い影差す眼窩では、碧い瞳が輝石のごとく強い光を放っている。一人でも多くの命を助けなければ、との、痛々しいほどの使命感を燃やしながら。
　イェゼロの町を中心とする一帯を、突然襲った大地震。「私は、もう逃げない、と決めたんだ」と自らに宣言したのち、ヘレーは、不眠不休の勢いで、ミロシュとともに怪我人の治療にあたっていた。
「ミロシュ、脈はどうだ」
　処置の手を止めることなく、ヘレーが問うた。口元を覆う手拭いのせいで、くぐもってしまっているが、その声は張り詰めた糸のように緊張している。
　また一滴、汗の玉がヘレーの瞼に差し掛かるのを、ゾラが脇から手を伸ばして手巾で拭きとった。
「なんとか持ち直した、かな」
「呼吸は」
「正常だ」
　カチャリ、と、皿の上に何か器具を置く音がして、それからヘレーの溜め息が聞こえた。
「まだ楽観視はできないが、一つの大きな山は越えたと言えるだろう。このまま朝まで容体が落ち着いているようなら、なんとか助かるかもしれない」
　ヘレーの言葉が終わりきらないうちに、ゾラがへなへなとその場に崩れ落ちた。滂沱と涙を溢れさせて、シモンの名を繰り返し呼ぶ。
　部屋の入り口で事の成り行きを見守っていたウネンの背後、治療の順番を待つ人々の列からも、大歓声が沸き起こった。
　薬が効いているのだろう、シモンは依然として穏やかに眠り続けている。
　息子の脈をとりながら静かに涙を流しているミロシュを見て、ウネンは思った。ミロシュも、そしてゾラも、二人とも本当にシモンのことを大切に想っているんだな、と。
　自分がシモンの立場だったら、母はどうしただろう。ウネンはつらつらと考えた。たぶん、不具の娘は要らない、と、見殺しにされたのではないだろうか。
「ウネン、次は君の番だ。痛いだろうに、よく我慢して待っていてくれたね」
　ヘレーがウネンの前にやってきて、微笑んだ。その碧の瞳があまりにも優しくて、ウネンは泣きそうになった。
　ああ、この人が、本当のお父さんだったらよかったのに。
　
　　　　*　*　*
　
　ウネン達は、王城の主館から渡り廊下を渡った、小ぢんまりとした離れの塔に案内された。入り口階段のある二階の客間がオーリとモウルに、三階の部屋がウネンとイレナにそれぞれあてがわれ、一同はようやっと人心地つくことができた。
　夕食は、ウネン達四人だけで、この塔の二階の広間でとることになった。旅の疲れも取れないうちに慣れぬ顔とテーブルを囲まなければならないのは大儀だろう、とヴルバが王に進言してくれたのだという。
「その代わりに、明日みょうにちの晩餐は是非とも主館の食堂でご一緒に、と、陛下が仰ってました。私も、皆様とまたテーブルを囲むのを楽しみにしております」
　そう言って、スィセルが満面に笑みを浮かべて一同を見まわす。
　ウネンはとうとういたたまれなくなって、「あの」とスィセルに話しかけた。
「どうしてこんなに親切にしてくださるんですか？」
　ぼくは地位も身分も無いただの庶民なのに。そう小声で付け加えると、スィセルがそっと目を細めた。
「ウネン様は陛下のお客様ですからね」
　そうは言っても、陛下は陛下、この国を統べる君主である。たかが田舎町の地図屋一人、わざわざ客として招かずとも強引に呼びつければ済む話ではないだろうか。そんなウネンの心の声が聞こえたか、スィセルは鷹揚に――まさに王の近侍に相応しい余裕を持って――微笑んだ。
「それに、ハラバル先生が常々仰っておられます。知識もまた素晴らしい財産である、と。ならば我々は、身分や土地と同じように知識持つ者にも敬意をはらうべきであろう。陛下もそう考えておられるはずですから」
　その瞬間、どくん、とウネンの心臓が高鳴った。身体がカッと熱くなり、両頬が一気に上気する。
　と、モウルの飄々とした声が、ウネンの高揚に容赦なく水を差した。
「明日の晩餐、って、もしかして、さっき広間で一緒だった、あの……、遊びに来ているという、赤っぽい髪の……」
　話の途中で覿面に言いよどむモウルに、スィセルがおずおずと助け船を出す。
「ヴルバ様、ですか？」
「そうそう。そのヴルバ様もご一緒することになるのかな？」
「はい」と頷いてから、スィセルがにっこりと微笑んだ。
「遊びに、と仰ってましたが、実際は違うのですよ。ヴルバ様治めるスハーホラには、国営の金山がありまして、年に一度の報告書を、ヴルバ様手づから陛下のもとへ届けにいらっしゃったのです」
　すっかり平静に引き戻されたウネンは、そっと息を吐いて意識を切り替えた。ヴルバが軽佻浮薄を気取っている、とは、こういうことだったのだな、と胸の内で呟く。
「では、また、お食事が終わった頃に、食器を下げに参ります」
　明日はともに晩餐を、ともう一度念を押すように繰り返してから、スィセルは空いた鍋を抱えた使用人達とともに、戸口の向こうに姿を消した。
　
　
　イレナは剣を携えると、夜の闇に沈む離れの塔を出た。
　夕方、部屋に案内してもらった際に、どこか剣の鍛錬ができる場所はないか、とスィセルに相談していたのだが、夕食も終わってそろそろ寝る時間という段になって、ようやく「中庭をご自由にお使いください」との返事が彼女のもとにもたらされたのだ。
　こうも真っ暗では打ち込み稽古は無理だろう、せめて剣の素振りだけでも、と溜め息を道連れに渡り廊下を歩いていたイレナは、角を曲がるなり我が目を疑った。中庭を取り囲むように十もの篝火が用意され、そして、少し向こう側では、既にオーリが空くうを相手に剣捌きの練習を行っているところだった。
　オーリの形かたは、イレナが子供の頃から慣れ親しんだものとは少し違っていた。勿論、突きや切り、巻きといった、一つ一つの基本の動作は変わらないのだが、組み立て方が独創的なのだ。イレナの父親ならば、「邪道だ」と目を剥くに違いない。チェルヴェニーと一戦交えたあの時も、オーリの攻撃は、まさに変幻自在ともいうべきものだった。
　イレナは、オーリの動きに全神経を集中させた。彼の足運びに合わせて拍子をとり、彼の剣を目で追う。オーリを模倣するように頭の中で自分を動かし、そうして……、内側から、綻び、を探す。
　考えるよりも先に、イレナの足が地を蹴っていた。オーリが右足を踏み出すよりも早く、その懐へと踏み込んでゆく。
　互いの刃やいばが交わる寸前で、二人は見事な制動で剣を止めた。
　オーリが、挑戦的な眼差しで口角を上げる。
「やるな」
「これでも私、自警団団長の娘だからね」
　もうお馴染みとなった名乗りではあるが、オーリが、ふと何かに思い当たったかのように微かに眉を上げた。
「自警団員というわけではないということなのだな」
　そうあらたまって問われてしまうと、イレナには苦笑を浮かべることしかできなかった。「女は引っ込んでろ、ってやつよ」と、思いきり息を吐き出してから、イレナはオーリを見上げた。
「だから、あんたが最初に酒場で、私とウネンを間違えた時、ちょっと嬉しかったわ。地図職人を探すのに、年齢は考慮しても、性別では篩ふるい分けしないんだな、って」
「嬉しかったという割りに、見事な足払いを喰らわしてくれたわけだが」
「それとこれとは別問題。胡散臭い余所者からウネンを守らなきゃ」
　イレナは、芝居がかった調子で両手を腰に当てて、胸を張った。
　そこに、土を踏みしめる三人目の足音が聞こえてきた。
「何故、君は、そんなにあの子のことを気にかけるわけ？」
　モウルが、篝火の明かりの中へと歩みを進めてくる。頬を照らす橙の炎も、「魔術師の黒」の前にはどこまでも無力だ。
「親兄弟でもないのに、ちょっと過保護なんじゃないかな、って不思議に思ってさ」
「そんなのあんたに関係ないでしょ」
　イレナは、思うさま眉間に皺を刻んだ。
　だが、モウルは刺々しい声音にも一切怯む様子を見せない。顎に手をやって、ふうむ、と何やら考え込んでいる。
「過保護、というよりも、むしろ、小動物を愛玩するみたいな……？　ああ、それか、自分の引き立て役が欲しいとか、そういう……」
「それ以上言ったら、この剣で切り刻んで豚の餌にするわよ」
　怒りのあまり震える右手を、左手で必死に抑えながら、イレナは吐き捨てるようにしてモウルの言葉を遮った。
「モウル」と、オーリがあきれかえった声を発する。「質問に答えてほしいのなら、もっとやり方を考えろ」
　オーリの言葉を聞き、イレナは驚いて今一度モウルの顔を見つめた。
　篝火を映して、モウルの瞳がぎらぎらと光っている。例えるならば、獲物が罠にかかるのを待つ、狩人の目。欲しい情報を得るために、モウルはわざとイレナを煽っていたのだ。
　イレナは、モウルに対して真面目に応対していた自分が、なんだか無性に馬鹿らしくなってきた。深い深い溜め息一つ、それから諦めの境地で口を開いた。
「シモンがね」
「誰？」
　即座に問いを投げかけてくるモウルに、オーリが、嘆息とともに注釈を入れる。
「ウネンが世話になっている医者の息子だ。金の髪の」
「ああ、彼ね」
　もしかしなくても、モウルは他人の名前を覚えるのが苦手なのだろう。もしかしたら、そもそも覚える気すらないのかもしれない。どこまでも傍若無人な人間なんだな、と、イレナはそっと肩を落とした。
　とまれ、さっさとこいつを黙らせて、剣の稽古に戻らねば。イレナは気を取り直して顔を上げる。
「三年前の地震で、彼、右足を失くしてね」
　その瞬間、当時のことが閃光のようにイレナの脳裏を走り抜けた。
　瓦礫の下から五人がかりで救出されたシモン。とめどなく流れる鮮血。絶叫。悲鳴。
　誰もがシモンの死を覚悟した時、見知らぬ男が彼を抱きかかえたのだ。首の後ろで三つ編みにした枯れ草色の長い髪を揺らし、血で衣服が汚れるのも構わずに、ただ一言「助けるぞ」と、悲壮な決意を碧の瞳にたたえて。
「彼ね、頭はいいわ前途有望だわ見た目も格好いいわってんで、以前は求婚者の引きも切らない人気者っぷりでね。それが、震災以降は、ぱったりで」
　過去の記憶を振り払うべく、おどけた身振りを交えて、イレナは話し続けた。
「それまでモテモテだったシモンにとっては、男として役に立たない人間だ、と、宣告されたも同然で、それで、いっときすっかり自暴自棄になっちゃってね。私も、何て慰めたらいいのか分かんなくて。そんな時に、ウネンが言ったのよ。『失くした足だけにシモンの価値があったわけじゃないよ』って。『足が好きだった人のことなんか放っておいて、シモンの足以外も好きな人のことだけ考えたらいい』って」
　黙ってイレナの話を聞いていたモウルが、愉快そうに眉を上げる。
　イレナも、その時のことを思い出して、少しだけ楽しくなった。
「その言葉を聞いた時の、シモンの顔ったら、もう……」
「『もう』、何？」
「え、や、あの、その」
　イレナは辛うじて気がついた。ここから先は何をどう取り繕っても「惚気」になってしまう、ということに。覿面に熱を持ち始めた頬を、咳払いで誤魔化して、イレナはモウルを正面からねめつけた。
「と、とにかく、それ以来、ウネンは、私達にとっては、とっても、とっても大切な人なの。分かった？」
「分かった。物凄く納得した」
　モウルが真顔で応えるものだから、イレナはますます恥ずかしくなるのだった。
　
　
　夕食に供された、塩漬け肉を惜しみなく使ったパイの味を脳裏で反芻しながら、ウネンは塔を出た。剣の鍛錬に出ていったイレナが一向に戻ってくる様子がなく、少し心配に……いや、心細くなったからだ。
　主館へ向かう渡り廊下を進むと、植え込みの向こうに、篝火に照らされたイレナ他二人の姿が見えた。
　剣士二人はともかく、何故にモウルが剣の稽古の場に居合わせているのか。ウネンが眉間に皺を寄せたその時、風に乗って主館のほうから声が聞こえてきた。
　曲がり角で立ち止まり、声のしたほうをそうっと覗いてみると、主館の出入り口のすぐ脇で、クリーナク王と補佐官ハラバルが中庭を見つめて佇んでいた。
「誰に言われなくとも、自ら自分を律する。頼もしい若者達じゃないか」
　お世辞でも皮肉でもない、本心からそう思っているであろう口調で、クリーナクが呟く。
「ああいった若者がいる限りは、我が国の将来は安泰だな」
「左様ですな」
　ウネンは柱の陰で、一人密かに思いっきり頬を緩ませた。
　中庭に目をやれば、隅っこにしゃがみ込んだモウルを捨て置き、イレナとオーリが模擬戦を始めている。
「ところで、ハラバル。さっき、あの魔術師と何か話し込んでいたようだが」
　再び聞こえてきた会話の内容に、ウネンは驚いて王達のほうを振り返った。
「戦争を始めるのか、と問われました」
「まさか！」
「ええ、そうお答えいたしました」
　ハラバルの声は、どこまでも平坦だった。
「それだけ、正確な地図、というものが、重要だということです」
　淡々と事実を述べる補佐官に対し、王は大きな溜め息で応えた。



「お前はそう言うがな、正直なところ、私にはそこまでのものとは思えないのだ。仮に他国と戦をすることになったとして、あそこまで正確な地図がなくとも、必要な情報は集められるだろう？」
「文字を発明する以前の我らの先祖達に、手紙というものの必要性を問えば、おそらく、今の陛下と同じような答えが返ってくることでしょうな」
　ぐ、と、クリーナクが言葉に詰まる気配がした。
「あの娘の知識は、本物です。このままにしておくのは危険でしょう」
　これ以上ハラバルの話を聞いていたくなくて、ウネンは静かに踵きびすを返した。音をたてないよう気をつけて、自分達にあてがわれた塔へ戻る。
　渡り廊下を歩きながら、ウネンは奥歯を強く噛み締めた。
　このわざが、チビの小娘には不相応なものだという意見は、聞き飽きた。
　知識は、翼だ。イェゼロの町の精霊使いの、「鷹の目」に匹敵する高みから世界を見つめることができる。たとえウネンのように、非力で貧弱な取るに足りない人間でも。
　こぶしを固く握りしめて、ウネンは星のまたたく空を見上げた。
　もっと高く、もっと遠くまで翔んでいって、いつか世界を手元に写しとってやる。そうすれば、きっと――
『世界は、君の前に開かれている』
　ウネンの脳裏に、懐かしい声がこだました。
　
　
　
　夜が明けて、塔の広間で朝食をいただいたウネン達は、近侍スィセルに連れられて主館へとやってきた。目的は、言わずと知れた「昨日の続き」、ウネンがハラバル達の試問を受けるためだ。
　昨日クリーナクに謁見した大広間の横を通り過ぎ、廊下を折れた手前側の扉をスィセルがノックする。意外なことに、中から聞こえてきたのは、あの食客しょっかくの声だった。
「どうぞ」の声に誘いざなわれスィセルが扉をあけると、光に満ち溢れた部屋が一同を出迎えた。扉を入った正面には、出入り口かと見まがうばかりの大きな窓が四つも並んでおり、その向こうには綺麗に手入れされた坪庭が見える。窓は北を向いているため、これだけ明るくても室内はひんやりしていた。宿泊した部屋もそうだったが、厚みのある石造りの壁が、日差しがもたらす熱を遮っているのだろう。この城にいると季節を忘れてしまいそうになるな、と、ウネンは胸の奥で独りごちた。
「よく眠れたかい」
　長椅子で寛いでいたヴルバが、右手を上げて挨拶をした。その少し後ろには、まだ少年のあどけなさを残した端正な顔立ちの若い男が、静かに立って控えている。
　スィセルの目配せを受けて、ウネンは、「はい。おかげさまで」とヴルバに挨拶を返した。
「それは良かった」
　ヴルバはにっこりと微笑んでから、得意げに口の端はを引き上げてみせた。
「こちらの客間は、私のお気に入りでね。あの堅苦しい補佐官殿とやり合わなければならない君達が、少しでも寛げるように、と、ここを使ってもらうように陛下に頼んだんだよ。どうだい、明るくて快適だろう？」
　まるで我がことのように、ヴルバが誇らしげに両手を振り広げる。
「それでいて、外よりもずっと涼しいというのだから、まさに天国だね。流石は陛下、そのご威光は、夏の日差しをも屈服させる」
　芝居がかった調子で胸に手を当て目を閉じるヴルバに、スィセルが屈託のない笑顔を向けた。
「そういえば、ヴルバ様がこの季節に王都でゆっくりなさるのは珍しいですね」
「我が領地は避暑にもってこいだからねえ。黄金を抱いだく山に囲まれた、清涼の地、スハーホラ。君達もどうだい？　招待するよ」
「冬場は寒そうですね」
　モウルがさらりと言ってのけた、その肯定的とは言い難がたい発言内容に、ウネン達は一様に息を詰める。
「なあに、寒くなったら、王都へ逃げ込めばいいさ」
　だが、ヴルバは全く機嫌を損ねた様子もなく、朗らかに返答した。「胡散臭い」の一言を根に持った誰かさんとは大違いだ。
「そうか、避暑があれば避寒もありですね」
　モウルは、なるほど、と相槌を打ったのち、事も無げに言葉を継いだ。
「逃げ込むって、ここへ、ですか？」
「ヴルバ様は、城下にお屋敷を所有しておられるんですよ」
　と、注釈を加えたスィセルが、「陛下が居候なんて仰るから」と笑う。
「夏の間は屋敷にあまり人を置いていなくてね。それに今回は、こちらへは殆ほとんど人を連れてこなかったので、不自由で仕方がなくて。それで、クリーナクの厚意に甘えさせてもらっているというわけなんだ」
「美しき友情、ですね。憧れるなあ……」
　ねえオーリ、とモウルが相棒を振り返った。
　表情一つ変えないオーリの代わりに、ウネンとイレナが冷ややかな眼差しをモウルに突き刺す。
　冷たい視線を全く意に介した様子もなく、モウルは再度、朗らかな笑顔をヴルバに向けた。
「つまり、今回のご滞在は、予定外のものなんですね」
「素敵なお客様がお見えになる、と聞いて、お目にかかりたく思うのは当然だろう？」
　ヴルバが、同意を求めるように背後を振り仰いだ。
　どこまでも控えめな態度で、彼の侍従が静かに頷く。
「川の流れや丘の形すら紙の上に写しとる、鳥の眼を持つ、類稀なる地図職人。チェルヴェニーの使者がそう言っていたよ。しかも、それが、年端もゆかぬ可憐な少女と聞けば、興味を持たないわけがない。そうだろう？」
　可憐な少女、などと言われた上に、真正面から見つめられて、ウネンは思わず身体を硬くした。どう反応すればよいのか分からず、棒っきれのように立ちつくす。
「昨日言っていた、土地の起伏まで記すことができるって、本当かい？」
　ヴルバの問いかけが終わりきらないうちに、部屋のもう片隅の扉が開ひらいてハラバルが姿を現した。
「お集りのところ、まことに申し訳ないのですが、話の続きは午後にしていただいても構いませぬか。実は、所用で少し出かけなければならなくなってしまったので」
　突然の話に、ウネン達は勿論のこと、この部屋に案内してくれたスィセルまでもが、ぽかんとしてハラバルを見やる。
　ヴルバもまた、不思議そうな表情を浮かべて、ハラバルに問うた。
「出かける、って、クリーナクもかい？」
「いえ、陛下は城におられますが、陛下には、学問的なことはよく解らぬゆえ、ウネン殿との会談は全てお前に任せよう、とのお言葉をいただいております」
　そこでハラバルは一同をゆっくりと見回して、念を押すように語りかけてきた。
「そういうわけですので、申し訳ありませんが、わたくしが戻ってこられるであろう昼食後に、あらためてお付き合いいただけますか」
　意向を問われたところで、ウネンには「分かりました」と答えることしかできない。
「それと、申し訳ありませぬが、この部屋は、ウネン殿と測量技術の話をするには、少し不適当ゆえ、場所を変えたいと思います」
「何故だい」
　ヴルバが柳眉をひそめるが、ハラバルは表情一つ変えなかった。
「書きものができる机のある図書室か、さもなくば……そうですね、実際に外の景色を見ながらのほうが、分かり易くて良いかもしれませんな……」
　しばし考え込んでから、ハラバルは何か納得したように頷いて、一同をゆっくりと見回した。
「ええ、そうですね。この主館の北にある櫓塔にいたしましょう。屋上があまり広くありませぬので、ウネン殿以外の皆さまには、どうかご遠慮いただけたら。都合がつき次第、呼びにまいりますので、それまで自由になさってくださいませ」
　
　ハラバルが退出したのち、さてどうしたものか、と、皆で顔を見合わせていると、ヴルバがやや遠慮がちに口を挟んできた。
「時間が余ってしまったのなら、街を散策してきたらどうだい？」
　それはとても魅力的な考えだったが、同時に、叶わぬ望みのようにも思えた。自分達の立場では、勝手に城を出るわけにはいかないだろうし、かといって天下の国王陛下に「暇なので遊びに出たいのですが」とお願いするなど、畏れ多過ぎるというものだ。
　目と目を見交わして逡巡するウネンとイレナに、ヴルバが「よし」と胸を張ってみせた。
「私が、クリーナクにお伺いを立ててきてあげるよ。しばらくここで待っていてくれるかい？」
「あ、ありがとうございます」
　ウネンとイレナの声が、見事に一つに重なった。
　
　
「ねえ、ウネン、あれ、何て書いてあるの？　何のお店？」
　イレナがキラキラと目を輝かせて指さす先、鋏を振りかざすカニの絵が描えがかれた看板があった。その上に添えられた店名は、
「『アーチェカ理髪店』だって」
「へえー。私はてっきり、カニ専門のお店かと思ったわ」
「それは、料理を出すほう？　それとも材料を売るほう？」
「料理に決まってるでしょ！」
　決まってるかなあ、と、内心首をかしげつつ、ウネンは懐から地図を出した。出がけにスィセルがしたためてくれた、街の簡単な案内図だ。「ウネン様に私が地図を書いて差し上げるなんて」と随分恐縮していたが、主要な街路を中心に、街の見どころや主な商店などを簡潔に記した、とても分かり易い地図だった。
　別段、地図というものは、精密であればあるほど良いというものではない。使用する目的や使用者の状況に応じて、記載する情報を的確に取捨選択してこそ、「良い地図」というものなのだから。ウネンの地図にしても、出来るだけ正確に地形を写しとるように努めてはいるが、その一方で、地質や植生といった情報は完全に抜け落ちてしまっている。勿論それらは、制作者であるウネンが「必要ない」として切り捨てた情報なのだから、地図に記載されなくて当然ではあるのだが。
「ねえ、トゥレクさん、次、この、市いちが立っているという広場に行ってみたいんですけど」
　ウネンの手元を覗き込みながら、イレナが、つかず離れずの位置に控えている近衛兵のトゥレクに話しかけた。
　街を散策するにあたって、オーリもモウルも「王都は初めてじゃないから」と、城に残ることを選んだのだ。その代わりに、と、トゥレクがウネン達の護衛を勤めてくれている。あまり大袈裟にならないよう、トゥレクは兵装を解いているが、見るからに頑丈な体躯に厳つい顔は、都会の雑踏を切り進んでゆくに際して、とても心強い存在だった。
　トゥレクの案内で、ウネン達は角を曲がった。地図にはない細い道だが、ここからだとこれが一番の近道ということだった。
　人通りの少ない路地に、弾むイレナの声が響く。市いちにどんな店が出ているのか、どんな物が並んでいて、どんなものが人気なのか。イレナに質問攻めにされているトゥレクを助けるべきか否か悩みつつ、ウネンも二人のあとをついてゆく。
　ふと、朝方に客間でハラバルが言っていたことを思い出し、ウネンは眉を曇らせた。
　城の櫓塔の屋上で、実際の風景を見ながら話をしたい。それも、ウネンと二人きりで。
　昨夜、ハラバルと王の会話を立ち聞きしたかぎりでは、ハラバルは、ウネンの測量技術が本物であると認めてくれていた。ならば、今更一体何の話をしようというのだろうか。そもそも、話をするにあたって、狭い櫓にわざわざ上って実際の風景を見る利点など、どこにもないというのに。
　夜のしじまをぬって聞こえてきた、静かな声音が、ウネンの脳裏に甦る。
『あの娘の知識は、本物です。このままにしておくのは危険でしょう』
　まさか――
　ウネンの中で、のそりと鎌首をもたげる不吉な考え。だが、それは、突然背後から口を塞がれたことによって、強制的に中断させられた。
　
　何者かの手が、瞬時にウネンの口に何かごわごわとした布を噛ませた。
　驚きのあまり両手をばたつかせるも、布ごと頭を後ろにぐいと引っ張られ、ウネンはあえなく体勢を崩した。即座に別な手がウネンの腰にまわされ、そのままウネンを脇道へと引っ張り込む。
　考え事をしていたせいで、イレナ達から少し遅れてしまっていたのが良くなかった。ウネンは何とかして二人に異変を知らせようと、口元の布をむしり取ろうとした。だが、逆に布を後頭部できつく縛り上げられたばかりか、両手を下へと引き戻され、何か大きな袋のようなものを、勢いよく頭からかぶせられてしまった。
　間髪を入れず、何者かが袋ごとウネンを担ぎ上げた。
　抵抗しようにも、足の先まですっぽりと布に包まれてしまっては、身体を曲げたり伸ばしたりすることぐらいしかできない。そして、どんなに頑張って身体を跳ねさせたところで、ウネンを軽々と持ち上げるような人物相手には、何の効果もないだろう。叫び声をあげようとしても、口に食い込む布が邪魔をして、くぐもった唸り声が漏れるだけ。
　しかし、それでもウネンは必死に暴れ続け、唸り続けた。イレナではなくとも誰か他の人が、人攫いの存在に気づいてくれないだろうか、と、祈りながら。
　二度目の角を曲がった、と思った次の瞬間、ウネンの身体を衝撃が襲った。運び手が急に止まったのか、それとも何かにぶつかったのか、怪訝に思う間もなく、ウネンは大きく二度ほど前後に揺さぶられ、そのまま何か固いものの上に転がされた。
　間を置かずに聞こえてきたのは、入り乱れる複数の足音に、金属と金属が擦れる鋭い音。
　今しかない。限られた空間の中、ウネンは無我夢中で手足を動かした。足元に風を感じるや、全身を使って布を少しずつ頭上へたくし上げていき、なんとか足から袋を脱出する。
　猿轡を緩めながら顔を上げたウネンは、すぐ目の前に、見慣れた背中を見た。剣を構え、ウネンを守るようにして立つ、広い背中。
「オーリ！」
　ウネンの声に、オーリの向こうに立つ二人の覆面男の注意が、一瞬逸れる。
　すかさずオーリが、懐から小さな光るものを取り出した。口に軽く咥えるや、驚くほど鋭い音が辺りに響き渡る。
　オーリがもう一度銀色の呼子を吹き鳴らすと同時に、後ろのほうから騒がしい足音が近づいてきた。「ウネン!?　ウネンなの!?　ウネンどこ!?」と、鬼気迫るイレナの声も一緒に聞こえてくる。
　覆面男二人は、派手な舌打ちとともに踵きびすを返し、そうして脱兎のごとく逃げていく。
　男達が見えなくなったのを確認してから、オーリが溜め息とともに剣を収めた。



「ウネンってば、急にいなくなるから、びっくりしたじゃない！　一体何があったの？　ていうか、なんであんたがここにいるの？」
　息せき切って駆けつけてきたイレナが、ウネンとオーリを交互に見ながら、矢継ぎ早に問いかけた。そうこうしているうちに、横の路地からトゥレクも飛び出してきて、やはり「何があったのですか？」と青い顔で訊いてくる。
　ウネンは、身体のあちこちが鈍く痛むのを誤魔化し誤魔化し立ち上がった。
「いきなり、後ろから口を塞がれて、横道に引っ張り込まれた」
「ええっ！」
　イレナとトゥレクが覿面に血相を変えた。やはり、ウネンが攫われたことに気づいていなかったようだ。
「この袋をかぶせられて、ここまで運んでこられたところで、オーリが助けてくれた、んだよね？」
　ウネンが傍らを見上げると、「ああ」と、事も無げな返事が降ってきた。
「え？　なに？　私達のあとをつけてたの？」
　眉をひそめながら詰め寄るイレナに、ぶっきらぼうな声が言葉を返す。
「たまたま通りがかっただけだ」
「ええええ？」
　オーリの答えに、イレナとトゥレクが声を揃えて目を剥いた。
「たまたま？　通りがかったの？　この広い王都で？」
「ああ」
「何か……どなたかの指図で動いておられたというわけでは……？」
「偶然だ」
　見事な仏頂面の前に、イレナもトゥレクも、疑いの眼差しはそのままに不承不承口をつぐむ。そんな三人の様子を見て、ウネンは思わずふき出した。
　ほっとしたせいか、それを皮切りにあとからあとから笑いが込み上げてくる。いつしかウネンは、身体を折り曲げて、声を出して笑い転げていた。
「……大丈夫か」
　心配そうなオーリの声が聞こえるが、笑うのを止められなくて返事ができない。
　肺の中の空気が全て絞り出されて、からからに乾いた喉がひゅうひゅう音をたてても、胃の辺りの震えは一向に収まらず、また新たな風が喉の奥へと吸い込まれていく。けたたましい笑い声をどこか他人事のように聞きながら、ウネンは、まるで水車に繋がれたふいごのように、胸を膨らませては萎ませた。何度も何度も。途切れることなく。
　と、身を屈めて笑い続けるウネンの視界にイレナの靴が飛び込んできた。
　引き寄せられ、抱き締められ、背中をとんとんと叩かれる。
「怖かったよねえ。でも、もう大丈夫だから。大丈夫だからね」
　優しい声が、すとん、とウネンの腑に落ちた。ああそうだ、怖かったんだ、と。
　本当に、本当に、怖かったんだ。
　視界を、身体の自由を奪われ、どことも知れぬ場所へと運ばれようとしていたあの時、心のどこかで、もう皆のところへは戻れないんじゃないか、と思っていた。助けを求めるためというよりも、恐ろしい未来を認めたくない一心で、ウネンは暴れ続けていたのだ。
　イレナの体温が、こわばってしまっていたウネンの身体をゆっくりと溶かしてゆく。ウネンを笑いに駆り立てていた恐怖の残滓が、ようやく那辺へと引いていった。
「怖い思いをさせて、すまなかった」
　ウネンが落ち着くのを待って、オーリが苦渋の声を漏らした。
　ウネンは、たっぷり一呼吸の間、じっとオーリを見つめ……、それから「ううん」と、首を横に振った。
「助けてくれて、本当にありがとう」
　オーリが、不意を打たれたかのように一瞬たじろいだ。そうして、眉間に皺を刻んで、ウネンから視線を逸らした。
　
　
　市いちを諦め、城に戻ってきたウネン達は、すぐさま主館の大広間に通された。ほどなく、血相を変えたクリーナク王がヴルバとともに駆け込んでくる。
　トゥレクの報告を聞き終えるなり、ヴルバが憂いとともに口を開いた。
「最近、私の領内でも、子供のかどわかしが増えているようなんだよ。組織立って行われているのか、それとも個々人での犯行なのか、まだはっきりと判らなくて困っているんだけれど、まさか王都でも、とはね」
「面目ない」
　クリーナクが悲痛な表情を浮かべた。
　ヴルバが慌てて慰めにまわる。
「いや、どこにでも悪い奴はいるものだからね。不運な出来事ではあったが、ここにおれば大丈夫。陛下が守ってくださるからね」
「お前は、人を上げたいのか下げたいのか、どちらなんだ」
　クリーナクの溜め息を、ヴルバがきょとんとした表情で受け止める。
「上げるも下げるも何も、城下での出来事は、クリーナクには何の責任もないだろう？」
　確かに、イェゼロでも町の治安維持は、町民自らが組織する自警団の仕事だった。街の規模が違うとはいえ、王都も同じようなものに違いない。
　大きな溜め息が、またもクリーナクの口から零れた。
「そうだな、我が客人においては、この城におられる限り、何も心配はいらない。どうか存分に寛いでいただければ」
　そう言うクリーナクの声音には、どこか口惜しさが滲んでいた。
　
　クリーナクがトゥレクを連れて退出するのと入れ替わりに、スィセルが昼食の準備ができたことを告げに来た。
　離れの塔に戻るのかと思いきや、ウネン達が連れてこられたのは、なんと主館の大食堂だった。
「食事後も、ハラバル様が城に帰ってこられるまで、ウネン様にはこちらでお待ちいただくよう、とのことです」
　二十人は座れそうな長いテーブルの、入り口から二つ目の席にウネン、その向かいにイレナ、ウネンの隣である一番端の席にオーリ、と、スィセルが順に案内していく。
　オーリの向かいの席が空いているのを見て、ウネンは思わず首をかしげた。そういえば、城に戻ってきてからモウルの姿を一度も見かけていない。思わせぶりな発言に振り回されずに済むのは楽だけれど、いなければいないで、陰で何か良からぬことを企てているんじゃないかと、いらぬ不安をかきたてられてしまう。ウネンは、ひそりと嘆息したのち、スィセルに向かって問いかけた。
「あの、モウルは、一緒に食べないんですか？」
「それが……、モウル様は、皆様がお出かけになられてすぐに、少し体調が優れないと仰って、お部屋でお休みになっておられるのです」
「え？　大丈夫かな？」と、イレナが気遣わしげな声をあげた。更に小声で「殺しても死ななそうな性格してるのに」と付け加える。
「レディに心配をかけるなんて、魔術師殿も罪作りだね」
　芝居の一幕か何かかと思わせる台詞に、一同が驚いて声のしたほうを振り返れば、悪戯っぽい笑みを浮かべたヴルバが、食堂の扉のところに立っていた。
「容態はいかがなのだろう。私の医者をお貸ししようか？」
　流石は一領国の主あるじ、王都へやってくるに際し、お抱えの医者も一緒に連れてきているようだ。人が少なくて不自由していると言っていたが、恐らくは、ウネンが考えているよりも多くの家人けにんを引き連れているのだろう。
「ヴルバ様のところのお医者様は、この城のお医者様の先生にあたる方なのですよ」
　スィセルが、そう言って満面の笑みをウネン達に向ける。
「モウル様のご容態ですが、少し前に薬湯をお召し上がりになって、先ほどお食事のお伺いに上がった時はよく眠っておられるようでした。お目ざめになった時にでも、またヴルバ様にご相談させていただけますか？」
「構わないよ。力になれるなら、喜んで」
　ヴルバが、優雅な動きで胸に手を当てた。こういった芝居がかった仕草も、彼の手にかかれば、とても自然なものに見える。
「ところで、ヴルバ様は、どうしてこちらに……？」
　怪訝そうなスィセルの問いかけに、ヴルバが僅かに言いよどんだ。
「ああ、いや、賑やかで楽しそうだな、と思ってね」
「給仕の者に、ヴルバ様の分だけでも、こちらにお食事を運ぶよう申しましょうか？　それとも、ジャルト殿もご一緒に？」
「いや、少し覗きに来ただけだから、いいんだ。それじゃあ、皆さん、楽しいひとときを」
　にこやかな笑みを残して、ヴルバは去っていった。
「ジャルトという人が、お医者様？」
　初めて聞く名前を、ウネンが問う。
　スィセルが朗らかに「いいえ」と答えた。
「お医者様のお名前は、ヅイと仰ります。ジャルト殿は、ヴルバ様の近侍であられます。今朝、客間でヴルバ様の傍に控えてらっしゃった方ですよ。陛下が、今夜の晩餐会にて皆様を主だった方々にお引き合わせしよう、と仰ってましたので、ヅイ様ともその時にお会いできるのではないでしょうか」
「晩、餐、会」
　イレナが真っ青な顔で呟いた。
「どうしよう、ウネン、晩餐会に出られるような服なんて持ってきてないわ。いや、そもそも持ってないわ」
「ああっ、どうかお気遣いなく……！　あくまでも内輪の集まりですから、ええと、ほら、私も、この服装で臨みますから！」
「ぼくも、この服が一張羅だし。オーリは？」
「まだ大して汚していないから、着替えるつもりはない」
「そう？　でも、本当に大丈夫かな、この服で大丈夫かな」
　それでもまだおろおろとするイレナに、スィセルが力強く頷いた。
「大丈夫ですよ。王妃様も姫様も、昨夜、剣の稽古をなさるイレナ様をご覧になって、口々に『格好いい』とべた褒めなさってましたから。むしろ、普段どおりの服装のほうが、お喜びになるかと思います」
「見られてた！」
　イレナが、今度は顔を真っ赤に染める。いつもは頼もしい友人の、可愛らしい様子に、ウネンは笑みが零れるのを禁じ得なかった。
　
　
　ハラバルが食堂に姿を現したのは、ウネン達が食後のお茶を楽しんでいる時だった。
　控えめなノックの音に続けて、厳めしい表情の補佐官が、物音一つ立てずに室内に滑り込んでくる。
「お食事はお済みですかな」
　場に慣れ幾分緩んできていた皆の空気が、あっという間に引き締まった。
「ウネン殿、約束したとおり、少しあなたと話がしたい」
「……はい」
　ウネンは、目の端にオーリを意識しながら、ゆっくりと立ち上がった。
　午前中の誘拐未遂事件の際、オーリは、ウネンに怖い思いをさせたことを謝っていた。
　それは、たまたまウネンが攫われる場に居合わせ、あまつさえ救出まで行った者が、口にする言葉ではない。つまり、オーリは、ウネンが災厄に見舞われる可能性を把握していた上で、人知れずウネンを護衛していた、ということになる。
　誰が何のためにウネンを狙ったのか。ウネンが狙われることをオーリはどうして知ったのか。モウルは本当に臥せっているのか。そして、目の前のハラバルは、どういうつもりで、意味のない会談をウネンに求めてくるのか。
　果たして、これらの謎には、互いに関わり合いがあるのかどうか。そもそも――
「では、参りましょうか。ウネン殿、こちらへ」
　返事に詰まって、ウネンはちらりとオーリに目を落とした。
　――そもそも、オーリもモウルも、本当にウネンの味方なのだろうか。
「心配するな」
　聞こえるか聞こえないかの小さな声が、オーリから発せられた。
「俺達が守ってやる」
　簡潔に、一言だけ。そして、何事も無かったかのように、オーリはカップを口に運ぶ。
　ウネンは、静かに目をつむると、胸一杯に息を吸い込んだ。
　オーリとモウルのことをどこまで信用して良いのかは、ウネンにはまだ分からない。だが、オーリの、この言葉は信用できる。「怖い思いをさせて、すまなかった」と、秘密裏の護衛について自ら明かすことになるにもかかわらず、悲痛な表情でウネンに頭を下げた、オーリの言葉なら。
　それに、何より彼は、これまでもウネンのことを、その宣言どおりに守ってくれていたではないか。
「ウネン殿？」
「あ、はい。今行きます」
　頑張ってね、との能天気なイレナの声に見送られながら、ウネンはハラバルに従って食堂をあとにした。
　
　
　問題の櫓塔は、主館とは中庭を挟んで反対側、城の内郭はおろか城下の街すら一望できる、一番の高台にあった。
　ハラバルの先導で、暗くて長い螺旋階段をのぼり、屋上へ出る扉を開く。
　途端に、物凄い勢いの風が、ウネンの顔面を打った。耳元で逆巻く風の音は、まるで肉食獣の咆哮のよう。
　塔の屋上は、壁が大人の腰までの高さしかない矢狭間と、大人が頭まで隠れることのできる小壁体の、でこぼことした繰り返しでぐるりを囲まれていた。屋上の中心部分、階段への入り口のすぐ脇には旗台がしつらえられており、遥か頭上ではチェルナの国旗が、青空を背景に誇らしげに風に泳いでいる。
　旗台の傍に立つウネンには、壁の向こうに空しか見えなかった。もう少し背が高ければ、全周の地平線を見ることができたのかもしれない。自分は今、真に鳥の眼に近いところにいるんだ、と、ウネンはごくりと唾を呑み込んだ。
「ウネン殿、こちらへ」
　ハラバルが、矢挟間から下界を見下ろしながら、ウネンを手招きした。
「御覧なさい」
　ウネンは、ハラバルから少し距離を置いた、隣の矢挟間の前に立った。
　眼下には、木切れか小箱かといった風情の小さな家々が一面に広がっていた。視線を更に手元に寄せれば、城を取り囲む第一の城壁と、街並みに見られるよりも少し大きな屋根が幾つか。それから、第二城壁の城門塔。主館、中庭、離れの塔。
「ここからだと、周囲が良く見えるでしょう」
　ハラバルは、視線をウネンに向けると、ゆっくりと一音一音、言葉を噛み締めるように、語りかけてきた。
「つまり、逆に言えば、周囲からここは丸見えだ、ということでもあるのです」
　ハラバルの言葉が終わりきらないうちに、ウネンの耳が鋭い風切り音を捉えた。
　間髪を入れず、ウネンの身体を空気の塊が打つ。
　衝撃でよろめき、胸壁に取りすがるウネンの耳元、風の音に交じる……〈囁き〉。
　ウネンのすぐ傍の小壁体、その外側に、何か固いものが勢いよく突き当たる音がした。
　一体何が起こっているのか。ふらつきながら身を起こそうとしたウネンに、今度はハラバルが突進してくる。
　ハラバルは、ウネンに覆いかぶさるようにして、そのまま胸壁の陰に身を伏せた。
　直後に、ウネン達の頭上の矢挟間を抜けて、階段入り口の扉に突き刺さる、矢。
　また、〈囁き〉が聞こえた。今度はよりはっきりと。
　階段扉の脇には、いつの間にかモウルが立っていた。矢の飛んできた方角を好戦的な眼差しで見据え、悠然とした態度で右手を振る。



　風の音と、〈囁き〉とが、ウネンの耳元で乱舞した。視線を塔の外へと転じれば、三射目の矢が失速して中庭へと落ちてゆくのが見えた。
　モウルは、ウネンとハラバルが隠れている矢挟間まで進み来ると、今度は少し目線を下へ向けた。
　途端に〈囁き〉がその調子を変える。
「オーリ、城門塔から西に二つ目の城壁塔だ」
　呟くようなモウルの声を、すかさず風が攫っていった。
　慌ててウネンが矢挟間から下を覗くと、モウルが指示した塔へと駆け込むオーリの姿があった。
　塔の上に目をやれば、人影が一つ。床の上に弓矢を投げ捨て、階段に駆け込もうとしたものの、慌てて身を引き、銀色に光る剣を抜く。
　耳の奥を爪で引っかかれたかのような風音に遅れて、また〈囁き〉がウネンを震わせた。
　微かな悲鳴と朱あけとを撒き散らして、塔の上の男が膝をつく。チェルヴェニーとの一戦で、イレナとオーリを取り囲んでいた男達の手に傷を負わせた、あのわざだ。
「よし、捕・ま・え・た・」
　得意げなモウルの声を聞き、ウネンはぎょっとして彼を見上げた。
　ぎらぎらと鈍い光を放つ目が、獲物を追い詰める狩人の目が、そこにあった。
　その視線の先では、塔の屋上に到達したオーリが曲者を拘束している。
　ウネンは、口の中に溢れてきた唾を嚥下した。彼女は、今、あらためて思い出したのだ。モウルとオーリ、彼らがなんのためにウネン達の前に姿を現したのか、ということを。
　伝説の魔術師が遣わした、手練れの追っ手。この二人なら、狙った獲物を逃すことなどないだろう……。
　
　　　　*　*　*
　
　満月が、西の空に傾き始めている。まだ空が白み始めてすらいない朝まだき、診療所の裏に立つ、大小三つの人影。
「どうしても、行くのか」
　ミロシュが、絞り出すようにして掠れた声を漏らした。「追っ手だか何だか知らんが、町の皆で追い返せば済む話じゃないのか」
　ヘレーが、力無く首を横に振った。
「それは出来ないんだ。どうか分かってくれ」
　何度か何かを言いかけたのち、ミロシュが苛立たしげに頭をかきむしった。
「『黙って出て行かせてくれ』に『理由は聞かないでくれ』か。全く、誰だよ、『今までのお礼に〈三つの願い〉を聞いてやろう』などと気の利いたこと言ったつもりになってたのは」
　俺かよ、と、未練の滲む声が、ミロシュの口から吐き出される。
「三つ目の願いも……」
「分かってる。例の小芝居も完璧にこなしてやるから、安心してどことなりとでも行っちまえ」
　やけっぱちな調子で、ミロシュがヘレーから視線を背けた。
「ありがとう、ミロシュ。それから、ウネンも」
　黙って大人二人のやり取りを聞いていたウネンは、一縷の望みを胸に、ヘレーを見上げた。
「どこへ、行くんですか？」
　だが、ヘレーはその問いには答えず、曖昧に微笑んだだけだった。
「じゃあ」と右手を小さく上げ、ヘレーが踵きびすを返す。
「ヘレーさん！」
　思わず呼び止めてしまったものの、ウネンは、何を言えば良いのか分からなかった。行かないでほしい。まだここに居てほしい。もっと沢山のことを教えてほしい。それが無理だというのならば、いっそ、ウネンも、ともに……。
　ヘレーが、ウネンを振り返った。それから、じっとウネンを見つめた。
「いいかい、ウネン。世界は、君の前に開かれている。そのことを決して忘れてはいけないよ」
　どうあっても彼は一人でゆくつもりなのだ。そうウネンは心の底から悟った。
　ならば、自分が今言うことのできる言葉は、一つしかない。ウネンは、乾ききって引き攣れる喉を叱咤して、「行ってらっしゃい」と絞り出した。
　行ってきます、の言葉は、無かった。ヘレーはただ無言で背を向けた。
　ヘレーの姿が見えなくなるまで、ウネンはじっと見送った。見送り続けて、もうどこにもあの恩人の背中が見当たらなくなって、そこでようやっとウネンは気がついた。自分が、彼に、きちんとお礼を言えてなかったということに。
　
　　　　*　*　*
　
　前代未聞だという王城内郭での大捕り物が一段落して、ウネン達四人は主館の、陽光明るいあの客間に集められた。
　室内では、クリーナク王とハラバル補佐官が既に一同を待ち構えていた。客間を我が物顔で独占していたヴルバの姿は、どこにもない。
「ウネン殿、このたびのこと、クージェ城主としての、そしてチェルナの国を束ねる王としての、この私の不徳のいたすところだ。心からお詫び申し上げる」
　目元に疲弊の色を濃く滲ませて、クリーナクがウネンを真っ直ぐに見つめた。
　ウネンに矢を射かけたのは、ヴルバの近侍ジャルトだった。領地一番の弓の名手だという彼は、主あるじの命を受けて、鳥の眼を持つ地図職人を暗殺しようとしたのだ。
　ヴルバが治めるスハーホラには、国営の金山があった。元々は国王からヴルバの先祖にくだされた山だったのだが、金鉱脈の発見によって、あらためて国の管理下に戻されたものだ。
　それが、三代前の王の時代のこと。それから百年が過ぎ、つい昨年、件くだんの山の頂付近に、再び新しい鉱脈が発見されたらしい。らしい、というのは、ヴルバが鉱山を預かる代官を買収して、鉱脈の発見を王都に報告させなかったからだ。つまり、彼は、新たな鉱脈を、自分のものにしようとしたのだ。
　クリーナクに召喚されたウネンが、王の覚えめでたく王領地の地図を作るようなことになれば、近い将来に金山も測量の対象となるだろう。どうやら新しい鉱脈は、地表近くを走っているようで、一部を露天掘りで採掘しているとのことだった。新鉱脈について、代官や鉱夫の口をつぐませることはできるとしても、山の形は誤魔化せない。土地の起伏すら写しとるという地図をつくられてしまえば、自分の不正が明るみに出るのは必至だ。そうなる前に、と、ヴルバはウネンを亡き者にしようとしたのだった。
　いきさつを説明し終わるなり、クリーナクは、深く、深く息を吐いた。親しい友人が城内で殺人を行おうとしたこと、そして何より、信頼篤い封臣が王である自分を裏切っていたことが、彼を内側から苛さいなんでいるのは明らかだった。
　だが、クリーナクは、今一度眼差しに力を込めて、胸を張った。一同をゆっくりと見回してから、モウルのところで視線を止める。
「ハラバルから、今回の一番の功労者は君だと聞いた。ついては、何故君がヴルバの悪事に気がついたのか、最初から説明してくれないか」
　モウルは、王の言葉に神妙な表情で頷くと、意外にも、まずウネンとイレナのほうを振り返った。
「王都に来る途中に遭った追い剥ぎの持ち物に、縄や袋など、戦利品の確保や運搬に使うための道具が一切無かったの、気づいてた？」
　体調不良というのはやはり仮病だったのだろう、モウルが溌剌と、ウネンとイレナに問いかける。
　甚だ不本意ではあったが、ウネンは素直に首を横に振った。
「獲物の持ち物を鞄ごと盗ればいい、って思うかもしれないけど、抵抗されて鞄が破損することだってあるじゃない。取りこぼしのないよう備えは必要だよ。それに、持ち物や馬だけじゃなくて、女子供も立派な戦利品だし、運よく獲物が良家の人間だったら、場合によっては身代金も取れる。なのに、奴らは一束の縄も持っていなかった。最・初・っ・か・ら・命・を・取・る・こ・と・だ・け・が・目・的・だ・っ・た・と考えないと、説明がつかない」
　モウルはそこで一旦言葉を切り、ゆっくりと一同を見まわした。
「ならば、一・体・誰・が・狙・わ・れ・て・い・た・の・か・。可能性の有無だけを考えるならば、少なくとも人数分は選択肢が存在する。けどね、まあ、連中があの時あの場所で凶行に及ぼうとした意味を考えたら、一番可能性が高いのは、君でしょ」
　ウネンを正面から指差して、モウルが口の端はを引き上げた。
「他の選択肢はとりあえず脇に置いておくことにして、先ずは『王都へ召喚された地図職人』が標的だった、と僕は仮定した。その前提に立って、昨夜のうちにハラバルさんに協力を仰いだ、というわけなんだ」
　モウルのあとを引き取って、今度はハラバルが話し始める。
「昨夜、モウル殿がわたくしのもとにやってこられ、陛下がウネン殿を召喚なさったことを知っているのは誰か、と問われました。そこでわたくしは、こうお答えしました。陛下と、わたくしと、使者として遣わしたスィセル殿とトゥレクの二人、あとは、チェルヴェニーからの言い訳の使者が城に来た時に、たまたまその場に居合わせていたヴルバ様です、と」
　ああ、と、クリーナクが短く息を吐いた。
「王妃には少し話しはしたが、確かに、他の者には詳しいことを知らさなかったな。お前が、地図がでたらめだった場合は、地図屋を城から蹴りだす、なんて言うから、大ごとにすると可哀そうかなと思ってな……」
　と、そこまで語ったところで、クリーナクがハッと息を呑んだ。眉間に皺を寄せ、両手を腰にあて、傍らのハラバルをねめつける。
「ということは、昨夜、魔術師殿がお前に戦争がどうとか問うたと言っていたのは、嘘だったのか」
「いえ、嘘ではありませぬ。ただ、陛下に申し上げなかったことが他にあっただけのことでございます」
　ぐう、と唸り声を一つ漏らして、クリーナクが黙り込んだ。
　豪胆なのか、信頼関係ゆえか、ハラバルは王の様子に全く頓着せず、話を続ける。
「モウル殿に、往路での詳細をお聞きし、わたくしも、これは追い剥ぎの仕事ではないなと思いました。そして、今まで地理学や数学といったことに一切興味をお示しにならなかったヴルバ様が、今回の地図の話――特に、土地の起伏を地図に記すことについて、随分気にしておられたことを思い出しました。ですが、それが追い剥ぎもどきの件と関係があるかどうかを判じるには、あまりにも情報が足りませぬ」
　ハラバルの目配せを受けて、再びモウルが話し始める。今度は、クリーナクのほうを向いて。
「それで、駄目で元々は承知で、ハラバルさんには罠を張っていただくことにしました。午後にあの櫓塔でウネンと二人きりで話をする旨を、事前に関係者の前で告げていただいた上で、敢えて時間に余裕を作り、犯人に行動を促す作戦でした。命を狙われているかもしれない当人が、このややこしい時に街に下りるなどと言いだしたことには、どうしてくれようかと思いましたが……」と、ちらりとウネン達を振り返り「まあ、そのおかげで、標的が彼女だということがはっきりしたから、良かったのかな」
「やっぱり、ぼくを囮にしたんだ」
　王の御前だということは分かってはいたが、どうしてもウネンは、一言言わずにはいられなかった。精一杯の抗議の意思を込めて、思いっきりモウルを睨みつける。
　だが、モウルはウネンの視線を軽やかにいなすと、にっこりと極上の笑みを浮かべた。
「だって、それが一番手っ取り早かったんだよ」
「仮病を使ったのは、何故なの？」
　今度はイレナが、眉間に深い皺を刻んで問う。
「暗殺者に対して後れを取るわけにはいかないから、あらかじめ塔の上で待機しておく必要があるでしょ。でも、魔術師があからさまに席を外してたら、犯人が警戒するじゃない。だから一芝居打った、ってわけ」
　なるほど、昼食前にヴルバが食堂に顔を出したのは、モウルの不在を気にしてのことだったのか。そうウネンは合点した。
「他に何か質問のある人は？」
　モウルはそう言って一同を見まわした。誰も何も言わないのを確認し、クリーナクに一礼して一歩下がる。
「大儀であった」とクリーナクがモウルに大きく頷いた。それから王は、惑いを振り払うように、ゆるりと首を横に振ってから、まなじりを決してウネンのほうに顔を向けた。
「チェルヴェニーといい、ヴルバといい、どうやらハラバルの言うとおり、君のその知識には、人を動かすちからがあるのだな」
　そこには、もう、友に裏切られうちひしがれる男の姿はなかった。堂々たる王の顔に戻ったクリーナクは、何事か考え込んだのち、ハラバルを振り返る。
「ハラバル、確認しておきたいのだが、彼女の知識が危険だ、というのは、もしや、彼女の地図を他国に悪用される可能性のことを言っているのか？」
「だいたいそのとおりでございます」
「ならば、そうなる前に、さっさと彼女を我がほうに取り込んでしまえば、問題ないのだな」
　その瞬間、ウネンは勿論のこと、モウルまでもが、「え」と目を見開いて身体を硬直させた。
　ハラバルだけが全く動じた様子もなく、淡々と己おのが主あるじに話しかける。
「そういえば、半年前に助手が他家に学者として召し抱えられてしまって以来、手元が少し不便でしてな。単純作業ならば手伝ってくれる者にも事欠かないのですが、いかんせん算術を理解している者となると、なかなか見つかりませぬ。かといって、わたくしが一から教育する暇は無し」
「それは困ったものだな」
　すまし顔で応えたものの、ほどなくクリーナクは眉を寄せて大きく息を吐きだした。
「……まさか、お前、最初からそのつもりだったのか？」
「いいえ。ですが、選択肢の一つではございました」
　目の前で繰り広げられる王と補佐官の会話を、ウネン達はただ呆然と見守るのみ。
　クリーナクはあらためて真面目な表情を作ると、ウネンと真正面から視線を合わせてきた。
「というわけなのだが、ウネン殿、ハラバルの助手になる気はないだろうか」
　ウネンはぽかんと口をあけたまま、クリーナクの顔を見つめた。
　国王陛下からくだされたお言葉を、ウネンは俄かには信じられなかった。何か聞き間違いでもしたのではないか、と、今一度、記憶を寸刻前に引き戻してみる。一音ずつ慎重に音を拾い直していき、言葉を組み立て、その意味を再確認する。
「ぼくが、ハラバルさんの、助手に？」
　クリーナクが、静かな笑みを浮かべて、それから力強く頷いた。



「え、でも、ぼくなんかが、ええと、その」
　動揺を収めきれないウネンに対し、今度はハラバルが語りかけてくる。
「ウネン殿は、測量に際して三角法は使っておらぬようだが」
「そういうものがある、ということを、聞いたことは、あるけれど……」
　ウネンが息も絶え絶えに返答するや、ハラバルが口元をほころばせた。
「ならば、わたくしのもとに来れば、君にも大いに得るものがあるでしょうな」
「我が城の図書室には、先祖代々伝わる沢山の書物が並んでいるからな。君が『書庫の魔女』となってくれれば、書物達も喜ぶだろう」
　書庫の魔女、とのクリーナクの言葉を皮切りに、ようやくウネンの胸に嬉しさが怒濤のごとく押し寄せてきた。一度到達した波は引くことなく、あとからあとから幾重にも重なって、やがて縁ふちを越えて溢れ出す。
「あ……ありがとう……ございます……！」
　まるで夢の中にいるような、ふわふわとした心地の中、ウネンはなんとか言葉を絞り出した。この場に相応しい礼式など知らないため、出来得る限りの気持ちを込め、クリーナクの藍の瞳を見つめ返す。
「陛下、ウネン殿も来られることですし、これを機に、一度、国土の正確な測量を実施なさいませんか」
　ハラバルが、ここぞとばかりにクリーナクに進言した。
「これまでも、わたくしが再三に亘って申し上げておりましたが、陛下は一向に聞いてくださらない」
「いや、ちょっと待て。そう、あれもこれもと一度には出来んぞ」
「少しずつで構わないのですよ。一気に全てを終わらせようとなさるから、なかなか取りかかれないのです」
　ハラバルの攻勢に、クリーナクが「予算が」「時期が」としどろもどろに弁解する。
　そこへ、ウネンの少し後方に控えていたモウルが、右手を胸に当てて、一歩前に進み出た。
「恐れながら、陛下」
「なんだね」
　助かった、と言わんばかりの表情で、クリーナクがモウルに向き直った。
「私とオーリは、ウネンの師匠ともいうべき者の命で、彼女を守る任についております。つきましては、どうか我々が陛下のお手元で、彼女の警護にあたることをお許しいただけないでしょうか」
　ウネンがぎょっとしてモウルを見やるのと同時に、後ろのほうから「えええっ？」というイレナの驚きの声が聞こえた。
　クリーナクも、この展開は流石に予想していなかったのだろう、目を丸く見開いてモウルを見つめていたが、ややあって、相好を崩して両手を大きく振り開いた。
「なんと、魔術師殿が我が城に来てくださると言うのか！　それは大歓迎だ！」
「お許しいただき、ありがとうございます」
　モウルは、堂々たる態度でクリーナクに礼を述べてから、ウネンのほうに向き直った。そうして、「そういうわけなんで、これからもよろしくね」と、これ以上は無いというほど爽やかな笑みを浮かべた。
　
　
　これからの話を詰めるために、ウネン達は王の執務室に場所を移すことになった。イレナを残し、一同は明るい客間をあとにする。
　主館の二階に連れてこられたウネン達三人は、一旦控えの間に通された。家令や書記達が揃うまで、少しここで待つように、とのことだった。
　王と補佐官が退出してしまうなり、ウネンは大きく溜め息をついて、それから残る二人を交互に見やった。
　オーリは、いつもどおりの仏頂面で、ウネンの少し後ろに黙って立っていた。窓際に飾られてある甲冑を見つめているようだが、戦い方か何かを考えているのだろうか。
　モウルも、これまた普段と変わらぬ調子で、部屋中をうろうろと興味深そうに見てまわっていた。左手の壁に飾られた、大きなタペストリーの前で足を止め、「おお」だの「へえ」だの呟いている。
　また深い溜め息が一つ、ウネンの口をついて出た。
「随分浮かない顔をしているね」
　モウルが、小首をかしげてウネンを振り返った。
　お前のせいだ、と詰りたいところを、ぐっと我慢して、ウネンは皮肉を言うにとどめた。
「ぼくを守る任務とか、よくもまあ、すらすらと嘘が出てくるね。すごいや」
「これが、あながち嘘じゃないんだな」
　何の冗談かと思いきや、モウルの眼差しは真剣そのものだった。
「僕らが依頼されたのは、ヘレーが持ち出した禁断の書の確保と、そこに記された知識の拡散を防ぐこと。つまり、僕らは君を監視するだけじゃなく、君の知識を狙う輩から守らなければならないってことさ」
　モウルが語った内容を頭の中で反芻するうちに、ウネンは、臓腑を冷たい手で鷲掴みにされたような気がした。
　ウネンの口の中に、次から次へと生唾が溢れてくる。
　無言で立ち尽くすウネンを、どこか楽しそうに眺めてから、モウルは「それに」と言葉を継いだ。
「嘘をついているということに関しては、君も大概だと思うけどね」
　モウルの碧い眼が、ウネンの眼底を突き通す。
　視線をそらすこともできないまま、ウネンは、モウルが得意げに微笑むのを見た。
「ウネン、君が、死んだはずのヘレーの子供でしょ？」
　
　
　






第三章　　逃げる者、追う者




　
　綺麗な人だね。誰かがウネンの母のことを語るとき、必ずと言っていいほど、一言目はその言葉から始まった。
　そして、十人が十人、「でもなあ」と逆接の単語で息を継ぐのだ。でもなあ、いくら見た目が綺麗でも、あれじゃあなあ、と。
　
　どこから手に入れてきたのか、母はよく酒を飲んでいた。
　酒に酔うたびに、母はウネンを詰った。最初っから女の子だと分かっていたら、こんな苦労をせずにすんだのに、せめて男の子ならば逃げた甲斐もあったってものなのに、と。
「わたしがこんなつらい目にあっているのは、お前のせいなんだよ、ウネン」
　自分が、ウネンのためにどれほどの犠牲を払ってきたのか。ウネンの世話をすることが、どれだけ大変だったか。ウネンさえいなければ、自分はもっと楽に生きてこれたはずだったのに。
　なにも言えず膝を抱えて俯くウネンに、母は何度も何度も、言葉という刃やいばを突き刺した。傷口はもうとうにぐずぐずになってしまっていて、ひと突きごとに刃先はおろか柄つかまでずっぷりと中へと沈み込んでゆく。だが、最初は泣き喚きたくなるほどだった痛みが、不思議なことに、しばらくすると何故かだんだん気にならなくなってくるのだ。
　その頃には酒が切れ、母は今度は、涙を流しながらウネンを抱きしめた。きついことを言って、ごめんねえ。でも、お前のことが嫌いなわけじゃないんだよ。好きじゃなければ、こんな何の役にも立たない子供を、今まで育てているわけがないじゃないか。ああ、可愛いわたしの子。あんただけはどこへも行かないでおくれ。わたしを一人にしないでおくれ。
　母の腕の中は、とても温かだった。冷え切っていた手足に次第に熱が戻ってくるのを感じて、ウネンはうっとりと目を閉じた。他でもないその母が穿った、心の奥の傷口から、血潮ならぬ命をぽたりぽたりと滴らせながら。
　
　どうやら、ウネンの母は、どこかから逃げてきたらしい。
　腹の子が男なら、その子を殺すと言われんだ、と彼女は言った。女の子ならば将来使・え・る・が、男の子は駄目だ、無駄飯喰らいを置いておく余裕はない、そう言われたから必死の思いであそこを飛び出した。なのにどうだい、産まれたのは女の子で、泣くわ喚くわ苦労ばかりをかけてくる。こんなはずではなかったのに、と、母は形のよい唇を歪ませた。
「確かに、仕事は楽ではなかったけれどね、生活には困らなかったもの。綺麗な服を着て、化粧をして、沢山の人にちやほやされていたのに、それらを全部捨てるなんて、わたしは全くどうかしていたわ」
　それなら今からそこへ帰ろうよ。ある日、たまりかねてウネンがそう言えば、母は鬼気迫る形相で、ウネンの頬を思いっきり張り倒した。小屋の隅まで吹っ飛ばされたウネンは、このことは言ってはいけないことだったんだな、と学習した。
　
　ウネンが物心ついた頃には既に、父親の姿はどこにもなかった。母は、夫は行商人だと周囲に語っていたが、それが夫の不在を取り繕うための嘘であることは、皆、分かっているようだった。
　一度ウネンが、「父さんはどんな人？」と母に訊いたことがあった。それに対する母の答えは、「さあね」の一言だった。
　母が答をはぐらかしていたわけではないということをウネンが悟ったのは、彼女がもっと大きくなってからのことだ。母と二人で住んでいたぼろ小屋を、ある時を境に見知らぬ男達が入れ代わり立ち代わり訪れるようになった意味も、そのたびにウネンが「良いと言うまで外で遊んでおいで」と小屋の外に出された理由も、今となってはよく解る。貧しさが、母を、命からがら逃げだしてきた世界に引き戻してしまったのだ、ということも。
　
　
　畑向こうのおばさんが、「ちょっと、あんた」とウネンを手招きしたのは、ウネンが五歳の誕生日を迎えてすぐの、とある初夏の昼下がりだった。
　その日も、ウネンは昼前には母に、呼ぶまでは家に戻ってくるな、と小屋を出され、川縁かわべりに腰かけて木の葉の舟を水に流して遊んでいた。
「暇なんだろ？　ちょっと水汲みを手伝ってくれないかね」
　おばさんが差し出した水桶を、ウネンはおずおずと受け取った。
「ウチの末っ子が隣町までお使いに出てくれてるんでね、人手が足りないのさ。ほら、運んだ、運んだ」
　言われるがままに、ウネンは水の入った桶を両腕で抱えた。両手に桶を下げたおばさんが、こっちだよ、とウネンの前を歩く。おばさんが持つ桶に比べて、自分の手元の桶に入っている水がかなり少ないような気がしたが、ウネンは黙っておばさんのあとをついていった。
　緩やかな坂道をえっちらおっちら登り、ようやっとおばさんの家に着いた時には、ウネンはへとへとになっていた。おばさんに水桶を手渡すや、力無く地面にへたり込む。
　おばさんは、怒っているとも悲しんでいるともつかない難しい顔をして、ウネンを見おろした。
「……ご苦労だったね。これはお礼だよ」
　差し出された小さなパンを、ウネンはしばしぼんやりと見つめた。それから、はっと我に返り、慌てて首を横に振りまくった。
「いいから、食べなって。お腹、空いてるだろ」
　母さん以外の人から食べ物を受け取ったら、また母さんに怒られてしまう。ウネンは、座り込んだまま、必死の思いでじりじりと後ずさる。
　おばさんが、大きな溜め息をついた。
「あんた、この間、あたしがあげた干し芋、捨てただろ」
　先日、「これお食べ」とおばさんに渡された干し芋を、母に怒られて道端に放り出したことを思い出し、ウネンは「ごめんなさい！」と地面に突っ伏した。
「ごめんなさい、ごめんなさい、もうしません……！」
　頭を抱え、できる限り身体を小さくし、身構える。だが、いつまでたっても何も起こらないので、ウネンは不思議に思っておそるおそる顔を上げた。
　おばさんが、さっきと同じ、怒っているような、でも悲しんでいるような顔で、じっとウネンを見つめて立っていた。
「『もうしない』っていうのが、『食べ物を捨てない』ってことだというなら、勘弁してあげるよ」
　おばさんはそう言うと、ウネンの手を無理矢理広げてパンを乗せた。
「あんたは水汲みを手伝ってくれた。これはその代金なんだから、あんたは受け取らなきゃいけない」
「でも」
「今ここで食べてしまえば、あんたの母ちゃんには分からないさ」
　言うことを聞かないと、今度はおばさんに怒られてしまう。ウネンは仕方なくパンをかじった。
　久しぶりに食べるパンは、びっくりするほど甘かった。一噛みごとに、口の中はおろか鼻の奥までもが香ばしい香りでいっぱいになり、気がつけばウネンは夢中で口を動かしていた。あとからあとから唾つばきが溢れてきて、何度手の甲で口元を拭っても追いつかない。朝に、燕麦えんばくの粥を口にしたっきりだったこともあり、ウネンはあっという間にパンをたいらげた。
　うっとりとしながら指についていたパンの粉をねぶり終えて、一息ついた途端に、ウネンの背筋せすじを震えが走り抜けた。自分はなんてことをしてしまったんだろう、と、目を見開く。
　母さんもお腹が空いているだろうに、母さんに黙って、自分だけパンを食べてしまった。
　後ろめたさに押しつぶされそうになりながら、ウネンはふらふらと立ち上がった。おばさんが何か言っているようだったが、風の音が急にごうごうと大きくなったみたいで、よく聞こえない。
「ごめんなさい……」
　なんとか一言を絞り出して、ウネンはおばさんから背を向けた。そうして、何かに急かされるがままに、小走りで坂道をおりていった。
　茂みの向こうに自分達の小屋が見えてきたところで、ウネンは思わず足を止めた。どうすればいいのか分からず、じっとその場に立ち尽くす。
　しばらくして、戸が軋む音がして、小屋から一人の男が出てきた。口元に笑みを浮かべて、「またな」と小屋の奥へ声をかけている。
　男が町のほうへ去っていくのを見送ってから、ウネンはおずおずと茂みの陰から出た。
　母は、まだウネンを呼びに出てこない。けれど、ウネンは少しでも早く母に謝りたくて、小屋へと近づいていった。
　ウネンが勝手に一人でパンを食べたことを、母は物凄く怒るだろう。でも、あとから知られるよりは、ウネンが自分から正直に話したほうが、ずっといい。それに、ウネンは、この重苦しい気持ちをこれ以上一人で抱えていることができなかったのだ。
　おそるおそる戸口へまわり、ゆっくりと息を繰り返して気持ちを落ち着かせる。ウネンが戸に手をかけた時、中から、微かな、何かを啜るような音が聞こえてきた。
　立て付けが悪く、どんなに頑張ってもきちんと閉まりきらないおんぼろの戸。ウネンは、そっとその隙間に目を近づけた。
　薄暗い小屋の中、母の背中が見えた。母は、前屈みになって、一心不乱に手を、頭を動かしていた。
　隙間風が小屋の中から運んでくるのは、甘酸っぱい良い匂い。川の向こう、ウネンが近づくことすら許されない、柵で仕切られた畑から香る、瑞々しい、赤い実の匂い。
　高らかに舌つづみを打ちながら、母は、赤い実を次々と口へ運んでゆく。一つ、また一つ。ああ甘い、ああ美味しい、と、幸せそうに呟きながら。
　ウネンは、音をたてないように気をつけながら、じりじりとあとずさった。自分は、今、見てはいけないものを見てしまったんだ、と悟るとともに、恐怖がウネンの胸に押し寄せてくる。自分が覗いていたことを、母さんに知られてはいけない、と。
　小屋から充分に離れたところで、ウネンは川のほうへ駆け出した。
　お日さまを閉じ込めたかのように艶つや々と輝く赤い実。あんなもの、朝には小屋のどこにも無かった。小屋にあったのは、袋の底に残った、色の悪くなった燕麦の粉としなびた蕪だけのはず。
　川縁かわべりまでやってきて、ウネンは力尽きて草むらに倒れ込んだ。腕に、頬に、草の葉や小枝が突き刺さるが、ウネンは全く気にせず、そのまま手足を縮めて草の陰にうずくまる。
　どれぐらいの時が過ぎたのだろうか、遠くから、ウネンの名を呼ぶ母の声が聞こえてきた。
　ウネンは、のそりと草むらから身を起こした。
　夕焼けを背負って、母がウネンのもとへやってくる。
「ああ、こんなところにいたのかい。かくれんぼかい？　子供は楽しそうでいいねえ」
　母の様子は、いつもと何も変わらなかった。
「……おなかすいた」
「そうだね。わたしも、朝から何も食べていないから、お腹ぺこぺこだよ」
　ウネンは、ぼんやりと母を見上げた。
「何をぼさっとしてるんだい。さっさとお立ちよ。今日はね、蕎麦粉を手に入れたから、晩御飯は蕎麦粥にしよう。奮発して蕪も入れようね」
　
　その言葉どおり、夕食は、細く刻んだ蕪と道すがら摘んだ野草が入った蕎麦の粥だった。いつもと同じ、薄い、薄い粥だった。
　いただきます、と呟いたウネンに、母がにっこりと笑いかけてきた。
「いつか、すごいご馳走を、お腹いっぱい食べさせてあげるからね」
　
　
　次の日も、おばさんはウネンの前に桶を持ってやってきた。
　また次の日も、その次の日も、おばさんはウネンに水汲みを手伝うように言い、それが終わると小さなパンを一つくれた。
　ウネンは、もう、パンを断らなかった。
　いつしか、母に小屋から出されている間、母に内緒でおばさんの畑仕事を手伝うのが、ウネンの日課になっていた。
　おばさんの家には大きなお兄さんが二人いた。二人とも、ウネンに話しかけてくることは殆ほとんどなかったが、特に嫌な顔もせず、ウネンにあれこれ仕事を頼むおばさんを、黙って見守っているようだった。
　一度、隣町にお嫁に行ったという一番上のお姉さんが、小さな子供と赤ちゃんを連れてやってきた時は、その子のお守りを頼まれた。まだ三つだというのにウネンよりも身体が大きいやんちゃ坊主に、ウネンはほとほと手を焼いたが、その時のお礼は、舌がとろけそうなほどに甘い焼き菓子だった。
　
　
　そうやって一箇月が過ぎた、ある夏の日のことだった。
　ウネンは、いつもどおり、おばさんのあとをついて水が入った桶を抱えて歩いていた。
　一歩一歩、歩みに合わせて揺れる水面が、太陽の光を映してきらきらと光っている。時折ざぷんと大波がおこって、しぶきが鼻先にかかるたびに、ウネンはくすぐったさに目を細めた。
　森のほうから吹いてきた風が、頬を撫でる。
　ふと、誰かに名前を呼ばれたような気がして、ウネンは足を止めた。
　まさか、もう母がウネンを呼びに来たのか、と、おののきながら振り返れば、道の少し先に、大きな鞄を背負った大人の男の人が一人、立っているのが見えた。
　枯れ草色の長い髪を、首の後ろで緩く編んだその人は、何かを探しているかのように、きょろきょろと辺りを見まわしている。
　ウネンの耳元で、また、風が、囁いた。
　声ならぬ声が、ウネンの身体に染み込んでいく。まるで、土の上に落ちた水滴のように、ほんの一瞬だけ表面を潤ませ、それからみるみるうちに中へと吸い込まれていく。
　気がつけば、ウネンは、消えゆく囁きをなぞるようにして、唇を動かしていた。
「ウネン、エンデ、バイナ……」
　男の人が、勢いよくウネンを振り返った。驚いた表情のまま、ゆっくりとウネンに向かって歩いてくる。
　ウネンの目の前で、その人は、しゃがみ込んだ。碧の瞳が真正面からウネンの目を覗き込み、掠れた声が問いかけてくる。
「今、何て言った？」
「え……」
　自分は、何かいけないことを言ってしまったのだろうか。ウネンが、ごめんなさい、と謝ろうとしたその時、背後からおばさんの大きな声が降ってきた。
「ちょっと、あんた！　その子に何の用だい！」
「え？　いや、あの」
　男の人は、困ったような顔をして立ち上がった。
「用というか、ええと、その、怪しい者ではありません」
「口では何だって言えるさ。さっさとその子から離れな。人を呼ぶよ、この人攫い！」
　その場に水桶を置いて、おばさんがずかずかとウネン達のところまで戻ってきた。そして、ウネンを押しのけ、男の人の前に立つ。



「まさか！　私は、医者です。こちらへは今日やってきたばかりですが、昨日まで、隣町に滞在しておりました。嘘だと思うなら、どうか隣町に問い合わせて……」
　男の人が話し終わらないうちに、おばさんが驚いたような声をあげた。
「隣町って、もしかして、あんたが『ヘレー先生』かい？」
「あ、はい」
　おばさんが身を乗り出した分だけ、男の人が後ろに下がった。
「ああ、確かに、枯れ草色の三つ編みだ。あたしの娘が隣町にいるんだけど、頼りになるお医者先生がやってきた、って言ってたんだよ。なんだい、隣町に腰を落ち着けるんじゃないのかい」
「あ、ええ。旅の途中なもので」
「で、お医者先生が、何のご用だね」
「いや、その、道を歩いていて、誰かに呼び止められたような気がして……、そうしたら、その子が……」
　そう言いながら、あらためてウネンを見おろした男の人が、言葉の途中で口をつぐんだ。そして、今度はまじまじと、ウネンの頭のてっぺんから足の先までを、なめるように見つめた。
　再び、男の人がウネンの前にしゃがみ込んだ。ウネンの抱える水桶を、そうっと取り上げ脇に置く。それから怖い顔でウネンの腕を手に取った。
　ウネンは、身動き一つできないまま、ただ身体を硬くした。
　男の人は、なにやらウネンの腕を擦ったり撫でたりしたのち、ウネンの目の周りを軽く押さえた。目を覗き込み、口の中や舌までも見せるように言い、最後にウネンの手の先――爪――をじっと見つめて、さっきまでよりもずっと低い声で、おばさんに向かって語りかけた。
「この子は、あなたのお子さんですか？」
　おばさんは、大きく息を吸い込んでから、「いいや」と静かに答えた。
　
　
　先生に相談があるんだけど。そう言っておばさんが男の人を連れて家の中へと入っていった。
「これ食べて、外で待っておいで」
　そう言ってパンをくれたおばさんも、男の人も、二人とも何か少し怖い顔をしていたので、ウネンは素直におばさんの家の前で待っていた。今日は畑の仕事はしなくてもいいのかどうか、少しだけ気になったが、二人のお兄さんも何も言わなかったので、木陰に座り込んで、石を弾いて遊んでいた。
　
　しばらくして、男の人がおばさんの家から出てきた。さっきとは違って、小さな鞄を一つだけ手に持って、さっきと同じ少し怒っているような顔で、一人でどこかへと行ってしまった。
　男の人を見送ってから、おばさんがウネンに、畑の草取りをしよう、と言った。いつもと変わらないおばさんの様子に、ウネンは心の底からほっとして、頷いた。
　
　日も傾き、そろそろ母がウネンを呼びに来る時間が近づいてきた。
　ウネンが、おばさんに「もう帰る」と言おうとした時、道のほうから人影がやってくるのが見えた。
　さっきの男の人と、もう一人。男の人の少し後ろを歩いてくるのは、ウネンの母だった。
　その瞬間、ウネンは身体を誰かにひねりあげられたような気がした。お腹の中のパンやら水やらが、あっという間に胸の辺りまでせり上がってくる。
　母さんに、知られた。おばさんと一緒に、しかもおばさんの畑にいるところを見られた。
『母さんよりも、余所のおばさんのほうがいいっていうの？』
　刺々しい声が、ウネンの耳元にくっきりと甦る。
　このままでは母さんに見捨てられる。見捨てられてしまう――
「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい！」
　頭を抱えて、できうる限り身体を小さくして、ウネンはその場にしゃがみ込んだ。こうする他に嵐をやり過ごすすべを、ウネンは知らなかったのだ。
「大丈夫だよ」
　優しい声が、ウネンの頭を撫でた。おそるおそる顔を上げれば、碧色の眼が、ウネンのすぐ目の前にあった。
「君が謝らなきゃいけないことなんて、何も無い。何も無いんだ」
　枯れ草色の頭の向こう側で、母があきれかえったように息を吐くのが見えた。
「ウネン、お前は、今日からこの人と一緒に行くんだよ」
　ウネンの後ろから、「ええっ？」と驚くおばさんの声が聞こえる。
　母は、「じゃあね」と言ってウネンに背を向けた。その拍子に、頭の横で何かがお日様の光を映してきらきらと輝いた。赤と、橙と、色んな色の石のついた、とても綺麗な髪飾りだった。
　
　
　ウネンにとっては、母と別れることの悲しみよりも、これからどうなるのかという不安のほうが大きかった。だが、三食きちんと与えられる食事が、ほどなく不安の大半を打ち消した。宿屋の寝台は小屋の寝床よりもずっと快適だったし、野宿の時ですら柔らかな毛布がウネンを包み込んでくれた。
　男の人――ヘレーは、とても優しかった。ご飯を食べさせてくれるだけでなく、色んなことをウネンに教えてくれた。道端に生えている草のこと、森や土や川のこと、自分達が今いる場所のこと、道ゆく人々のこと。空っぽのお腹に食べ物が入るようになって体力がついてきたように、沢山のことを知れば知るほど、思考が鮮明になっていくのが自分でも分かった。
　知識が増えれば増えた分だけ、解らないことも増えていった。「なぜ？」「どうして？」とのウネンの問いに、ヘレーは根気よく答えてくれた。時には、ヘレーも解らないことに行き当たることもあったが、彼がウネンの質問を無下にするようなことは一度たりともなかった。
　だが、ウネンには、ヘレーにどうしても訊けないでいることがあった。
　何故ヘレーはウネンを引き取ってくれたのか。あの時、ヘレーはウネンの母とどのような話をしたのか。
　どんな答えが返ってくるのかを想像しようとするだけで、得体のしれない不安感がウネンの胸を締め上げた。
　はっきりしていることが、一つだけある。それは、ウネンが母にとって、あの髪飾り以下の価値しかなかった、ということだ。
　瞼の裏に刻み込まれた、幾つも輝石を嵌め込んだ銀の髪飾り。ウネンは、思いっきり強く目をつむったのち、そうっと瞼を開いた。
「さて、そろそろ行こうか、ウネン」
　荷物をまとめたヘレーが、ウネンに手を差し伸べる。また次の町へ出発する時が来たのだ。
　ウネンは、「うん」と大きく頷いた。たとえヘレーにどんな思惑があるにせよ、彼が望むことなら、それに従おう。ウネンはきつく唇を引き結ぶと、ヘレーの大きくて暖かい手をとった。
　
　
　およそ一年間の放浪を経て、ヘレーはとある森の中で打ち捨てられていた小屋を見つけた。近くの町をまわり、その小屋が既に誰のものでもないことを確認したヘレーは、小屋を改修し、荒地と化していた小さな畑を甦らせ、そこでウネンとともに暮らし始めた。
　定住するにあたって、ヘレーは医業を表に出さなかった。二人が当面暮らしていくに足る蓄えがあったからだろう、彼は薬屋を名乗って、自分が作った薬を一番近い町の医者に売って生活することにした。
　幸い、ヘレーが商売相手に選んだ医者は、腕の良い、話の分かる男だった。彼がヘレーの薬を高く評価してくれたおかげで、ヘレーは蓄えを殆ほとんど切り崩すことなく、ウネンと二人、森の奥で慎ましく、だが不自由はなく、生活していくことができた。
　
　
「王手」
　そう言ってウネンは、少しだけ申し訳ない気分で、駒を盤上に置いた。
　途端に、対戦相手がテーブルに勢いよく手をついて咆哮する。
「ちょっと待てよ！　まだ僕は考えてる途中だったんだぞ！」
「見苦しいぞ、シモン。お前はウネンよりもお兄ちゃんだろう？」
　ミロシュが、豪快に笑って、息子の髪をわしわしと乱した。
「小さかったら、ズルしてもいいのかよ！」
「ズルって、お前、今ウネンに、もういいか、って訊かれて、『いいよ』って言ってただろが」
「そのあとで『やっぱナシ』って言ったんだよ！」
「そんなこと、全然聞こえなかったぞ」
「……ちょっとだけ小さな声だったから、聞こえにくかったかもしれないけど」
　唇を尖らせるシモンの手元に、ヘレーが湯気の立つカップをそっと置いた。
「ウネンと遊んでくれてありがとう。お茶でも飲んで、いっぷくしようか。ほら、ウネン、シモン君達が持ってきてくれたお菓子だよ。ゾラさんが焼いてくださったんだそうだ。皆でいただこう」
「うわあ、ありがとう、シモン！」
　ウネンは、大慌てでテーブルの上を片付け始めた。たまにご馳走になるゾラの手料理は、頬っぺたが幾つあっても足りないほど、美味しかったからだ。
「感謝しろよな」
「お前が作ったんじゃないのに偉そうに言うな」
　ぺしんと頭をミロシュにはたかれ、シモンがふてくされた顔になる。
　ヘレーが籠の覆いを外した途端、香ばしい木の実の匂いが辺りにふわりと広がった。あっという間に口の中に唾が溢れてきて、人数分のお皿を並べる間すらもどかしく思える。
　いただきます、と四人の声が綺麗に揃ったあとは、菓子を頬張る音以外何も聞こえなくなった。
「なあ、ヘレー、いいかげん町へ出てこないか」
　一息ついたところで、ミロシュがヘレーを見やった。「お前、本当は医者なんだろ？　イェゼロに来れば、もっと楽な暮らしができるぞ」
「自分から商売敵を作ろうとしてどうするんだ」
　ヘレーが悪戯っぽく口角を上げるが、ミロシュのほうも負けてはいない。にやりと不敵な笑みを浮かべて、「商売敵が一人増えたところで、どうってことないさ」と言い返す。
「それに、ウネンだって、もうすぐ八つだ。いつまでもこんな森の中に閉じ込めておくわけにはいかないだろう」
　ヘレーはムッとした表情を浮かべたものの、小さく溜め息をついてから、すぐに眉間を緩めた。
「……君が、こうやって時々ここにシモン君を連れて来てくれる理由は、よく解っているつもりだ。とても感謝しているよ」
「なら、さっさと町に来ればいい。大人のお前が好きで引き籠もるのは構わんが、それを子供にまで強要するのはどうなんだ」
　ミロシュが、テーブルに肘をつき、少し前屈みになってヘレーを睨みつける。
　ウネンはもぞもぞと椅子の上で身じろぎをした。ウネン自身は、今の森での生活に全く不満がなかったからだ。家事や畑仕事は勿論のこと、薬作りを手伝うのも、とてもやり甲斐があって楽しかったし、空いた時間にはヘレーが勉強を教えてくれる。常々ミロシュが必要性を主張している「同年代の子供との交流」に割く暇など、逆さに降っても出てきそうにない。
「君が言いたいことは、よく解る。だが、私は……私達は、ここを出るわけにはいかないんだ」
「何故だ」
　ミロシュが苛立たしげに問う横で、シモンが涼しい顔で「ごちそうさま」と立ち上がった。
　ミロシュもヘレーも気まずそうな表情を浮かべて、互いに互いから視線を逸らせる。
「ウネン、今度は木登りで勝負だ。どの木に登るかは、特別にウネンに選ばせてやるよ」
「……あ、うん」
　大人達の話の行方が気になったが、ウネンはシモンの心遣いを受けることにした。「行ってきます」と言い置いて、シモンのあとを追ってテーブルを離れる。
　ウネンが扉を閉める直前、ヘレーが苦渋の声を漏らすのが聞こえた。
「頼む、ミロシュ。今はまだ何も訊かないでくれ」
　ミロシュの返事を待つことなく、ウネンは静かに扉を閉めた。
　
　
　結局、それからもヘレーとウネンの生活は大きく変わることなく、月日は淡々と過ぎていった。
　そして、今から三年前。ウネンが十二歳の誕生日を迎える直前の、陽光うららかな晩春の午後、イェゼロの町のあるバボラーク領一帯は、突然の激しい地震に襲われた。
　その時、ウネンとヘレーは、小屋よりも更に森を奥に行った、薬を作るための蒸留炉の前にいた。
　地響きとともに、いきなり誰かに足払いを喰らったかのような衝撃を受け、ウネンはあえなく地面に尻もちをついた。続いて、腹の底を直接揺さぶる、容赦のない横揺れ。森中の木々がおののき、野鳥が一斉に空に飛び立つ。煉瓦を積んで作った、ヘレーの背丈ほどの蒸留炉が、歯ぎしりのような音をたてて崩れ、ガラス瓶が砕ける音が何度も辺りに響き渡った。
「大丈夫か、ウネン！」
　傍の立ち木に縋りつくようにして、ヘレーが叫ぶ。ウネンは、返事の代わりに何度も大きく首を縦に振った。
「ヘレーさん、炉が……」
「そんなことよりも、町だ」
　ヘレーが、険しい眼差しを木々の向こうへ投げた。「これは、大変なことになっているぞ……」
　ウネンは、ごくりと唾を呑み込んだ。僅か二メートルにも満たない高さの蒸留炉が、無残にも崩れ落ちてしまったのだ。それ以上の高さを持つ家屋がどうなるか、想像に難くない。
「……行こう。ウネン」
「うん」
　幾度となく揺り返しが訪れる中、二人は小屋へと取って返した。ヘレーは、戸棚の奥に大切に仕舞ってあった診療鞄をウネンに持たせ、自分は消毒薬をはじめとする陶器瓶が詰まった鞄を背負うと、西へ、イェゼロの町へと急ぐ。
「ウネン」
　進行方向をじっと見据えたまま、ヘレーがウネンの名を呼んだ。
「何？」
「私は、かつて、我が身にふりかかった苦難から、逃げてしまった」
　ウネンは、小走りでヘレーを追いかけながら、黙って話の続きを待った。
「だが、この災厄からは、逃げてはいけない、と思う。たとえ、この、穏やかな暮らしを失うことになろうとも」
　すまない、ウネン。そう呟いたヘレーの声は、ウネンが今まで聞いたことがないほど、硬かった。
「ちから持てる者には、それ相応の義務が生じる。私は、医師としての私の務めを果たそう。手伝ってくれるか、ウネン」
　不安に押しつぶされそうになりながらも、ウネンは、力強く「はい」と頷いた。
　
　イェゼロの町は、惨憺たる有様だった。
　ケヌ川にかかる橋はことごとく落ち、堤が崩れているところまである。水車小屋は川の中へと傾き、流されてきた橋の残骸を引っかけて堰のようになっていた。二階建て以上の建物はほぼ例外なく傾き、中でも石積みの塀や壁は、単なる瓦礫の山と化していた。木造平屋の家ですら、屋根が落ちてしまっているものも少なくない。
　ヘレーは、真っ先にミロシュの診療所へと向かった。



　川の両岸で揺れのほどが違っていたのだろう、診療所のある一角は、比較的無事な建物が多かった。ミロシュの家も、二階建てにもかかわらず殆ほとんど無傷であるようだった。奮発して備えつけた診療室のガラス窓は、全て割れてしまっていたが。
「ヘレー、来てくれたのか！」
　ヘレー達の姿を見るなり、ミロシュが安堵の表情を浮かべた。
　ヘレーとウネンは、既に診療所の中には入りきらなくなってしまっている大勢の怪我人の隙間をぬって、ミロシュの傍ヘ行き、薬の詰まった鞄を手渡した。
「奥の部屋は、重傷の患者用に空けておくんだ。それから、ゾラさんやシモン君にも手伝ってもらって、怪我の程度で患者を分ける。猶予の無い怪我人から先に処置をする。そして、何よりも大切なのは、この治療方針を、先ず皆に周知させること。住民の信頼篤い君にしかできないことだ。怪我人の治療ならば、私もいくらでも手伝うから」
　わかった、と頷くや、ミロシュがゾラとシモンの名を呼ぶ。ほどなく、ゾラが息せき切って駆けつけてきた。青ざめた顔で。
「ねえ、ミロシュ、シモンが、シモンがまだ帰ってこないのよ！」
「なんだって？」
「公会堂にお使いに出してたでしょう？　あんなに揺れたのだから、慌てて戻ってくると思ったのに、まだ」
　表で治療を待つ誰かが、「公会堂は崩れちまったよ！」と声をあげた。
　ゾラが、短い悲鳴を上げて、膝から地面に崩れ落ちる。
　ウネンは、居ても立っても居られなくなって診療所を飛び出した。飛び出したものの、公会堂とやらがどこにあるのか、そもそも自分に何ができるのかも分からず、焦る気持ちを両手で握り締めて、ただその場に立ち尽くす。
「ウネン、こっちだ！」
　後れて飛び出してきたヘレーが、川のほうへと駆け出していった。
　ウネンは唇を引き結ぶと、ヘレーのあとを追った。
　
　公会堂だったものの下からシモンが助け出されたのは、それから二時間後のことだった。
　救出が短時間で済んだのは、小柄なウネンが瓦礫の隙間に入り込んで、シモンが埋もれている場所を特定することができたからだった。尤もっとも、崩れてきた瓦礫によって、すんでのことでウネンも生き埋めになってしまうところだったのだが。
　瓦礫崩落によって受けた怪我の痛みをじっと我慢して、ウネンはシモンの処置が終わるのを待っていた。シモンのために、そして、シモンの両親のために、この世の全ての神に祈りながら。
　
　
　地震が起きた日から二週間が経った。
　日ごとに、帰らぬ者を探す人々の姿が減り、帰らぬ人を送る者達は増え続けた。弔いの鐘の音が、町の空に延々と鳴り響き続ける中、ミロシュの診療所は、押し寄せる怪我人や病人で相変わらず混み合っていた。
　地震が起こったのが冬や夏といった厳しい季節だったらば、今、診療所に列を成す人々の中からも、何人もの更なる死者が出てしまっていたことだろう。だが、幸いにも今は艶陽えんよう、花咲き乱れる晩春である。家を失った人々が寒さに凍えることもない。
　それに今回の地震では、水害や日照りと違い畑や果樹には大した被害が出なかった。今は食料が不足していても、もう少し我慢すれば、小麦の収穫の季節もやってくる。依然として余震は続いていたが、人々は、一人、また一人と俯いていた顔を上げ、少しずつ前へと進み始めた。
　ヘレーとウネンはあの日以降森へは帰らず、ミロシュの家に泊まり込んでいた。ヘレーはミロシュとともに怪我人の手当てを、ウネンはゾラの手伝いを、それぞれ自分にできる精一杯の仕事を、日々確実にこなしていった。
　その日も長い一日が終わり、ウネンは診療所の奥にあるミロシュの家の居間で、ゾラと遅い夕食を摂っていた。
　ミロシュよりも一足先に仕事を切り上げたヘレーが、シモンを診に二階へあがる。
　ゾラ達がヘレーの分の食事を食卓に並べ終えた時、どかどかと乱暴な足音とともに、ミロシュが居間へと飛び込んできた。
「どういうことだ、ヘレー！」
　声を荒らげたはいいが、室内に肝心の本人の姿が見えないことに気づいて、ミロシュはばつの悪そうな表情で口をつぐむ。
「ヘレーさんなら、さっき、シモンを診察しに上へ行ってくださったわよ」
「あ、ああ、そうか」
「何があったの？　そんな怖い顔をして」
　咎めるようなゾラの問いを受けて、ミロシュがきまり悪そうに頭をかいた。「いや、その、なんだ」と、口ごもりながら、視線を宙に彷徨わせる。
　しばしのち、階段の軋む音が上のほうから聞こえてきた。
　ミロシュは、再び眉間に深い皺を刻んだ。居間に下り立ったヘレーの前へと大股で進みゆき、仁王立ちになってその進路を塞ぐ。
「ヘレー、お前、アムに子供のことを訊かれて、地震で死んだ、と答えたそうだな。さっきアムの奥さんから、お悔やみを伝えてくれと言われたぞ」
　驚きの声を漏らすゾラの横で、ウネンは静かに記憶の糸を手繰った。三年前に小屋を修繕してくれた大工さんが、確かアムという名前だったはず、と。
　ミロシュは、ヘレーをじっと睨みつけ、殊更に低い声で凄みをきかせた。
「どういうつもりか知らんが、勝手に死んだことにされたウネンの気持ちを考えてみろ」
「ウネンはもう承知してくれている」
「なんだって？」
　素っ頓狂な声ののち、ミロシュがウネンを勢いよく振り返った。
　ウネンは、ミロシュにゆっくりと頷いてみせる。
　わけが解らないという顔で呆然と突っ立つミロシュをよそに、ヘレーは、独白にも似た調子で、淡々と話し始めた。
「独り身を装うことができればよかったのだが、子供の存在を知っている人がいる以上、それは無理だというものだろう。だが、幸い、君達一家以外に、ウネンの顔や名前をはっきりと認識している者はいないようだから、今ならまだなんとかなる」
「どういうことだ」
　ミロシュの険しい眼差しを、ヘレーは真っ向から受け止めた。
「ミロシュ、これからは、ウネンと私とを、互いに赤の他人として扱ってほしい」
「だから、どういうことだと言ってるんだ！」
　再びミロシュが声を荒らげるも、ヘレーの表情は僅かとも揺るがない。
「どうして私達が町へ出てこないのか、君は再三に亘って訊いていたな」
「……ああ」
　話の行く先が読めないのだろう、心持ち不安げにミロシュが首肯する。
　ヘレーはそっと目を伏せた。
「私は……かつての仲間から追われているんだ」
「追われている？」
　おうむ返しに聞き返してから、ミロシュは大きく両の眉を跳ね上げた。
「って、お前がここに来たのは、六年も前だろう。これだけ月日が経っても、まだ追われているというのか？」
　ヘレーが、無言のままに顔を背ける。
　ミロシュが大きな溜め息をついた。
「一体お前は、何をやらかしたんだ」
　ウネンは、ミロシュとヘレーとを交互に見つめた。
　先刻ヘレーが言ったとおり、ウネンはミロシュに先んじて、既にヘレーからこの件について告げられていた。だが、全ての発端である「何故ヘレーが追われる身となったのか」については、ヘレーは一切教えてくれなかったのだ。
　もしかしたらヘレーは、ミロシュにならその理由を語るのではないか。ウネンの期待もあえなく、ヘレーは静かに目を伏せただけだった。
　そんなヘレーを、ミロシュはしばし黙って睨みつけていた。そうして、もう一度深い溜め息を吐き出して、そっと眉間の皺を消した。
「俺も、それなりに人を見る目はあるつもりだ。お前が悪い奴じゃないのは、見てて分かるさ」
　ありがとう、と、掠れた声が、居間の空気を揺らした。
　ミロシュは、仕切り直しとばかりに大きな動作で両手を腰に当て、ヘレーの顔を覗き込む。
「で、その追っ手に見つかるかもしれない、と、お前は考えているんだな」
「かもしれない、ではないんだ。ひとところでこれだけ派手に活動すれば、間違いなく私は捕捉されるだろう。あとは、もう、時間の問題だ」
　ヘレーは、今まで見たこともないぐらいに切羽詰まった表情を浮かべて、ミロシュを正面から見つめ返した。
「私は、君達を、何よりウネンを、この面倒事に巻き込みたくない。君達なら、私とは単なる商売上の付き合いしかなかった、と言い張ることができるだろう。だが、ウネンの場合はそうはいかない。だから、どうにかして私とウネンの結びつきを隠す必要がある」
「ヘレー、まさか、お前……」
　ミロシュが、大きく息を呑む。
　ヘレーが、どこか寂しそうな笑みを浮かべた。
「ミロシュ、君はこの間、三つの願いを聞いてくれる、と言ってくれたね」
　シモンの命を助けてくれた礼をしたい、とのミロシュの申し出を、ヘレーは頑なに辞退していた。「俺の気が済まない」と何度も訴えかけるミロシュに対し、ヘレーがあまりにも頑固に首を横に振るものだから、ついにはミロシュは、冗談めかせて童話をもじるに至ったのだ。
　おそるおそる首を縦に振るミロシュに、ヘレーは右手の指を一本ずつ順に立ててみせた。
「一つ目、追われている理由について、もうこれ以上詳しいことを訊かないでほしい。二つ目、時が来たら黙って出て行かせてほしい。そして、最後の一つは……、どうかウネンを、君のところに置いてやってくれないだろうか。ウネンのために町に出てこい、と言っていた君ならば、私が何を考えてこの結論に至ったか、理解してくれるだろう？」
　ミロシュは、しばらくの間、微動だにしなかった。ただ無言で、ヘレーを見つめ続けた。
　やがて彼は、ふらついた足取りでテーブルのほうへあとずさると、糸が切れた操り人形のように、傍らの椅子にがくりと腰をおろした。
「どうあっても、一人で出て行く、と、そういうことなんだな」
「ああ」
　静かに頷いて、それからヘレーは、懐から袋を取り出した。
　ウネンには、その袋に見覚えがあった。旅をしていた頃から、いつも鞄の底に大切に仕舞い込んであった、非常用の革袋。先刻、二階のシモンの部屋でミロシュの声を聞いて、部屋から持って降りてきたのだろう。
　ヘレーは、テーブルの上にその中身をあけた。
　幾つもの輝石や、黄金色の貨幣が、ランプの光を反射して部屋中に光を振り撒いた。
「こんなものではとても足りないだろうが、これをウネンの養育費に……」
　ヘレーが終いまで言いきらないうちに、ミロシュが「要らねぇよ」とぶっきらぼうに口を開いた。
「俺を見くびるなよ、ヘレー。そんなものが無くったって、子供の一人や二人、余裕で養ってやるさ」
　ミロシュの瞳には、もう一片の迷いも見られなかった。
　とはいえ、ミロシュはすぐに何かに思い当たった表情を浮かべ、少しだけ遠慮がちに、「構わないよな」とゾラに同意を求める。
　ゾラは、にっこりと微笑むと、傍らに立つウネンの肩を力強く抱き寄せた。驚きのあまり硬直するウネンに、悪戯っぽい表情で片目をつむってみせる。
「勿論よ。二人目は女の子がいいなあ、って、ずっと思ってたから、願ったり叶ったりだわ！」
「それに、ウネンはお前から色んなことを教わってるんだろ？　シモンの奴よりも頼りになりそうじゃないか。大歓迎だ」
　そう言って、ミロシュはウネンに笑いかけた。
　ウネンは、ゾラに肩を抱かれたまま、ミロシュに心から「ありがとうございます」と礼を言った。
　勿論、来るべきヘレーとの別離を考えるだけで、ウネンの胸は万力に締め上げられたかのようにぎりぎりと痛んだ。だがそれでも、自分という存在が、そしてヘレーの望んだことが、ミロシュとゾラに受け入れられたという事実は、闇夜にまたたく星のように、ウネンの心をほんの少しだけ明るくしてくれたのだ。
「ありがとう、ミロシュ、ゾラさん。ウネンも……私の我が儘に付き合わせてしまって済まないな……」
　ヘレーが、ほっと安堵の溜め息をついて、一同をゆっくりと見回した。
　ウネンは、返すべき言葉をすぐに見つけられず、ただ一心に首を横に振った。
　
　四人で相談した結果、「ウネンは行商人の子供で、たまたまイェゼロの町に来ていた時に震災に巻き込まれ、両親を亡くしたため、親の友人であるミロシュに引き取られた」という物語が出来上がった。これから先は、この筋書きを積極的に町の人間に広めていくことになる。
「追っ手が来るぎりぎりまで、全力で君の手伝いをするよ」
「馬鹿言え。どう考えても、俺がお前の手伝いをしている状況だろうが」
　ミロシュの、見事なまでに不貞腐れた表情を見て、ゾラがふき出した。つられて、ヘレーとウネンも、そしてミロシュ本人までもが顔をほころばせる。
　四人の笑い声が、しばし夜の帳を揺らめかせた。
　
　
　それから二箇月と半分が過ぎ、とうとう別れの日がやってきた。
　余所者がやってきたら教えてくれ、と頼んでおいたミロシュの知人の一人が、隣領で見知らぬ二人組がヘレーのことを聞き込んでいたことを教えてくれたのだ。
　その日のうちにヘレーは出立の用意を済ませ、翌朝、まだ暗い中、ミロシュとウネンの二人に見送られて、診療所をあとにした。
「いいかい、ウネン。世界は、君の前に開かれている。そのことを決して忘れてはいけないよ」
　それが、ヘレーが残した最後の言葉だった。
「行ってらっしゃい」
　微かな期待をかけて、ウネンはヘレーに呼びかけた。行ってきます、と、またここへ帰ってくるための言葉を期待して。
　ヘレーは、刹那、目を見開き、それから少し寂しそうに笑って、何も言わずに去っていった。
　
　　　　*　*　*
　
　夜風がウネンの頬を優しく撫でる。
　満天の星に見守られながら、ウネンは静かに言葉を継いだ。
「地図制作の依頼が町の外からも舞い込むようになって、ぼくは思ったんだ。こうやって少しずつ範囲を広げていって、いつか世界地図を作るようになったら、そうしたらまたヘレーさんに会えるかも、って。そうして、今度こそ、きちんとお礼を言いたかった。ぼくを引き取ってくれて、育ててくれてありがとう、って」
　足元に置かれたカンテラの光が、周囲を淡く照らしている。時折揺らめく橙色の炎だけが、今が確かに今であることを示してくれているようだった。



　ここは、クージェの城で一番見晴らしの良い櫓塔、昼間にウネンが矢での襲撃を受けた屋上だ。晩餐会が終わるなり、ウネンはモウルとオーリとともにこの塔の屋上へとあがってきた。ここならば誰に盗み聞きされる心配もないだろう、とのモウルの言葉どおり、見渡す限りの夜空の下に、ウネン達三人の他にひとけはない。
　全てを語り終えたウネンは、残る二人を交互にゆっくりと見やった。
「ヘレーさんは、自分を追っているのは『かつての仲間』だと言っていた。そして、夕方、あの部屋でオーリは、『里』って言ったよね」
　主館二階の控えの間にて、「君が、死んだはずのヘレーの子供でしょ？」とモウルがウネンに問いかけた時、オーリが即座に異議を唱えたのだ。「それじゃあ年齢が合わない」と。
『あんたは今十五歳なんだろう？　あいつが里を出たのも十五年前だ』
　オーリの言葉を今一度頭の中で復唱して、それからウネンは声に力を込めた。
「約束どおり、ぼくは本当のことを言った。だから、そっちも本当のことを教えて」
　はあ、と、大きな溜め息ののち、モウルがオーリをねめつけた。それから、眉間の皺を緩めて、肩をすくめた。
「血の繋がりが無いであろうことを敢えて伏せて煽った僕が悪かったよ……」
「煽っていたのか」
「まあ、あれだ。新しい伴侶を得て、子供をもうけて、ってなふうに、第二の人生を謳歌していたわけじゃなかった、ってことさ」
　オーリに苦笑を投げかけてから、モウルはウネンのほうに向き直った。そして、いつものあの得意げな眼差しで、右の口の端はを引き上げた。
「ちなみに、僕は、君の生まれ故郷こきょうがロゲン近郊じゃないか、と踏んでいる。どう、当たってる？」
「ヘレーの足跡そくせきが一度完全に途絶えたのが、そのあたりだったからな」
「種明かしが早過ぎるよオーリ！」
　抗議の声をあげるモウルに、涼しげな表情で視線を逸らせるオーリ。二人とも、いつになく機嫌が良いように見えるのは、きっと、ウネンから新たな情報を聞き出すことができたからだろう。
　君がヘレーの子供でしょ、との指摘に対し、無理にとぼけることもできなくはなかったが、ウネンは、正直に話す、という選択肢を選んだ。ウネンの持つ情報と引き換えに、彼らにも「嘘」を手放してもらうために。そして何よりも、彼らが敵か味方かはっきりしない現在のこの状況に、ウネンはすっかり辟易してしまっていたからだ。
「『ロゲンの地図を作って』って言ったのは、ぼくに揺さぶりをかけていたんだね」
「ご明察」
　モウルが、実ににこやかな笑みを浮かべた。
「まさか彼が子供を連れているなんて、誰も思っていなかったからね。それで、ロゲンで一旦追跡の糸が途切れてしまったんだろうね」
　そう言って、モウルは傍らのオーリを見た。「そうだな」と言う相棒の相槌を得たのち、再びウネンと視線を合わせてくる。
「でも、彼が医業を行う限り、再び捕捉されるのは時間の問題だっただろう。そういう意味では、君を連れて一年で、森の中に引き籠もったのは、大正解だったと思うよ」
　人里と距離を置き、ひっそりと隠れ過ごした六年間。ウネンにとっては、申し分のない楽しい日々であったが、ヘレーにとっては、どうであったのだろうか。そんな疑問があらためて胸の中に湧き上がってきて、ウネンは奥歯を噛み締めた。最終的にヘレーがたった一人で町を出ていった事実を考えると、間違いなくウネンの存在は、彼の足枷となっていたに違いない。
「それにしても、まいったなあ。ここまで赤裸々に語ってもらったからには、僕らもそれなりにお返しをしなきゃならないような気がしてきたぞ」
　ふう、と大きく肩を落として、モウルは、苦笑とも巧笑ともつかない笑みを浮かべた。傍らのオーリを見やって、「どうする？」とでも言いたげに両眉を上げる。
　オーリが、大きな溜め息を吐き出して、一歩前に出た。
「俺達とヘレーは同郷だ。彼が無断で里から持ち出した秘伝の書を取り戻すために、彼を追っている」
　口が達者なモウルではなくオーリが語り始めたということに、ウネンは少し驚いたが、すぐに気を取り直して、オーリに問いかける。
「伝説の魔術師『ノーツオルス』の依頼というのは嘘だったんだ」
「……全部が嘘、というわけではない」
「じゃあ、どこまでが本当なわけ？　そもそも、ぼくが聞いたことのある『ノーツオルス』と、君の言う『ノーツオルス』って同一人物なの？　それ以前に『ノーツオルス』って本当に存在するの？」
　しばらく待ってみても、オーリは何も答えなかった。相変わらずの仏頂面で、口を横一文字に引き結び、眉間に深い皺を刻んでいる。
　ウネンは、これ見よがしに溜め息をついた。
「ぼくを監視してる、って言ったよね」
　ウネンの言葉を受けて、先刻とは逆に今度はオーリがモウルを睨みつけた。
　モウルが、白々しいすまし顔で、明後日の方角を向く。
　オーリは、しばらくの間冷ややかな目つきでモウルを見つめていたが、やがて諦めの表情でウネンに視線を戻した。そうして、一音ずつに力を込めるようにして、静かに語りかけてくる。
「知識は、ちからだ。そして、不必要に大きなちからは、世にいらぬ軋轢を生む。今回のヴルバのことがいい例だ」
「でも、ヘレーさんは、ぼくが知る限り何も揉め事をおこしていない。それどころか、沢山の人を助けてくれた」
　そこで言いよどむオーリに変わって、モウルが静かに口を開いた。
「今のところは、ね」
　それはどういう意味なのか。ウネンの表情を読んだか、彼女が問うよりも先に、モウルが説明を付け足した。
「この先も彼が善い人であり続ける保証はどこにもない。それに、彼が良かれと思ってとった行動が、裏目に出ないとも限らない」
「それは、誰でも――ぼくは勿論のこと、たとえ君達でも――同じことだ。そして、ぼくには、君達のほうがヘレーさんよりも胡散臭く思える」
「そりゃあ、この間知り合ったばかりの奴よりも、何年も一緒に暮らしてきた人間のほうが、信用おけて当然でしょ」
　やれやれ、と、これ見よがしに肩をすくめるモウルに、ウネンは思うさまムッとした表情をしてみせた。それから、腹の底に気合いを込めて、ここぞとばかりに切りつける。
「そういう問題じゃない。君達が未だ嘘を言っているからだ」
　その刹那、オーリが、ぐ、と息を詰めた。
　ウネンを見つめるモウルの目が、僅かに細められる。
「君達の目的は、秘伝の書を取り返すことだけじゃない。だって、ヘレーさんに勉強を教わったぼくも監視対象になるんだからね。それに、さっきモウルは『知識の拡散を防ぐ』とも言った。ということは、秘伝の書と一緒にヘレーさんも連れ戻す必要があるはずだ」
　ウネンは、主館の控えの間で聞いたモウルの言葉を思い返していた。臓腑が冷えるほどの恐怖に再び襲われながら、気力を振り絞って、話を続ける。
「なのに、君達はそのことをまったく考慮してないように見える。加えて、君達の前任者の、『お前を決して許さない』という言葉……」
　そこで一旦言葉を切って呼吸を整えてから、ウネンは二人を交互に睨み据えた。
「正直に答えて。君達はヘレーさんを殺す気だね」
　一際強い風が塔の屋上を走り抜け、カンテラの炎が三人の影を大きく揺らめかせた。
　モウルも、オーリも、何も言わなかった。無言のまま、身動き一つせず、静かな眼差しをウネンに注ぐ。
　沈黙の指し示すもの。それが何か理解したウネンは、精一杯眉を吊り上げると、二人に向かって宣言するように言い放った。
「ヘレーさんを、殺させやしない」
　息苦しいほどの静けさが、しばし辺りを支配した。風の音と揺れる炎だけが、過ぎ行く時を刻み続ける。
　唐突に、オーリが深く嘆息した。
「明確に『殺せ』という命は受けていない。ただ、状況によっては、それもやむなし、とは言われている」
　淡々と言葉を返すオーリの横で、モウルが、「言っちまった」と言わんばかりの表情を浮かべて、右手で額を押さえる。
　オーリは、表情一つ変えずに、更に語り続けた。
「だが、俺も、ヘレーを殺すつもりはない。奴には果たすべき責任がある。生きて里に戻ってもらわなければならん。罪を贖あがなうのはそのあとだ」
「罪？　貧しい娼婦の子供に勉強を教えたことが？　怪我人や病人の命を助けたことが!?　知識が災厄を引き寄せるとか言うけど、ぼくにとっては君達こそが災厄だ！」
「そのせいで人の世が滅ぶかもしれなくとも、か！」
　オーリが語気を荒らげた瞬間、突然のあの〈囁き〉が、ウネンの胸でぱちんと弾けた。
　ウネンが息を呑むのとほぼ同時に、オーリが、頭を押さえて上体を折る。
「大丈夫か！　オーリ！」
　モウルが血相を変えてオーリの傍に駆け寄った。
　相棒の手を支えに、オーリがゆっくりと顔をあげる。大きく肩で息を繰り返して。
　モウルに助け起こされるオーリを見下ろしながら、ウネンは思い出していた。
　旅の途中、そして、森の中、ヘレーがウネンに勉強を教えてくれている時にも、今と同じようなことが何度もあった。ふとした拍子にウネンの耳元を声なき〈囁き〉が震わせたかと思えば、そのたびに、ヘレーは僅かに顔をしかめ、痛みをこらえるかのように頭を押さえていた。
「大丈夫か」
　モウルが、もう一度同じ言葉を繰り返した。その表情からは、いつもの飄々たる余裕が、きれいさっぱり削ぎ落とされている。
「大丈夫だ」
　苦笑とともに応えるオーリの声に、かつての、「大丈夫だよ」と微笑む声が重なる。
　しかし、懐かしい記憶は、オーリの次の言葉によって、粉々に打ち砕かれた。
「ヘレーは、逃亡の際に、何の罪もない一人の人間を殺めている。それが、奴の犯した罪だ」
　
　
　
　めでたく、王の補佐官ハラバルの助手として王城に住み込むことが決まったウネンは、ミロシュ達に報告するために、一度イェゼロの町へ戻ることになった。ウネンの出仕を我がことのように喜ぶイレナとともに、徒歩で五日の帰途につく。
　そして、街道をゆく二人の傍らには、護衛としてオーリとモウルの姿もあった。
　
　王都を出て三日目の夜。四人はケナという町に投宿した。
　日没前からパラパラと降り始めた雨が、今は激しい雷雨となって宿屋の屋根を叩いていた。窓にかかった鎧戸の隙間から、霧のように細かな雨のしぶきが、ひっきりなしに部屋の中へと吹き込んでくる。ひんやりとした風のおかげで、蒸し暑さをあまり感じずにいられるのが、せめてもの救いだ。
　王から路銀を賜ったこともあり、ウネン達は今晩は宿屋からランプを借りることにした。少し贅沢かなとは思ったが、狂ったように咆哮し続ける嵐の音を聞いているうちに、何か善からぬモノが周囲の闇から這い寄ってくるような気がしたからだ。
　窓際の小机に置かれたランプが、天井に何重もの光の輪を描えがく。部屋は、荷物を床に置けば足の踏み場がなくなってしまうほどに狭かったが、芯を絞った頼りない光では、その隅々までは照らしきることはできない。それでも、部屋の窓を震わせる得体のしれない怪物の声を、単なる風雨の音へと引き戻すには充分だった。
　ウネンが、寝台に寝そべって風に揺らめく橙の炎をじっと見つめていると、隣の寝台に腰かけて剣の手入れをしていたイレナが、いつになく静かな口調で「あのさ」と話しかけてきた。
「あの晩、一体何があったの？」
「え？　何のこと？」
　反射的に問い返したウネンに、イレナはオーリ達の部屋がある方向を顎で示してみせた。
「王都を出発する前の晩、あの二人と何か話をしてたでしょ？　一体何を話したの？　あれから皆、なんか様子がおかしくって、すっごく気になるんだけど」
　そう問いかけてくるイレナの眼差しは、とても心配そうだった。
　そう言えば、三日前のあの夜、彼らとともに櫓塔へと向かうウネンを見送る時も、イレナはこんな目をしていたな。そんなことを思い返し、ほどなくウネンは息を呑んだ。我が身のことで手いっぱいなあまり、この三日間イレナがどんな思いでいるのか、今の今までまったく気に留とめていなかった自分に気がついたのだ。
　櫓塔の上で交わされた会話について、ウネンがイレナに話すことができる内容は殆ほとんど無い。だが、話の詳細を語らずとも、イレナを安心させることはいくらでもできたはずだった。ウネンは自己嫌悪を奥歯で噛み砕いてから、寝台の上にきちんと座り直した。
「心配をかけてごめん。実はあの時、彼らに、ヘレーさんのことについて、ぼくの知っていることを話してたんだ」
「そういや、モウルが王様に、ウネンの師匠がどうとか言ってたもんね」
　三日も前のモウルの台詞がするりと出てくるあたり、イレナは、本当にこの件についてずっと気にしてくれていたのだろう。申し訳なさに、ウネンがもう一度謝ろうと口を開きかけた時、イレナが眉間に皺を寄せてウネンのほうへ身を乗り出してきた。
「ね、もしかして、その時、モウルが、ウネンから情報を聞き出そうとして、しょうもないこと言って煽ってきたんじゃない？」
「あー……、うん。だいたいそんな感じ」
「で、三人揃って微妙に落ち込んでいるってことは、ウネン、派手に口喧嘩でもやらかした？」
　悪戯っぽく微笑むイレナに、ウネンはまず目を丸くして、それから、心から「恐れ入りました」と息を吐いた。
「でも、落ち込んでる、かな？　それも、三人揃って？」
「そうよ。様子がおかしいな、ってずっと思ってたんだけど、今、自分で言って気がついたわ。あの二人ね、何かやらかして叱られたあとのウチの弟どもの様子と、そっくりなのよ！」
　イレナと二歳ずつ年の離れた生意気坊主二人組が、「お前が悪い」「お前のせいだ」と互いに責任を転嫁し合ってむくれているところを思い出し、思わずウネンはふき出してしまった。
　それを見たイレナが、得意げな笑みを浮かべて、片目をつむる。
「で、ウネンは、落ち込むの半分、怒ってるの半分、って感じ？」



　イレナの言うとおり、ウネンはまぎれもなく怒っていた。尤もっとも、怒りの対象は、ヘレーのことを人殺し呼ばわりしたオーリ達ではなく、ヘレーの弁明が望めないにもかかわらず、彼に対する糾弾を聞かなければならなくなった、この理不尽な状況に対してだったのだが。
　そして残り半分の「落ち込んでいる」についても、イレナの意見は見事に正鵠を射ていた。オーリ達と知り合ってからかれこれ半月、ウネンは彼らに何度も命を救われた。依頼人と護衛という関係にせよ、ウネンの中には、彼らに対する信頼が多少なりとも生まれてきていたのだ。なのに……。
「オーリは元々あんまし喋んないから、あまり目立った変化じゃないけど、ウネンもモウルも明らかに口数が少なかったわよ。ていうか、黙りこくってるモウルって、何か良からぬことを企んでそうで、本当にやめてほしいんだけど！」
「え、でも、さっきモウル、下で他のお客さんと楽しそうにしてなかったっけ」
　そんなに普段と違っていたかな、とウネンが首をひねれば、イレナが「違ってたわよ」と力説する。
「町に入ってからは、いつもの調子が戻ってきてるみたいだったけど、街道歩いてる時なんか、殆ほとんど喋ってなかったじゃない。本っ当、何か悪巧みしてるとしか思えないっていうか、実際に悪巧みしてるんだったらどうしよう」
　ぶつぶつと悪態をつくイレナに苦笑を投げかけてから、ウネンはそっと目をつむって、今日の昼間の記憶を探ってみた。
　荷物を積んだ馬の手綱を引くオーリと、馬を挟んでその右側を歩くモウル。ウネンを先導するよう前をゆく二人の後姿が、瞼の裏に甦る。
　言われてみれば、確かに、オーリもモウルもこれまでに比べて口数が減っていたような気がした。だが、ウネンの昔語りに、何か彼らを落ち込ませる要素が含まれていたとは思えない。せいぜい、チビの小娘に「お前達こそが災厄だ」と正面切って罵られたことぐらいだろう。そして、その程度のことで彼らが気落ちするとは、ウネンにはとても思えなかった。
　だいたい、彼らはウネンに対してまだまだ多くの秘密を抱えたままでいるのだ。ウネンが、過去の話を洗いざらい彼らにぶちまけたにもかかわらず。塞ぎ込みたいのはこちらのほうだ、そうウネンは胸のうちで溜め息をついた。
　満天の星の下、知識の拡散を防ぐのが目的の一つだ、と、彼らは言った。
　しかし、ウネンがヘレーから教わった知識なぞ、本当にたかが知れている。ウネンを監視する以前に、他にもっと監視すべき人がいるはずだ。……そこまで考えて、ウネンは、今度は羞恥で顔から火が出る思いに襲われた。
「どうしたの、ウネン、顔が真っ赤だけど」
　再び剣の手入れに戻ったイレナが、仕上げ拭き用のフェルト片手に、首をかしげる。
　ウネンは必死で両手を振った。
「き、気のせいだよ！」
　何度も深呼吸を繰り返すものの、思い出してしまった過去の自分の愚かしさが、ちくちくとウネンの胸を苛さいなみ続ける。
　そう、ウネンは今まで、おのれがなかなかの知恵者である、と、うぬぼれていたのだ。なにしろ、イェゼロの町には読み書きのできる者はほんの一握りしかいなかったし、こと算術に限って言えば、ウネンと同等の知識を持つ者は、皆無といってもよいほどだったからだ。
　勿論、医者や鍛冶屋をはじめとする町の大人達は、ウネンには到底太刀打ちできないような多くの知識を有している。しかし、ウネンは日常的にそれらの恩恵に浴していながら、そういった生活に根差した知識を、「在って当然のもの」とばかりに意識していなかった。そうして、文字や数字を扱えるというだけで、自分は特別な人間なのだと、心のどこかで思い上がってしまっていたのだ。
　だが、それは間違いだった。それに、仮に「文字や数字」に限ったとしても、世の中にはウネンなんかよりもずっと知識の深い人間があちこちに存在する。クージェの城での晩餐会にて、あらためてハラバルと話をして、ウネンはそのことを思い知らされた。と、同時に、それまでのおのれの幼稚なうぬぼれを自覚させられ、その場に穴を掘って頭まで埋まりたくなったのだった。
　流石は数学者というだけあって、ハラバルは、ウネンの知らないことを山ほど知っていた。例えば、謁見の際にちらりと言及された三角法もそのうちの一つである。かつてヘレーは、ウネンに、そういう概念があるということは教えてくれていたが、それ以上については、「詳しい数表が手元にないから」と、残念そうに首を横に振るだけだった。
　そのことを聞くなり、ハラバルは晩餐会を中座し、ほどなく一冊の本を手にして戻ってきた。「これは、南のカォメニ王国の数学者が作った数表です」と、嬉しそうに本をウネンに差し出し、それから誇らしげに胸を張った。「今、わたくしは、これよりも更に大きな桁の表を作成している最中なのです」と。
　その時の会話を、すぐ横に座っていたモウルが耳にしなかったはずがない。にもかかわらず、それ以後もモウル達がハラバルに注意を向けている様子はなかった。つまり、彼らの監視対象は、単純に知識の量や深さで決まるものではない、ということだ。
　ヘレーが、里とやらから持ち出した知識。それが、ハラバルには無くてウネンには在るか・も・し・れ・な・い・要素だ。具体的にどのような知識のことを指しているのかウネン自身にもさっぱり分からないが、そんな門外不出の謎の知識が、ウネンから他へと広まることを、彼らは問題視しているのだろう。
　その懸念を解決するための一番簡単な方法は、ウネンを殺してしまうことだ。死人に口なし、晴れて秘密は墓穴の中へ。しかし、今まで何度もその機会があったにもかかわらず、彼らは今のところそれを実行しようとはしていない。
　ということは……、彼らがウネンを気にしている理由は、他にもあるのだ。先ず思いつくのは、ヘレーをおびき出す餌にする、ということだろうか。だが、どこにいるのか分からない人間を相手に、餌も何もないのでは……。
「ウネンってば、大丈夫？」
　いつの間にか思索に没頭してしまっていたウネンを、気遣わしげなイレナの声が現実に引き戻した。
「あ、ああ、うん、ごめん、イレナ。ちょっとぼうっとしてた」
「随分疲れているみたいだし、もう寝ようか」
　そう言って、イレナが鞘に仕舞った剣を鞄の上にそっと下ろす。
　おやすみの挨拶を交わして、二人はそれぞれの寝台にごろりと横になった。
　ランプを消せば、暗闇の中に再び幻獣の咆哮が甦る。明日の朝になってもこの天気が続くようだったらば、しばらくこの町で足止めを喰らってしまうことになるだろう。
「ねえ、ウネン」
　雨の音に消え入りそうな声で、イレナが囁いた。
「なに？」
「何か私に手伝えることがあったら、遠慮なく言ってよね」
　イレナの声が、ウネンの胸にほんのりと明かりを灯す。
　ウネンは心からの思いを込めて、「ありがとう」と言葉を返した。
　
　
　激しい嵐も夜半過ぎには勢いを失い、夜が明ける頃には、軽やかな小鳥のさえずりが鎧戸の隙間から聞こえてくるようになった。
　ウネン達は予定どおり朝食後に宿を引き払うと、雨上がりの街道をイェゼロ目指して一路進み始めた。
　道の左右に広がる野原の上には、目が痛いほどに澄み渡った青空が広がっていた。見渡す限り雲は一つも見当たらず、草の葉を飾る無数の雫や水たまりが、陽光を宿して眩く輝いている。今日も暑くなりそうだな、と、ウネンはげんなりと息を吐き出した。
　今回のイェゼロ行きに際して、王はウネン達に一頭の馬を貸し出してくれた。艶つややかな鹿毛のこの馬が、こうして荷物を引き受けてくれなければ、道行きはもっと過酷なものになったに違いない。オーリに引き手を引かれ機嫌よく歩く馬の尻尾を見つめながら、ウネンは、胸の奥で何度も感謝の言葉を呟いた。
　
　
　太陽が頭の真上にさしかかるのを待って、一行は街道脇の木陰で休憩をとった。木の切り株や大きな石など思い思いの場所に腰を下ろし、王都で買い込んだ塩漬け鰯と、ケナの町で調達した堅焼きパンを昼食にいただく。
　イレナが言ったように、モウルは確かにこれまでよりも明らかに口数が減っていた。無駄口を叩くことも殆ほとんど無く、この先の道や町についてオーリと意見を二、三、交換したほかは、黙々とパンを口に運んでいる。
　対してオーリは、口数についてはあまり変わりはなかった。敢えて違う点を挙げるとすれば、……以前よりもウネンを見ていることが多い……ような気がする……ことだろうか……。
　きっと気のせいだ、と、ウネンは自分に言い聞かせた。だが、視界の端に引っかかるオーリの顔は、どうにもウネンのほうを向いているように感じられる。これまでの道中を思い返しても、オーリと目が合う回数が前より増えていたのは間違いない。
　思い切って、ウネンはオーリに顔を向けた。
　真正面から、オーリと視線がぶつかった。
　仏頂面は相変わらず。しかし、ウネンを睨みつけているわけではないようだった。どちらかというと、観察している、といった雰囲気が近いかもしれない。
　そんなふうに、ウネンが負けじとオーリを観察し返している間も、彼はまったく怯むことなくウネンを見つめ続けていた。もしかしたら、猫の喧嘩のように、視線を先に外したほうが負けだと思っているのだろうか。ウネンも意地になってオーリを見つめ返していたら、とうとうオーリが重い口を開いた。
「どうした」
　どうしたと聞きたいのはこっちのほうだ、と思いつつ、ウネンは「いや、別に」と首を横に振った。
　オーリは、しばし自分の手元に視線を落として、何か考え込んでいるようだったが、やがて再びウネンと視線を合わせ、静かに問いかけてきた。
「馬に乗りたいのか？」
「えっ、なんで馬？」
　思ったままの素っ頓狂な声が、ウネンの口から飛び出した。
　違うのか？　と言わんばかりに、オーリが怪訝そうな表情を浮かべる。
「歩いている最中、ずっと馬を見ていただろう？」
「いや、別に乗りたかったわけじゃ……、ていうか、そもそも乗れないし」
「乗り方を教えてやろうか」
　予想もしていなかったオーリの言葉に、ウネンは思わずまじまじと彼の顔を見つめた。
　オーリは、どこまでも真顔だった。
　一体、彼はどういうつもりで、ウネンに馬の話を振ってきたのだろうか。皆目見当がつかないままに、ウネンはとりあえず首を小刻みに縦に振る。
「あ、うん、ありがとう。また、そのうちに……」
　オーリはまだ何か言いたそうにウネンを見つめていたが、やがて深く息を吐いて、食事の続きに戻った。
　ウネンもまた、心の中で首をかしげてから、そっと静かに息をついた。
　
　
　昼食を終え、再び街道をゆくウネン達一行は、チェルナ川の支流に出た。
　ウネンやイレナ、スィセルでさえも名前を知らなかった、川幅十余メートルの小さな川。だが、昨夜の雨の影響で、往路の時とは比べものにならないほど水嵩は増え、白茶色の濁流が、橋の下すれすれを渦を巻いて流れていた。
　何本もの丸太を組み上げて作られた橋桁は、両端をしっかりと岸に固定されているおかげで、暴れる水流にもびくともしていない。王都へ向かう時は、川の規模に対して少々頑丈過ぎるように感じられた橋だったが、然るべき理由があったのだな、と、一同は深く頷いた。
　しかし、橋を作った者の気概は非常に素晴らしいものであったが、それを維持するための情熱には、少しばかり欠けが見られるようだった。丸太の桁を覆う橋板には、既に幾筋もの轍が刻まれ、人や馬の足元を悩ませていたし、何より欄干が酷く痛んでいるのだ。
　深さが大人の腰ほどもない澄みきった水の流れを、遥か橋の上から見下ろして進む限りは、橋板や欄干の状態など何ら気になるものではなかった。だが今は、白く濁った水面が、橋桁に迫る勢いだ。
「ウネン、もう少し橋の真ん中に寄ったほうがいいわよ」
「あ、うん」
　馬の左斜め後ろを歩いていたウネンは、イレナのほうへと寄ろうとした。
「苔は踏むな。滑るぞ」
　ちらりと後ろを見やりながら、オーリが忠告する。まさにそれと時を同じくして、ウネンの右足が苔を踏んだ。
　それはもう見事なまでに、ウネンの靴底が苔の上を滑った。
　ぐるり、と、世界がひっくり返った。
　ウネンが転倒した音に驚いたのだろう、いななく馬を、オーリが慌ててなだめている。その向こうには、馬を警戒して距離を置くモウル。イレナが、小さな声で「大丈夫？」とウネンを気遣いながらそっと近づいてくる。
　左肩と背中を打った痛みよりも、転倒した恥ずかしさにべそをかきそうになりながら、ウネンは「大丈夫」と、傍らの欄干を支えに身を起こした。
　次の瞬間、手元の支えが崩れ落ちた。
　刹那、消え失せる重力。
　イレナの悲鳴が間延びして聞こえたかと思えば、ウネンの身体を冷たい水が包み込んだ。
　
　川に落ちた、と思う間もなく、ウネンの腹に何かがぶつかってきた。衝撃で、口から空気の塊がごぼりと溢れ出す。
　肺に水を入れてはいけない、とのヘレーの教えを思い出し、ウネンはすんでのところで息を詰めた。腹部には、依然として何か横に長いものが強い力で押しつけられている――いや、背後から襲いかかる水流が、ウネンをそれに押しつけている。ウネンは無我夢中で、その何か丸太のようなものにしがみついた。
　息を止め続けるのもそろそろ限界か、閉じた口の奥で、喉が引き攣れた動きで何度も呼吸を試みる。口をあけてしまえばおしまいだ、と、ウネンは必死で手足を動かした。上へ、明るいほうへ、じりじりと丸太をよじ登る。
　ほどなく、水面に顔が出た。新鮮な空気が大量に胸の奥へと流れ込み、ウネンは二度三度と咳き込んだ。水流に負けじと両腕に力を込め、荒い呼吸を繰り返しながら、周囲に首を巡らせる。
　ウネンがしがみついているのは、丸太で作られた橋脚の一つだった。頭のすぐ上には橋桁、そして、見渡す限りの波がしら、白茶色の濁流。
　とにかく皆に無事を知らせなければ、と、ウネンは声を張り上げてイレナ達の名を順に呼んだ。
「下か！」
　慌ただしく動き回る複数の足音にかぶって、少し遠くからオーリの声が聞こえた。



　ウネンは橋桁の裏を見上げて、状況を報告する。
「なんとか、橋脚にしがみついてる！」
「じっとしてろ。すぐに助けてやる」
「分かっ」
　分かった、と言い切る前に、何か固いものがウネンの肩を思いっきり打った。不意を突かれてウネンの手が僅かに緩む。流木がぶつかってきたんだ、と気づいた時には、ウネンは逆巻く水によって橋脚から引き剥がされてしまっていた。
　視界一杯に広がった青空が、すぐに白茶色に覆い隠される。間一髪、胸一杯に空気を吸い込むことができたものの、水流に身体をもみくちゃにされて、もう、どちらが上か分からない。礫か木切れか、水とは違う塊が、ひっきりなしにウネンの身体のあちこちにぶつかってくる。ほんの一瞬、足先が川底の砂に触れたような気がしたが、そんな感触もすぐに消えてしまった。水をかいた手が岩のようなものに当たっても、掴まるどころではなく、指先が擦れて痛いだけ。
　ぼくはここで死ぬのだろうか。ウネンが両手を握りしめた、その時、〈囁き〉が胸の奥を震わせた。
　水の流れが次第に勢いを失い、目の前が徐々に明るくなってくる。
　上下感覚が戻ってくるのと同時に、ウネンは膝から川底に着地した。頭髪を波が撫でたと思う間もなく、水面はさらに下がって、とうとう頭が水の上に出る。
　凄まじい風音とともに、細かなしぶきがウネンの顔面を幾度となく打った。
　固くつむっていた瞼をおそるおそる開けば、眼前すぐに泥水の壁があった。
　呆然と座り込むウネンの胸が、腰が、水の中から現れる。そうして、ついに藻と砂の川底が空気に晒された。
　川の水が、ウネンのいる場所より少し上流で、見えない壁に妨げられたかのように、左右に割れていた。ウネンの身体を避けるようにして、濁流の壁が紡錘形の空間を作り出している。
　雨のように降り注ぐ無数のしぶきを吸い込んでしまい、ウネンは何度もむせた。むせながら、ウネンは理解した。ウネンを取り囲む、高さ一メートルはくだらない水の壁。これを作り出しているのが、恐るべきちからを秘めた「風」だということを。
　と、右手の壁が崩れたかと思えば、濁流を蹴散らすようにして、オーリがウネンの目の前に飛び出してきた。押し寄せる水よりも早くウネンを引っ張り起こすと、素早く輪縄をウネンの腰にかけ、左手一つで胸元に抱きかかえる。
　泥の大波がウネンを頭から呑み込んだ。ウネンは再び水流に足元をすくわれ、為すすべもなく水に流される。
　だが、今度はすぐに顔が水面の上に出た。脇の下にまわされたオーリの腕が、ウネンを引っ張り上げてくれたのだ。
　オーリは、ウネンをかかえたまま、岸辺へ向かって水をかき始めた。見れば、ウネンに結わえた縄とは別に、オーリの腰にも縄が巻かれていた。波間に、ぴん、と張られた縄の先には、橋のたもとの立ち木と、イレナ。あと、見覚えのない人影も幾つか。
　オーリがついに川岸へと辿り着いた。水から上がり、ウネンの身体を地面に転がすなり、自分も仰向けに草の上にひっくり返って、荒い呼吸を繰り返す。
　イレナのいる方角から、大歓声が聞こえてきた。
　咳が治まるのを待つ間ももどかしく、ウネンは喉の奥から声を絞り出した。
「助けて、くれて、ありが、とう」
「礼は、モウルに、言ってやれ」
　寝そべったまま肩で息をしながら、オーリが橋のほうを指で指し示した。「奴の術がなければ、俺には、手も足も、出なかった」
　モウルの姿を探して、ウネンは目を凝らした。
　木の下では、イレナが見知らぬ男達と手をとり合って喜んでいる。荷物を積んだ馬の引き手を持っているのも、ウネンの知らない男だ。そして、その傍らで、モウルがぐにゃりと地面に倒れ込むのが見えた。
　
　
　橋のたもとの立ち木の脇で、ウネン達は一服することにした。
　イレナと一緒にいた四人の男達も、ともに焚き火を囲む。ウネン達の少し後ろを歩いていたという彼らは、命綱を引っ張るのを手伝ってくれたり、馬の引き手を預かってくれたり、と、ウネンの救助に力を貸してくれたのだ。
　イレナにお茶の用意を任せ、ウネンは、焚き火から少し離れた木陰に毛布を敷いて寝床をこしらえていた。上体が少し起こせるように、残りの毛布を使って寝床に傾斜をつけ、オーリがその上にモウルを横たえる。
　術でちからを使いきってしまったらしく、モウルは、自分一人ではまともに座ることすらできないようだった。なんでも、ウネンが川に落ちた直後から、水の勢いを抑えようと魔術をふるってくれていたとのことだ。そのあとに続く濁流を割ったわざといい、あれだけの質量の水を操るためには、相当なちからが必要だったのだろう。
　モウルが背もたれの横に転がり落ちてしまわないよう、ウネンはオーリと手分けしてモウルの両脇を荷物で固めた。なんとかモウルの上体を安定させることができたところで、ウネンは毛布の端に膝をつき、あらためてモウルに感謝の言葉を述べる。
「助けてくれて、本当にありがとう」
　蚊の鳴くような弱々しい声が、「いえいえどういたしまして」と囁いた。
「今、君に死なれると、寝覚めが悪いからね」
「なんで？」
　皮肉でも嫌味でもなく、純粋に疑問の言葉がウネンの口をついて出る。
　モウルが、毛布の背もたれに半ば埋もれた状態で、ほんの微か眉をひそめた。
「なんで、って、こんなこと、わざわざ説明が必要とは思えないんだけど」
「ぼくが死んだほうが、モウル達の都合には良かったんじゃないの？」
　ウネンが問うなり、モウルの瞳が一瞬揺れた。やはり図星なのだな、と、ウネンは奥歯を噛み締める。
　だが、モウルはウネンの質問には答えずに、「もしもし、オーリくん」と、か細い声で相棒を近くに寄せた。
「君さ、今日こそ、ウネンにきちんと伝える、って言ってなかったっけ？」
「人払いが上手くいかなかった」
「人払い、って、そんな大げさにしなくったって、ちょっと隅っこのほうで、今みたいな小声で話せば問題ないだろ。ていうか、じゃあ、さっきの昼飯ん時に、二人で何を話してたわけ？」
　僅かな躊躇いののち、オーリがぼそりと呟いた。
「馬の乗り方を教えてやろうか、と」
「はぁ？　なんで馬？」
　モウルが、掠れた声とともに両眉を跳ね上げる。
　本当に、なにゆえ突然、馬なのか。ウネンも一緒になってオーリの顔を注視していると、何を閃いたか、モウルが唐突に呻き声を漏らした。
「まさか、それを口実に、ウネンとさしで話をしよう、と思ってた、とか？」
　想像もしていなかった言葉の内容に驚いて、ウネンは反射的にモウルを振り返った。それから、再度、勢いよくオーリのほうを向く。
　オーリが、若干不貞腐れたような表情を浮かべた。
「あー、もう、今ので残ってた気力全部使いきった。もう、寝る。僕はちょっと眠るから。そもそも、こじれちゃったのは君のせいなんだから、最後まで君がなんとかしてよね」
　駄々っ子のごとくそう言い放って、モウルはさっさと目を閉じた。そうして、ぴくりとも動かないまま、静かな寝息をたて始める。
　モウルを起こさないよう、ウネンは慎重に立ち上がった。オーリも、荷物の位置を少し直してから、モウルの向こう側に立つ。
「……こじれた、って、何が？　人払いしてまで、何をぼくに伝えようっていうの？」
　徹底抗戦の覚悟を決めて、ウネンはオーリをねめつけた。
　だが、対するオーリは、どこまでも平常どおりな仏頂面だ。
「二つほど、誤解を解きたい」
　オーリが徐おもむろに口を開いた。
「三年前の俺達の前任者はともかく、俺達は、ヘレーを糾弾するためではなく、どちらかと言えば弁明を聞くために追っている」
　罪を贖あがなえだの、奴の犯した罪がどうだの、物騒な話を厳めしい顔で言い放たれたあとで、こんなことを告げられても、すぐには素直に「はいそうですか」と頷けるはずがない。ウネンは両手を腰に当て、精一杯胸を張って大きく息を吸い込んだ。
「抵抗されたら殺すんじゃないの」
「自分の身を守ることを一番に考えろ、とは言われているが、ヘレーはそんなに凶暴な奴か？」
　いつだって物腰柔らかで、手を上げることは勿論、声を荒らげることすら稀だったヘレーに、オーリ達の生命を脅かすような真似ができるだろうか。いや、ない。
　自問自答を早々に切り上げてから、ウネンはそっと溜め息をついた。櫓塔でオーリが言った「状況によっては殺害もやむなし」という言葉は、確かに間違ってはいないのかもしれないが、ある意味、全然正しくないではないか、と。
　ウネンの眉間の皺に気づいているのかいないのか、オーリは淡々と話を続ける。
「もう一つ。秘伝の知識の拡散を防ぐという任務についてだが、俺達は別にお前を害する気はなく、可能ならば平和裏に協力を仰ぎたい」
　馬よりも何よりも、それを早く言ってほしかった、と、心の底から思いつつ、ウネンは敢えて険しい顔のまま切り込んだ。
「監視してほしくなければ、協力しろ、と？」
「監視は、する」
　そうきっぱりと断言したものの、オーリはすぐに慌てたように小さく首を振った。
「あ、いや、監視、ではない。お前が何をどこまで知っているのか……」と、オーリはそこでしばし考え込んだのち、訥々と、言葉を継いでゆく。「……確認したい、いや、……見届けたい、と思っている。出来る範囲で、だが」
　ウネンは、今度こそ、大きな溜め息が漏れるのを止められなかった。
「誤解って言ったけど、ぼくが意味を取り違えたんじゃなくて、そっちの説明が言葉足らず過ぎたんじゃないか」
「すまなかった」
　一切の言い訳を挟まず、オーリが詫びる。
　折りよく、イレナが「おーい」と薬缶片手にウネン達に手を振った。
「お茶、入ったけど、どうする？」
「ありがとう。今、行くよ」
　イレナに返事をしてから、ウネンは、念のために、と今一度オーリを振り返った。
「話、もう終わり？」
「ああ」
　とりあえず、オーリ達はウネンと敵対するつもりは無いらしい。ヘレーを酷い目に遭わせるつもりも、あまり無いようだ。胸の奥の重石が減った分だけ身体も軽くなったような気がして、ウネンはくるりと踵きびすを返した。
　と、オーリが「あ……」と小さな声を漏らしたのが聞こえた。
「……何？」
　この際、懸念は可能な限り全て潰してしまっておこう。そう思って振り向いたウネンを、相変わらずの真顔が出迎える。
「昼に言った、馬の乗り方の件だが、教えてやろうというのは、本心だ」
　ウネンは、脱力するあまりその場にへたり込みそうになるのを必死でこらえて、言葉を返した。
「あ、ありがとう。じゃあ、今度頼むね」
　口元に微かに満足げな笑みを浮かべて、オーリが静かに頷いた。
　
　
「いやあ、一時はどうなることかと思ったけどよ、助かって良かったな！」
　四人の旅人達が、満面の笑みを浮かべて、口々に「良かったな」と繰り返した。
「それにしても、あの兄さん凄いねえ！　あんな凄腕の魔術師は初めて見たよ！　水が割れるなんて、まるでお伽噺みたいじゃないか！」
　一人が、興奮した面持ちで、後方の木陰に横たわるモウルを振り返る。
　続けて、二人目がオーリのほうに顔を向けた。
「兄さんも大したもんだ。よくも、まあ、この濁流渦巻く川ン中へ飛び込んだもんだ。なかなかできることじゃねえよ！」
「姉さんもだ。俺らが『落ちた！』って、おろおろしている間に、縄持って、兄さんに渡したり木に引っかけたり、手際のいいことったらなかったぜ！」
　三人目までが、イレナ達の手腕をべた褒めしたところで、四人目がウネンの頭をぽんぽんと叩いた。
「気をつけるんだぞ、坊主。これからは、兄ちゃんらの言うことをちゃんと聞いてだな、もう危ない目に遭わないようにするんだぞ」
　性別を訂正する気力もなく、ウネンは素直に頷いた。
　
　ご馳走さま、と手を振る四人組を見送ったあとも、ウネン達はその場で休憩をとった。モウルの体調がもう少し回復しないことには、まったく動きようがなかったからだ。
　モウルは、相変わらず、木陰の寝床で死んだように眠り続けていた。空になった薬缶をうっかりウネンが地面に落っことしてしまっても、まったく目を覚ます気配がない。
　日が傾き始めたところで、オーリがモウルを揺り起こした。
　不機嫌そうに瞼を開いたモウルは、地の底から響いてくるような恨めしそうな溜め息とともに、一言、「お茶」と、飲み物を所望した。
　自分のカップにお代わりを注いでいたイレナが、苦笑とともにモウルのカップも用意する。
「ああ、もう少し冷ましてからでお願い。量はもっと少なくしてもらわないと、ほら、僕、今、重い物持てないから。そう、一口分ずつ。え？　まさか。それだけで足りるわけないでしょ、当然お代わりするんだよ」
「あー、ごちゃごちゃと、うるさい！」
　薬缶片手に、イレナが声を荒らげた。
「それか、君がカップ持って飲ませてくれてもいいんだけど……」と、涼しげな笑みを浮かべかけたモウルが、イレナの形相を見るなり慌てて顔を背ける。
「アッ、やっぱ、遠慮しとく。オーリ、飲ませてよ」
「女性に看病されるのが好きなんだろう？」
「眉間に青筋立ててる女性よりは、オーリのほうがましだ」
「俺の眉間をよく見てから言え」
　少し前までのあの黙りこくった様子は、一体何だったのか。すっかりいつもどおりとなったモウルを見ながら、ウネンは、ほっと小さく息を吐いた。
　
　更に何組かの旅人が街道を通過していくのを見送り、そろそろ腰をあげないと暗くなる前に次の町に着くことができない、という頃合いになっても、まだモウルは自力では動けないでいた。
　荷物にぐんにゃりともたれかかるモウルを見おろして、オーリが、ぼそりと呟いた。
「馬に載せるか……」
「無理だよ。座れそうにない」
　珍しくも神妙な顔で応えるモウルに対して、相棒はまったく容赦しなかった。「だから、載せるんだ。こう」と、モウルの身体を馬の背に横向きで引っかける手振りを披露してから、申し訳程度の配慮を付け加える。「横で支えていれば、落ちないだろう」
「いや、ちょっと、ヤメテ、あれ、つらいんだよ。上下に揺れるたびに、馬の脇腹で顔を打つし、馬の背骨が肋骨の下のところをごりごりして痛いし」



　どうやらその積載方法を、既にモウルは体験済みらしい。
　ウネンは唇を引き結んだ。モウルがこんな状態に陥ってしまったのは、川に落ちたウネンのせいなのだ。我が身を犠牲にしてまでウネンを助けてくれた彼に、つらい思いをさせるのは忍びない。
　ウネンは、着々と馬にモウルを積む準備を進めるオーリに、「待って」と声をかけてから、モウルの前にしゃがみ込んだ。
「じゃあ、どういうふうな体勢だと、問題がないわけ？」
　
　
「……ごめん」
「お前が謝ることじゃない」
　申し訳なさに身を小さくするウネンに、オーリが事も無げに返答する。その両肩に、だらりと力無くぶら下がるモウルの両手。
　モウルの希望を聞いた結果、次の町までオーリがモウルを背負っていくことになったのだ。
「ありがとうオーリ。やっぱり、持つべきものは友人だねえ」
「たまには俺にもそう思わせてくれ」
　だんだんずり落ちてきたモウルの身体を、よっこらと背負い直して、オーリがぼやく。
　オーリから馬の引き手を預かったイレナが、そんな二人を見ながらくすくすと笑った。
「なんだかんだ言いながら、オーリって面倒見がいいよねえ。もしかして弟や妹がいるとか？」
「あ、いや……」
「妹が一人いるよー」
　言いよどむオーリの代わりに、モウルが楽しそうに答えた。ついでに裏声で「ねぇお兄ちゃん」なんて言うものだから、「黙れ」とオーリに乱暴に揺らされる。
「痛たたたたた、痛いって。もうちょっと優しく……」
　モウルの声が途切れるのとほぼ同時に、オーリが足を止めた。
　イレナが、ウネンに引き手を渡して、オーリの横に並ぶ。
　ウネン達の前方、夕焼けに染まる街道脇の茂みから、男が四人、次々と姿を現した。
「……見覚え、ある？」
　モウルの問いかけに、オーリが静かに頷いた。
「行きしなの、追い剥ぎもどきだ」
「地元のゴロツキを雇ってたんだな」
　二人の会話を聞き、イレナが露骨に顔をしかめた。
「まだ諦めてなかったの？　あの優男」
「いや、たぶんこれは、いわゆる『お礼参り』ってやつじゃないかな」
　ウネンがそう言うなり、残る三人の口から「ああー」と疲れ切った声が漏れた。
　川に落ちたウネンの救助を手伝ってくれた四人組が、町でこの一連の出来事を面白おかしく吹聴するさまが、ウネンには見えるような気がした。おそらく他の三人も同じような想像をしているに違いない。
　自分達を酷い目に遭わせた憎い連中が、たったの四人で、しかも、うち二人は女子供な上に、魔術師はしばらく使いものにならない状態でいる、と知った彼らが、待ち伏せにかからないわけがあるだろうか。いや、ない。
　四人のうちで顎髭が一番派手な男が、肩をいからせながら、ウネンが予想したとおりの啖呵を切った。
「やいやい、おめえら、ここで会ったが百年目だ」
「よもや俺達の顔を忘れたなんて言わねえだろうなあ！」
「お前らのせいで、もう少しで死ぬところだったんだぞ！」
「死ななかったんだ」
　ぼそりと返されたモウルの一言に、無頼漢どもは一瞬息を呑み、それから見事に全員が顔を真っ赤にさせた。
「こンの野郎！」
「ぶっ殺してやる！」
　一気に辺りに満ち満ちた殺気を、オーリの溜め息が、ついと揺らす。
「自分が何もできない時は、煽らないでくれ」
「次から気をつける」
　傍らの、下と上とで交わされるやり取りに苦笑を投げかけながら、イレナが半歩前に出た。
　その隙に、オーリがモウルを馬の背の荷物の上に載せる。
「少し下がってろ」
　ウネンに馬を任せて、オーリが腰の剣を抜いた。
　その向こうでは、既に抜き身の剣を構えたイレナの姿。
　ウネンは、言われたとおり、二人の邪魔にならないところまで、馬とともに慎重にあとずさった。
　だらりと力無く荷物の上に引っかかっているモウルが、馬の足の動きに合わせて呻き声を漏らす。「凄腕の魔術師」の、なんとも情けない状態に、ウネンは思わず溜め息を漏らした。
「モウルは、もうちょっと身体を鍛えたほうがいいと思う」
　いつぞやイレナに自分が言われたのと同じ台詞を、ここぞとばかりにウネンはモウルに押しつける。
　モウルの頭がある馬の右側から、涼しげな声が聞こえてきた。
「いいんだよ。オーリがいるから」
　モウルの、迷いのかけらも無い眼差しが見えるような気がして、なんとなくウネンは、目の前にぶら下がる足を思いっきり引っ張ってやりたくなった。
　道の前方では、イレナとオーリが、それぞれ二人ずつの敵を相手に渡り合っている。
　イレナの背後に回り込もうとした一人が、待ってましたとばかりに身を翻したイレナの一薙ぎを受け、鮮血を滴らせながら剣を取り落とした。相手は女だ、と高を括っていたらしいもう一人が慌てて斬りかかるが、時すでに遅し。正面からイレナの反撃を受け、膠着状態に陥っている。
　一方、オーリの相手は、最初から全力で数の利を振りかざしてきていた。二方から間断なく繰り出される攻撃を凌ぐだけで、オーリは手一杯のように見える。
　自分達の優勢に気を良くしたか、右側の敵が、それまでよりも更に深くオーリの懐に切り込んできた。オーリはすかさず右足を軸に転身し、相手の攻撃を左方へと流して押さえ込む。これで左側の敵は、味方の身体が邪魔ですぐには手を出すことができない。
　オーリは一気に刃やいばを巻き上げた。二人目の敵が側面に回り込もうとするよりも早く、眼前の敵の肩口を真っ直ぐに突く。
　そして響き渡る悲鳴。
「オーリがよく言う『不必要に大きなちからは、時に災厄を引き寄せる』って、あれね、僕らの里の標語みたいなものなんだけど、実は続きがあってさ」
　モウルが、いつになく静かな声で、ウネンに話しかけてきた。
「続き？」
「そう。続き」
　モウルは一旦言葉を切ってから、少しだけ改まった口調で再び口を開いた。
「――『そして、ちから持てる者には、それ相応の義務が生じる』ってね」
　その瞬間、ウネンの脳裏に、懐かしいヘレーの声が甦った。
『ちから持てる者には、それ相応の義務が生じる。私は、医師としての私の務めを果たそう』
　たとえ、この、穏やかな暮らしを失うことになろうとも。そう言ってヘレーは、隠れ住んでいた森を出たのだ。ウネンを連れて。
　金属同士がぶつかり合う甲高い音が、ウネンを現実に引き戻した。
　三人目の悲鳴が茜色の空を震わせる。
「だから、ヘレーさんが君を育てていたって聞いて、僕らは、面倒なことになったなと思うのと同時に、ちょっと嬉しくもあったんだ」
　モウルの声が、何故かほんの少しだけ、耳にくすぐったい。
　ウネンは、何と返事をすればいいのか分からなくて、無言で視線を道の先へ向けた。
　オーリの剣が夕闇を一閃し、最後の賊の剣が弾き飛ばされた。
　四人の賊は、覚えていやがれ！　と捨て台詞を残して、ほうほうのていで逃げ去ってゆく。
　かち色の染み出す東の空に、一番星が静かに輝いていた。
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